
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　　▼１




　神は６日の奇跡で世界を作ったのち、そのあと１日は休日にしたのだという。つまり神でさえ休日があるのだ。神がそうなされている以上、人間もそれにならうのがよかろうとシロエは思う。

　労働のあとには休日があるべき。

　そうでないと、人間壊れてしまう。

　ごく当たり前の社会常識だ。

　なにも異世界で〈冒険者〉で〈大災害〉だからって常識まで破壊しなくたってよいのに。




　と、ぼやくのも、最近のシロエは忙しすぎるからだった。

　もちろん、〈記録ギの地ル平線ド〉の仲間たちが意地悪をしているわけではない。にゃん太や直なお継つぐ、アカツキはもちろん、新規加入したミノリにトウヤ、五い十す鈴ずにルンデルハウスまで、ギルドメンバーはシロエを助けようとしてくれている。しかしそれ以上に多くの仕事が〈円卓会議〉から降ってくるのだ。

（いや、それはそれで、卑怯な言い方かなぁ）

　その仕事だって、陰湿なパワーハラスメントの結果押し付けられているわけではないのだ。

　たぶん。

　むしろそれは、どちらかというとシロエが原因かもしれない。

　シロエは、〈円卓会議〉でも自分のギルドでも「知恵のまわる作戦参謀タイプ」だと思われているし、本人も分類すればそうなるのかな、と思っている。しかしシロエ自身も深く自覚しているのだが、天才的な頭脳や、並外れた才能に恵まれているわけではない。それどころか、自分自身の能力は、凡ぼん庸ようそのものだとシロエは分析している。

　シロエの自己評価における自分自身は、典型的な予習タイプである。事前に十分な情報収集を行ない、考察や検討を加えて、かつ現場での即興性も計算に入れてシナリオを書くことが自分の能力だと感じている。

　このタイプ自体は珍しくない。乱暴にいってしまえばゲームをする前に攻略本を読む人間はすべてこのタイプに該当する。ようするに、ある種の臆病である。シロエのそれは、既存の攻略本を読むだけでは飽きたらず、自前の攻略本を執筆しはじめてしまうというところに特異性がある。臆病さをおしのけるほどの好奇心がそうさせているのだろう。

　自信がないから準備を入念にしてしまう。それで周囲から頼られてしまい、そのうちさらに準備に没頭する。世話好きというわけではないが、いつの間にか幹事をまかせられているタイプだ。

　臆病であるというのは通常弱点とされるが、シロエの役回りを考えればけっして弱点だとばかりはいえない。作戦参謀などをやるのならば、偏執的なまでに用心深いのは長所ではあれ欠点ではない。

　しかし、それは豊富な労力を差配できる立場でなら許される発言であり、個人としてのシロエはといえば「作業」に押しつぶされそうになっているのが現実だった。

　この異世界にはシロエの研究対象がありすぎるのだ。

　将来のことを考えれば情報は多いほどよいし、集めたいそれは実に広い範囲に及ぶ。20年にわたって続いた〈エルダー・テイル〉世界の攻略情報でさえ膨大だったのに、それは異世界化で数十倍にふくれあがっているのだ。しかもそれは静止した世界ではなく、今現在、刻一刻と様相を変えてゆく、相互影響下にある世界である。

　もちろんシロエだって、ある程度優先順位をつけて、当たりをとりながら必要な情報を調べようとはしている。シロエ自身には知ち己きも経済的なバックアップも足りないが、〈円卓会議〉の公的な情報の流れに接することができるし、一定の予算もついている。〈大災害〉直後に比べ、情報入手ははるかに効率的になったといえるだろう。

　しかし、それでも知りたいことや知っておくべきことは膨大で、不安の気持ちはいつになっても晴れることがない。




　シロエはなにも自分の好奇心だけで、この世界の情報を手当たり次第集めているわけではなかった。この世界からの帰還を目指すにせよ、諦めるにせよ、それ以前にこの世界で生き抜かなければならないのは、もはやこのアキバにおける〈冒険者〉の共通認識だ。

　そのためには情報が命綱になる局面は少なくないだろう。

　また、海をゆく船に海図が必要であるように、〈円卓会議〉にはこの世界の情報が必要だ。どのような事態であれ、周辺事情がわからなければ、正確な判断など下せるはずもない。

　そんなわけで、情報の収集と分析は、シロエにとっては公務である。

　だが、アキバの街の自治組織〈円卓会議〉の11ギルドマスターともなれば、日常的な連絡や雑務だけでもけっこうな時間がとられてしまう。回覧書類を読むだけでもかなりの手間なのだ。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈海洋機構〉のような大手ギルドであれば、そんなギルドマスターを補佐するための人材も揃っているのだろう。ギルドの中でも目端の利くメンバーがバックアップ体制をとっている。

　それはある意味、私設秘書団を抱えているに等しく、クラスティやミチタカといったギルドマスターの事務処理能力を支えている。秘書とまではいかなくとも「ああ、これ目を通して意見聞かせて」といえる仲間が近くにいるというのは心強いものだ。

　しかし、現在ふたりを加えて８名となったとはいえ、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の人数では、シロエを補佐してもっぱら事務処理にあたるメンバーなど望むべくもない。事務仕事は、渦中のシロエがもっとも得意であり、次点がミノリだろう。しかし、ミノリは現在修行中の身であり、シロエの事務仕事の手伝いにかまけていてはトウヤやルンデルハウス、五十鈴とレベルに開きができてしまうため、そうそう手伝わせるわけにもいかない。

　結果として、シロエは報告書の山と雑多な事務仕事の山に押しつぶされているわけである。




「うっわぁ、やってられないわ、んなもんっ！」

　ごっちゃりと積まれた書簡の山を前にしてシロエは嘆く。もちろんそれが自分の性分だし、望んでやった側面は強いのだが、だからといってめげないというわけもなく、特に長時間外に出ないと気分も滅入ってくるものだ。
















　シロエは窓から外を眺める。

　その「窓」はつい先日までは壁に開いた四角い穴でしかなかったのだが、今では細い板で細工された窓枠がはまり、帆布で作られた覆いがかけられている。

　時刻は午後だが、外はあいにくの雨だ。

　秋の雨がアキバの街の大地を叩いている。細い銀糸のような雨は、アキバの街のあちこちに生える古木の葉という葉に当たり、またコンクリートを濡らし、静かな音を立てている。

　それは優しく、柔らかく、どこまでも美しい光景だった。

〈エルダー・テイル〉がゲームであったときにも、天候エンジンは屋外ゾーンに「天気」を作り出していた。それらは凡百のゲームに比べればキレイだったが、今のアキバの街に降る、このきらめく銀の雫しずくに比べれば、やはりゲームの美しさでしかなかった。

　今のこの世界の光景は、あらゆる意味で現実の日本のそれを凌りよう駕がしているようにシロエは思うのだ。

　同じ雨であっても、たとえば夏の夕立、稲光と空気そのものを弾けさせるような音を伴う雷雨、秋の霧のような小雨、それぞれにすべて違い、すべてが美しかった。

　公共交通機関が発達し、複数の宅配業者が幅をきかせる日本に住み、季節の風物詩なんてＮＨＫのニュースぐらいでしか見つけられなかったシロエには、この世界の「天気」はそれだけで完成したドラマのように見える。

　帆布を少しだけめくりあげると、街の大気は無限に続く白い線で煙って見える。それは途切れずに続く秋の雨だ。まだ寒いとまではいかない10月だが、この後はゆっくりと秋が深まってゆくのだろう。街のあちこちでは、雨などものともせずに歩いている人々もいるし、よい機会だとばかりに自分たちの住むビルや建物の掃除に精を出す〈冒険者〉も見える。




　ザントリーフ半島掃討戦から、２ヶ月が経過していたが、その後始末は、なかなかに手間取っていた。

　いや、むしろ、すでに後始末という段階はすぎて、〈大地人〉の同盟である〈自由都市同盟イースタル〉と新しい関係を築くというステップに入っていると考えた方がよいのかもしれない。シロエの元に届けられる報告書もそれを裏付けている。文面に表れる情報は、散発する戦闘の報告が減り、徐々に商取引や物資の輸送に関するものが増えはじめている。ここまでくれば、あとは商業系ギルドの管轄だろう。

　現に今準備の真っ盛りである『天てん秤びん祭さい』がその証拠だ。

　そう考えれば、シロエとしてもやっと肩の荷が下りた気がする。




　──下りる荷物はたったひとつだけだが。

　目下シロエの気を重くさせているのは、各地から入ってくる情勢だった。今まではアキバの街のことだけで手一杯だったから、意図的に無視してきたのだが、いいかげん目を逸らしてばかりもいられなくなってきた。伝つ手てを辿り話を聞き、まとめ、手を打って情報を集めてみれば、事態は大きく動いていた。いや、動きすぎていたというべきだろう。

（まぁ、まったく予想していなかったわけじゃないけど。よりによって、こうなるなんてねぇ。あっちもこっちもまったく……）

　シロエは籐椅子に身体を投げ出して天井を見上げる。

　頭の中を幾つもの地図、数値、報告書がよぎる。

〈ハーフガイア・プロジェクト〉で再現された２分の１サイズの日本列島……こちらでいう〈弧状列島ヤマト〉には、５つのプレイヤー・タウンが存在する。シロエたちの住むアキバに加え、シブヤ、ミナミ、ススキノ、ナカス。これらは五大都市とも呼ばれ、日本の〈エルダー・テイル〉プレイヤーにとってホームタウンともいえる場所だった。

〈エルダー・テイル〉がＭＭＯゲームだった時代、これらの都市は都市間ポータルと呼ばれる瞬間移動装置によって接続されていたため、距離の実感に乏しかったが、現在ではその機能は停止している。そのため、都市間の移動には相応の時間が必要であり、怪物の徘徊するこの世界においては移動リスクも存在する。都市同士の交流は激減しているといってよいだろう。

〈大災害〉から５ヶ月。

　シロエたちの暮らすアキバの街は大きく様変わりした。外見こそまだ以前のままだが、その暮らし方や人々の関係は決定的に変わったのだ。〈自由都市同盟イースタル〉や〈大地人〉との関わり方も含め、もはやこれがゲームだとは誰にもいえないだろう。そこまで事態は大きく動いてしまった。

　その５ヶ月はこの世界の誰の上にも等しく流れた。

　だからこアのキ街バが変わったのと同じように、他のあらゆる場所でも変化は当然だ。シロエはそう考える。

　しかし、アキバの街の変化には、シロエの意志が影響している。シロエはこの街を変えようと奔ほん走そうした自覚がある。だとすれば、他の都市の変化にもまた「誰か」の意志が影響を与えているのだろうか？　その意志を考えると、シロエは腹の底が重くなるのを感じるのだ。




　もっとも変化が少なかったのはシブヤだろう。

　シブヤはそもそも、５つのプレイヤー・タウンの中でも特殊な位置づけだった。

　端的にいえば、シブヤの街は、アキバの街に集中したプレイヤーを分散させる目的のために作られた最後発の都市なのだ。分散計画として都市間移動システム「ゲート」を十二分に意識したシブヤの街は、ゲートが機能停止している現在、都市機能がほとんど麻痺している。

　そのため、シブヤを根城にしていた〈冒険者〉はほぼすべてアキバの街へと合流した形だ。シブヤの街は現在、少数の〈冒険者〉が自由に使う、アキバの街の郊外別荘地のようなあつかいになっている。




　ススキノの街の変化は、ある意味シロエが予感していたとおりだった。〈大災害〉直後の治安悪化から、ススキノはとうとう立ち直ることがなかった。むしろ、その治安悪化をきっかけに、無法都市となっていたのだ。ススキノの街にいた離脱を希望する〈冒険者〉は、この数ヶ月の間にほとんど全員が脱出をすませていた。

　あの時セララはかけだしの〈冒険者〉だったが、なんとか身を隠し逃げ出すことはできた。もちろんシロエたちの救出作戦があったからだが、その後〈円卓会議〉が編成した遠征班が何度かススキノへと赴き、脱出希望者のすべてを救い出した。

　しかし、プレイヤー・タウンとしては立ちゆかなくなるかと思われたススキノは、今現在でもまだ２００人以上の〈冒険者〉を抱えている。彼らは取り残されたわけではない。自らの意志でススキノの街という環境を選んだのだ。それどころか、アキバの街やミナミの街からも、わざわざ望んでススキノの街へ移住した〈冒険者〉も少数ながら存在した。

　現実化してしまった〈エルダー・テイル〉という異世界において、「無法」というのは一定のニーズがあるらしい。ススキノの街は、少数の〈冒険者〉が数多い〈大地人〉を支配する街となっているという……。

　シロエは、そこに邪悪を感じなかった。いや、感じなかったといえば、噓になるが、それは大きくはなかった。むしろシロエは、ただ怖かった。

　シロエが〈大地人〉の人権を〈円卓会議〉で叫んだのは、大きくふたつの理由による。

　ひとつは生存するための手法としてだ。この世界には〈冒険者〉に10倍する〈大地人〉が存在する。ほとんどの消費アイテムの基礎、つまりこの世界に存在する物資は〈大地人〉が作り出しているのだ。その〈大地人〉を殺したり支配するような方法をとっていれば、いずれ軋あつ轢れきが高まり、〈大地人〉との間に争いが起こる。その勝敗がどうなったとしても、大きな傷跡が残るに決まっている。〈大地人〉の人権を守るのは、自分たちの権利を守る手段だったのだ。それはヒューマニズム等ではなくて、功利的な計算だった。

　もうひとつは、恐怖だ。

　シロエはススキノの街から帰る途中にたちよった〈大地人〉の村を今でもよく覚えている。あの村で、シロエは〈大地人〉が人間であるとはじめて感じたのだった。その温かさや生い立ちや人格や意思を感じて、相手をはじめて「人間」として見た。

　現代日本の標準的な教育を受けたシロエにとって、知性ある他人を「奴隷」にするというのは、恐怖だった。それはタブーでありすぎるために、正義や悪や道徳といった理屈を飛び超えて、直接的に恐怖と結びついているのだ。もちろん自分が奴隷になるのも恐怖だったが、自分が奴隷をもつ、使役するという考えにすら生理的な嫌悪感が存在した。

　シロエがススキノに感じている薄ら寒さは、それと根を同じにするものだった。




　しかし、ススキノにおける〈冒険者〉の人数は数百人にすぎない。その規模の小ささは、まだ、救いがある。

（むしろ、こっちだよな……）




　ミナミは……。

　シロエの予想をはるかに超える事態に、はるかに超える速度で突き進んでいた。




　　▼２




「シーローエー様っ」

　ぼんやりと考えていたシロエにかかったのは、咎とがめるような、それでいてどこか労いたわるような美声だった。

「しっかりしてください。食事はちゃんととっていますか？　睡眠は？　ん。またずっと座りっぱなしでいたようですね」

「とってます、そしてとってます。その上２時間くらい前に食堂にいきました」

　軽く言い返しながらも、シロエは立ち上がってヘンリエッタから書類箱を受け取った。

〈冒険者〉の身体能力は高い。それにゲームをもとにしているために男女の間に筋力の差はない。いや、むしろ魔法攻撃職のひとつ〈付与術師エンチヤンター〉に属するシロエよりも、武器攻撃職である〈吟遊詩人バード〉のヘンリエッタの方が、筋力が高い。その差は２倍に及ぶ可能性すらあった。

　しかし、秘書風のタイトスカートにコサージュをあしらったボレロジャケットのヘンリエッタを見ると、さすがにかさばる書類箱をもたせておくのは気が引ける。

　シロエはその書類箱を執務机の上において、振り返った。




「わざわざもってきていただかなくても、念話してくれれば取りにいきましたよ」

「ええ、そうでしょうが、……シロエ様はずっと根を詰めている、という話でしたからね。陣中見舞いを兼ねて……えーっと」

「アカツキなら、そろそろ戻ると思いますけど」

「あら。ふふふふ。そういうわけではないんですけど」

　頰を染めるヘンリエッタにシロエは小さなため息をつく。

〈三日月同盟〉の誇る名会計、金庫番のヘンリエッタはこうしてシロエの元を尋ねてくることが多い。〈三日月同盟〉のギルドリーダーは〝アキバのひまわり〟マリエールだが、実務面を取り仕切っているのはこのヘンリエッタだ。特にその事務処理能力は特筆に値する。好奇心や探究心で、その処理能力の大半を浪費しているシロエよりも、〈円卓会議〉に対する貢献度は大きなものがあるだろう。

「えっと、これは……」

「『天秤祭』ですわね」

　シロエの取り上げた書類を横から覗き込んだヘンリエッタが指摘する。




　10月。空気はひんやりとして、一雨ごとに寒くなる季節ではあるが、アキバの街の熱気はまだ冷めやらない。むしろ、〈自由都市同盟イースタル〉との関係が正常化し、商業的な交流が増えたことにより、多くの生産系ギルドは今までにない好景気を迎えている。

　食材、服飾、機械、薬剤、有機素材、あらゆる分類のアイテムが凄まじい勢いで輸入されては輸出されてゆくのだ。今現在でいえば、アキバの街は加工輸出の街である。食材や鉱石などの一次生産物は、もちろん〈冒険者〉が採取してくることもできるが、〈大地人〉から購入した方が容易く大量に手に入れることができるからだ。

〈大地人〉たち、特に貴族や商人たちは、〈冒険者〉が作り出す高品質のアイテムを強く求めているし、その秘密をなんとか手に入れようと目を皿のようにしているために、さまざまな取引が活発なのだ。

　生産系ギルドの活動が活発になれば、戦闘系ギルドもその波及効果を受ける。特に先月からはじまった「〈妖精の輪フエアリー・リング〉解明プロジェクト」によって大量のクエスト依頼がなされてからは、外へと向かうパーティーが目に見えて増えていた。




　そういった状況の中で、降って湧いたかのように持ち上がったのが『天秤祭』の企画だった。アキバに住む〈冒険者〉が要望したこれは、街を挙げてのお祭イベントである。

　もともと〈エルダー・テイル〉であった時代でも、公式サイドが企画したわけではないユーザーによる非公式なイベントは多数開かれていた。

　小さなものは数人が集まった宴会のようなモノから、街やサーバーを巻き込んだ巨大なイベントまで数多くあったが、もちろん〈大災害〉以降、そんなイベントが開かれたとは聞かない。余裕がなかったのだ。しかし、すでに５ヶ月が経ち、それなりに安定した生活基盤ができつつある今、みんなが騒いでいっときでも不安を忘れられるイベントの要望が出たのだろう。とシロエは理解している。

　もっとも、シロエ自身はここのところイベント企画よりより広範な事務作業に忙殺されていたから『天秤祭』について詳しいわけではない。ギルドマスター宛にまわってきた回覧書類でななめ読みした範囲内の知識だ。

　開催を数日後に控えた、アキバの街の商業イベント。そんな認識である。




「連絡会のほう、どうです？」

「カラシンさんが張り切ってますからね。見直しましたわ。イベントの仕切り、ばっちりですから」

　シロエに背を向けて書類の整理をはじめたヘンリエッタから、そう返事がある。

「さすが広告代理店」

　今回の祭の企画は、生産系ギルド、そして〈生産系ギルド連絡会〉が主導している。

〈円卓会議〉成立後、次々と生み出される新発明、新アイテム。それらはアキバの街に大いなる好景気をもたらした。〈円卓会議〉の中でも当初からこの種の新アイテムに関する議題は多かったが、やがてそれも限界を迎える。〈円卓会議〉はアキバの街全体に関わる意思決定の場でもあり、商業的なトラブル処理や利害調整ばかりに時間をとられるわけにもいかないのだ。

　また、アイテムや流通に関わる実務的な問題であるならば、わざわざ11人のギルドマスターの時間を拘束しなくても処理できる見通しがたったため、専門の組織が作られることになった。

　それが〈生産系ギルド連絡会〉だ。

〈生産系ギルド連絡会〉はギルド会館の上層、〈円卓会議〉のふたつ下のフロアにオフィスを構え、24時間体制で稼働している。と、いっても暇な〈冒険者〉が詰めているという感じで、堅苦しい組織ではなく、フランクなもので、連絡会の本部はいつでも誰でも出入りできる会議室兼工房のような雰囲気になっている。

「むしろ中小規模のギルドを活性化させるべし」という方針に従って、この連絡会事務所は、大きなギルドホールをもたないギルドのたまり場のようになっている。〈海洋機構〉のミチタカや〈ロデリック商会〉のロデリックは後見のような位置づけだ。

　大掲示板に募集や取引の願い出、情報買い取りの依頼などが張り出されたり、新作アイテム販売のパートナーを募集する商談があったりと、賑やかで騒がしい街の集会所といった趣きだ。連絡会はあくまで連絡会であり、〈円卓会議〉の厳粛さはない。




　その〈生産系ギルド連絡会〉が今回の『天秤祭』を主催している。

　中小ギルドではあるものの〈円卓会議〉を構成する11ギルドのひとつとなった〈三日月同盟〉もそれなりの作業があるのだろう。最近のヘンリエッタは、むしろ〈円卓会議〉よりも〈生産系ギルド連絡会〉で仕事をすることの方が多いようだった。




「それで〈三日月同盟〉もなんか出るんですか？」

「ええ、もちろん。『のみの市』で鍛冶屋の子が短剣を売りますでしょ。それから〈軽食販売クレセントムーン〉も復活ですよ。セララが張り切ってますし、新人の子たちはあれを食べていませんしね。でも、一番盛大なのはファッションショーですかしら」

「ファッションショー？」

「ええ。ご存じないんですか？」

「いや話だけは……」

　そもそも『天秤祭』のことの起こりは、〈生産系ギルド連絡会〉で「商品展示会をしたらよいのではなかろうか？」というアイデアが提案されたことだという。

　この異世界にやってきた〈冒険者〉が真っ先に求めたのは「まともな食事」だが、それが一段落した現在、需要が高いのは、住環境の整備と衣服だ。

　ここがゲームだった時代、住環境とは所詮ログアウトするための場所でしかなかった。家具は自分のパーソナルスペースを飾るための玩具でしかなく、形状バリエーションにこそ富んでいたが機能性などはどれも考えられてはいない。

　衣服もそうだ。Ｆ・Ｏ・Ｅフシミ・オンライン・エンターテイメントは〈エルダー・テイル〉参加企業の中でも、（オタク気質の日本らしく）新規グラフィック開発に定評のある開発会社だが、いくら服飾バリエーションが豊富でも、機能性を重視した日常着としてのそれではない。そもそも〈冒険者〉のアイテム作成メニューには、〈大災害〉当初、下着というジャンルさえ存在しなかったのだ。

　最近ではそういった不便も徐々に解消されてきた。〈冒険者〉が日々作り出すアイテムは創意工夫に富んでいるし、その数は日に日に増えてゆく。

　しかしアキバの街の住民でさえ、マイナーなアイテムの情報は見逃すし、現在そういった製品の情報を知る手段は、偶然実物を見かけるか、口コミか、細ほそ々ぼそと配られるチラシにでも頼るしかない。

　そこで出た提案が「商品展示会を行なおう」というものだったのだが、いろいろ議論を重ねていくうちに、当初予定していたファッションショーやら下着の展示即売会、食品展示屋台村、新設備モデルルームだけではなく、もっとさまざまなものを展示したいという要望が増えてきた。

　大部分のギルドが「ウチで一番のお勧め！」というべきアイテムを少なくともひとつは抱えており、さまざまな人に見せたいという気持ちがあったのだ。

　それならば、もういっそ展示会を中心としたお祭でもよいではないか！　となったのは、つい２週間ほど前である。




　このような議論は〈生産系ギルド連絡会〉内部で行なわれたものではあるが、アキバの街の住民の約半分は生産系ギルドに所属している。情報は凄まじい速さで街を駆け巡った。

　生産系ギルドに所属しているということは出展者でもあるということで、このお祭で「純粋なお客様」というのは、むしろ少数派なのだった。あえていえば外部からのお客がそれに当たるのだろう。

　その意味で今回の祭は、出展者が客をも兼ねる、たとえば文化祭などによく似ていた。




　シロエは最近、〈円卓会議〉の耳目を使って、対外的な情報収集に余念がなかった。それゆえに、アキバの街の内部でどのような動きが起きているのかについては疎うとい。もちろん、この「疎い」はシロエの基準では、の話で、アキバの街に住む住民の大半よりも、あらゆるニュースを把握しているのは事実だ。つまり、シロエの「軍師体質」の基準からいえば、情報不足ということである。

　この祭がどういったきっかけで発案されたかも知っているし、新製品のお披露目や経済振興を目的とした（あるいはそれを言い訳として楽しみたいだけの）お祭だということも理解している。

　この祭は〈円卓会議〉そのものではなく、その下部組織である連絡会で把握しているし、このようなイベントを任せれば頼りになる〈第８商店街〉のカラシンが整理に当たっている。

　あえてシロエ自らが首を突っ込むまでもないだろうと、スルーしていた部分なのだ。




「シロエ様」

「はい？」

　書類の背を揃えては綴じてゆくシロエにヘンリエッタは声をかける。

「五十鈴ちゃんはどうしてますか？」

「ああ。うん。……改めて挨拶にいかなきゃと思ってたけれど、忙しさに紛れててすみません」

「それはよろしいですわ。シロエ様と〈三日月同盟〉の仲ですからね。ただ、ちゃんとやってるかセララも心配していたものですから」

「うん、ちゃんとやってくれてるよ。毎日狩り場にいってるし。この夏は、日焼けしてたしね。うちは広さだけなら無駄にあるから」

　それは〈三日月同盟〉から〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に移籍した、〈吟遊詩人バード〉の少女、五十鈴のことだった。そばかすの多いこの少女は、ルンデルハウスを追いかけて〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に入会したのだった。

〈妖術師ソーサラー〉のルンデルハウス、〈吟遊詩人バード〉の五十鈴。このふたりがトウヤ、ミノリに続く〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の新人だ。移籍に関しては両ギルドのマスターによって話し合いがもたれ、スムーズに進んだ。五十鈴もミノリと同じく凶悪ギルド〈ハーメルン〉でなかば監禁に近い扱いをされていた新人プレイヤーである。まだ〈三日月同盟〉に入って日が浅く、それゆえ移籍には特に問題がなかったのだ。

　いずれにせよ、〈三日月同盟〉と〈記録の地平線ログ・ホライズン〉は近しい間柄だ。新人訓練や、狩りへの誘いなどで日常的に交流している。セララは心配してたが、そのセララだって本当は３日とあけずに会っているのだ。

「シロエ様は、この夏はちっとも外へは出ませんでしたからね」

　ヘンリエッタは咎めるようにいった。シロエとしては、まさにそのとおりなので返す言葉もない。ヘンリエッタは〈三日月同盟〉の幹部だ。ギルド内部での立ち位置は、シロエと同じような知恵袋。〈三日月同盟〉の台所を預かる会計役もやっている以上、ヒマなはずはないが、ミノリの話などを聞く限り、時に新人たちの訓練にも顔を出したりと、精力的に働いているように見える。そのヘンリエッタの言葉は耳にいたい。

「……反省します」

「よろしいですわ。これを」

　差し出されたのは、会場パンフレットのようだった。この種の「印刷的な複製物」は、シロエのサブ職業でもある〈筆写師〉がアイテムメニューで生産できる。原本は手書きで作らなければならないが、一旦書き上げれば増やすのに手間は要らない。

　目を通してみると、アキバの街のあちこちにある特設会場で、さまざまな展示やイベントが開かれるようだ。

　服飾系や飲食系が多いが、装備品や、鉄製品、木工製品などの家具も少なくない。期間は明後日の前夜祭からはじまり、１日目、２日いっぱいは続いてフィナーレだ。

（大夕餐会と、後夜祭か……）

　シロエは日付を確認する。予定通り、使者から報告を受け取る日と重なっている。外来者の出入りの多い祭に紛れ込ませるという作戦自体はうまくいきそうだが、報告書の引き取りには一工夫要りそうだった。

（そうなると、結局このお祭の最中は動けない。待ちということになるよな……）

　情報収集も、祭の間はノイズが多くて使いものにならないだろう。




「なんて顔してらっしゃるんですか。まったく。……反省しているのでしたら、形で示すべきではありませんか？」

「はい？」

「〈記録ギの地ル平線ド〉のお仲間とお祭で親交を深めるとか」

　シロエはその言葉にきょとんとしてしまうが、いわれてみればもっともだ。優れたアイデアだ。たまにはそんなことをしてもバチは当たらないかもしれない。

「そうしてみます」

「そして──」

　ヘンリエッタはほっそりとした指先を振る。そうすると、細いフレームの眼鏡と相まって、そのお姉さんらしい美しさにたまらない愛嬌が添えられるのだ。

「〈記録の地平線ログ・ホライズン〉も〈円卓会議〉代表ギルドのひとつ。身体を張って盛り上げてもらえますわよね」

「あー……。善処します」

「約束ですよ？」

　ヘンリエッタはにこやかに告げる。

「アカツキちゃんもミノリちゃんも可愛いですからね。今から楽しみでたまりませんわぁ。いえ、ほんともう……。この妄想さえあればわたしご飯３杯はいけますっ。人はパンのみにて生きるにあらずと申しますが、パンと妄想があれば大抵の苦難は乗り越えられますよね。神様ぁ……」

　頰を押さえて身をくねらせるヘンリエッタは恐ろしかったが、シロエとしても大事なギルドメンバーをむざむざと死地に送るわけにはいかない。その「約束」とやらがどんなものなのかは、ぜひ聞いておく必要があるだろう。

「どんな手伝いなんですか？」

「話は簡単。冬物衣料即売会のお手伝いをやっていただきたいだけです」

　ただの販売員に可愛らしさなど関係ないではないか。

　ヘンリエッタの未来予想図を読み取ったシロエは、ギルドメンバーに脳内であたまを下げつつ、どうしたら埋め合わせができるのかを悩みはじめるのだった。




　　▼３




　着心地のよい部屋着のままソファに沈み込んだレイネシアは、美しく飾りつけられた小さなお弁当を食べている。こういったお弁当は、アキバの街で比較的よく見かけるテイクアウトのランチメニューだ。

（おいしいですね……）

　久しぶりの休暇。

　その甘美さに心底浸りながらも、レイネシアはここ最近の激務を思い出すと、女性らしいしなやかな身体をぶるぶると震わせる。ずっしりと重いため息を吐き出して、レイネシアは肩を落とした。そう、だまされたのだ。クラスティに。

　三食昼寝付きだなんて甘言に乗ってしまった自分のうかつさが悔やまれる。




　ちょっと考えてみればわかるではないか。

〈冒険者〉は現在、この世界における情勢の鍵を握っているといってもよい存在だ。レイネシアの祖父がとりまとめ役を務める〈自由都市同盟イースタル〉の各領主たちもそれを知っていて、軍事的、あるいは政治的に彼らを取り込もう、利用しようとしていた。そもそもその身勝手さに腹が立ったことも、レイネシア自身が、領主会議に啖たん呵かを切ってしまったきっかけのひとつだ。

　あのときは、自分の故郷を守りたくて、かといって〈冒険者〉に対して礼を失した虫のよい願いも押し付けたくなくて、必死だった。

　レイネシアはある意味報われたといえる。クラスティをはじめとした〈円卓会議〉の好意や〈冒険者〉の義ぎ俠きよう心しんに支えられ、故郷マイハマの都も〈自由都市同盟イースタル〉も救われたからだ。

　しかし、こうしてザントリーフ半島掃討戦が収束すると、事態は以前の状態に戻ってしまった。いいや、どちらかといえば、〈冒険者〉がその実力を領主たちに示したことにより、よりはっきりとした展開になってしまったといえるだろう。

〈冒険者〉は、その戦闘能力だけではなくて、技術力や経済力、団結力なども、〈自由都市同盟〉に示してしまったのだ。もちろん、軍事的な実力をも示した以上、アキバの街を占領しようなどいう領主はいなくなっただろうが、どうにか友ゆう誼ぎを得よう、〈冒険者〉と結託して甘い汁を吸おうという領主は爆発的に増えたはずだ。

　実際、レイネシアは、この１ヶ月でそんな例をうんざりするほど見てきた。




　レイネシアは、祖父からいわれてアキバの街に赴任中という……いわば謹きん慎しんと武者修行の中間のような立場にあるわけだが、同時に〈自由都市同盟イースタル〉最初の「アキバの街に赴任した交渉責任者」でもある。

〈円卓会議〉からの要請を受けて式典などに参加することも多いし、貴族令嬢として舞踏会……的な集まりに招かれることもある。こういった集まりについては、生まれてこの方長い間仕込まれてきた、淑女教育のおかげでどうということはない（それでももちろん面倒くさい）のだが、問題はそれ以外だ。

　たとえば、商業を中心的な生なり業わいとする家門、〈冒険者〉の言葉でいう〈生産系ギルド〉の重鎮から、商売上のアドバイスを求められる。その逆に、〈自由都市同盟イースタル〉の豪商や貴族から、アキバの街の有力者に紹介してほしいと頼まれる。

　こういった依頼は、内容をよく吟味して対応しないと、信用を失墜させたり時にとんでもないトラブルを呼び込むことになりかねない。

　もちろんすべて断ってしまえば、失敗することもないのだが、貴族の社交界を考えるととてもではないが断れないような「お願い」もあったりする。いくらヤマト東北部最大勢力を誇る公爵家の娘とはいえ、当主ではなくただの孫娘である。通せるわがままと、通せないわがままがあるのだ。

　またその一方で、〈冒険者〉の方は、彼女があきれるくらいに謀略的な言動をしなかった。彼らにとっては彼女がヤマトにふたつしかない公爵家の直系であるということは、興味と礼節の対象ではあっても、ことさら膝を屈しなければならないような権威でもなければ、取り入らなければならない利権だとも思われていないようだった。

　彼らは〈大地人〉である彼女に、〈大地人〉としての見解や人のつながりを尋ねにくるのであって、彼女の地位を利用してなにかをなそうとは考えつかないようであった。

　それは、おそらく〈冒険者〉である自分たちは強く、レイネシアはたとえ「貴族」であったとしても──所詮弱者の〈大地人〉だと思われているのだろうと、彼女は感じる。




　そのことがレイネシアにしてみれば、悔しい。

　もちろん貴族あつかいされず、ひとりの人間として認めてもらえるのは嬉しいが、その嬉しさとこの悔しさは表裏一体なのだ。

　ただの〈大地人〉として嬉しく、そして無力な貴族として悔しかった。




（ですけれど、それはそれとしまして……）

　そんな気持ちも、もはやこうなってみると、罠だったように思える。

　貴族の付き合いや面メン子ツやしがらみを満たすためには、〈冒険者〉やアキバの街について学ばなければならなかった。彼女がいうのもなんなのだが、〈大地人〉の、特に貴族や実力者というものは、〈冒険者〉について本当になにも知らないのだ。下手に言葉が通じて、同じような見かけをしているものだから、わかったようなつもりになってしまうが、生活習慣や文化には大きな隔へだたりがある。取引や協力をするに当たって最低限わかっていなければ衝突してしまうような状況は無数にあるのだ。

　貴族や豪商に対して、そういった耳に痛いアドバイス抜きで、ただ〈冒険者〉や〈生産系ギルド〉を紹介すれば、いずれ大問題が起きることは必至だった。

　一方で、〈冒険者〉たちの質問はレイネシアを暗あん澹たんたる気持ちにさせた。〈冒険者〉というのはいたって現実的な人種で、彼らが求めているのは実際的な知識であることが多い。〈冒険者〉はそのひとりひとりにいたるまで高い教育を受けているし聡明だ。彼らと話していると、自分が自分たちの国や生活について、なにも知らないことに気づかされる。

　軍人ではないから、文官ではないから、男ではないから……。

　レイネシアは今までさまざまな理由で、公爵家の表向きの政務からは遠ざけられてきたし、それを当たり前だと思っていた。しかし、〈冒険者〉たちと話していると、政治のことはおろか、街の人々や農夫たちがなにを食べているか、どんな家に住んでいるのか、なにを喜び、なにに悲しんでいるのかも知ってはいない自分がそこにいた。

〈冒険者〉のことならまだしも、治めるべき領民の生活やその心持ちも知らないだなどと、貴族として恥ずかしいと思い知らされるレイネシアだった。




　そんなわけで、貴族や〈冒険者〉の願いに真面目に答えようとすれば、それは膨大な量の知識や調査を必要とすることになり、三食昼寝つきなどという言葉は、どこを探しても見当たらないほどの激務の連続ということになってしまう。

「うわぁ……。本当に際限ありません」

　最悪なのは、こういった学習に「上限」がないという事実だった。なにか優れたアイデアやアドバイス、組み合わせを考えついたとしても、それが「最上」である保証なんて、誰もしてくれないのだ。

　もう少し考えれば、あるいはもう少し調べれば、もっとよいアイデアがあるかもしれない。もしくは、もうちょっとだけ注意深く企画すれば、最悪のトラブルを防げるかもしれない。そういう疑念が四六時中頭の片隅にあり、レイネシア自身が認める「ぐうたら性格」をもってしても、手抜きをさせなかったのだ。

　本当にへとへとになるまで根を詰めて書類をひっくり返し、熱を出して倒れたときは、さすがにエリッサにお説教をされてしまった。しかし、まぁ、そのお説教がどうなってかはわからないが、こうして３日間の休養をもらえたのだからよしとすべきだろう。




「もうっ。なんにもしませんっ」

　レイネシアは小さな口で上品にお弁当を食べた。

　野菜の煮物と、おひたし。茶色のものはミニハンバーグ。和洋折せつ衷ちゆうの幕の内弁当だ。

　貴族的視点からすれば、こんな小さな箱詰めの食事は余りにも卑俗でみすぼらしい、となるのだが、レイネシアはこれが気に入っていた。だいたいのところ、テーブルいっぱいに焼いた肉だの煮込んだ肉だの揚げた肉だの出されても食べきれない。いつだって小さく割ったパンと果物を食べて微笑むだけだったのだ。その様子がはかなげなどといわれるからまた始末におえない。

　そこへいくと、この小さなテイクアウトはなんとも落ち着く食事である。もちろん、革命以降の食事は、味わいという意味では以前と比べるべくもない。今となっては、革命以前の灰色の食生活など思い出せないほどである。

　塩漬けの野菜や〈冒険者〉の好むお米なるものも味わい深い。レイネシアが好きな甘い卵焼きが入っているのも好ましい。レイネシアはすべて食べ終わるとふたを丁寧に閉じて、フォークを重ねた。オハシなる道具は、まだ練習中である。




「お茶をいただけますか、エリッサ？」

　部屋は静かでひんやりとしていた。

　こんな巣ごもりのような自室で、誰にみとがめられることもなく食事をするなどという贅沢がほかにあるだろうか？　ありえないとレイネシアは思う。

　もっとも、自堕落だと思っているのはレイネシアだけかもしれない。幼い頃から訓練を受けた彼女は、たとえベルベットのツーピースドレスではなくとも凜とした着こなしを見せているし、高貴で優雅なオーラとでもいうものをまとっている。本人はだらけきった格好というかもしれないが、リネンとジョーゼットで作られた部屋着は、〈冒険者〉から見ればよそ行きで十分に通用するものだった。

「イースタルの冬バラ」と呼ばれたみずみずしい美貌はそのままに、むしろくつろいだ部屋着で食事を楽しみ微笑むような表情は、歳相応で可愛らしい。

　口うるさいメイドにいわせれば「言語道断な服装と態度」かもしれないが、なんといっても３日間の休養なのだ。この機を逃してなるものか、とレイネシアは決意している。

　今までサボれなかった分、存分にサボるのだ。

　それもこれも、あの悟りの化け物ブレイン・イーターのクラスティが悪い。あの細目のうそつき騎士にだまされてこんな羽目に陥おちいっているのだ。




　ことりと置かれたお茶を受け取り、熱い湯気を頰に感じると最近は本当に忙しかったのだと思い知る。身体中の関節という関節がじわーっと甘くしびれていくようだ。たっぷりと睡眠をとった直後独特のしみじみとした充実感である。

　ここ最近、睡眠時間も減少一方だったのだ。あれはひどい虐待だったとしかいいようがない。

「まったく。あのいじわる妖怪のせいです。こんなに忙しくなるなんて。……今度一度は本来の力関係というものを思い知らせてやらないといけません」

　かぐわしい香気を楽しんでほうっと吐息をつくレイネシアに、あってはならない声がかけられたのはこの時だった。




「十分理解しているのでご教示はけっこうですよ」

　レイネシア右手のソファに腰をかけたクラスティは、けろりとした表情で言葉を返す。

　街歩き用のチュニックは諧調の違う何色かの枯れ葉色に染められている。黒い縁取りをつけられた上着と相まって、秋らしい装いのクラスティは、まるで身支度を整えたばかりのようにこざっぱりとした印象だった。

　この巨漢といってもよいほどの冷酷騎士は、確かに上うわ背ぜいはあるのだが、手足も長い上に均整の取れた肉付きをしているために、街中で普通の服を着ている限り、そこまで「巨大」だという印象を与えない。むしろ横顔などは、学者か研究者に見えるほど、ほっそりしている。おまけにいつでも清潔感のある装いをしていて、隙というものがない。まったくない。探しても見当たらないのだ。

　戦場ではあんなにも禍まが々まがしい気配を放ち、巨人にさえ見えていた戦士が、街中では物静かに見えるなんて反則である。




　ありえないタイミングでクラスティに出現されたレイネシアは口をぱくぱくさせて抗議する。

「あ。あっ。ああっ」

「叫んでも暴れてもいいですが、これは置いた方がよろしいと思いますよ」

　クラスティは静かにいうと、わなわなと震えるレイネシアの手元から、陶製のカップを受け取った。その落ち着いた態度に、レイネシアの脳内は一気に沸騰し、まともな思考ができなくなる。

「なっ、なっ!!」

　考えていることはまとまらない。なんでここにいるのか？　誰の許しを得たのか？　レディの私室（執務室でもあるので微妙だが）に踏み込むとは何事か？　そんな腹立ち紛れの詰きつ問もんが浮かんではきえてゆく。

　レイネシアは後退りでおしりの位置をずらすと、ソファのはしまで逃げ出す。物理的な移動距離はせいぜい１メートルというところで、クラスティの腕の長さを考えると不十分だが、いかんせんさらに移動するとソファから落ちてしまう。

「い、いったいな」

「時間でいえば、もう10時になろうかと」

「どうやっ」

「エリッサさんが普通に通してくれましたが」

「なっなっなんで」

「休養と聞いたので嫌がらせをしに」

　レイネシアは絶句する。

　嫌がらせといった。この妖怪はこともあろうにしれっと嫌がらせと言い切った！

「……あ」

「嫌がらせなんですかっ!?」

「失礼しました。周囲に貴族の耳がないので、うっかりいい違えました。忙しく仕事をこなしておられたレイネシア姫の、陣中見舞い。いわば激励にきただけです」

　口元にレイネシアに供されたものと同じお茶を運びながら、クラスティは穏やかな声でのんびりと話す。どこからどこまでも噓で塗り固めた、まるで信用できない言葉たちだ。

　レイネシアの方はといえば、ソファの端っこで（内心では）ぶるぶると震えている有様。イースタルが誇るマイハマの姫がなんとみっともない、と脳内エリッサの諫かん言げんが聞こえるが、実際いわれたとしてもどうにもならない。




「まぁ。冗談はそれくらいにしましょう」

「はあ」

「──『天秤祭』の様子はどうですか？」

　クラスティはさりげなく聞いてきたが、それが今日の本題なのだろうとレイネシアは察した。

『天秤祭』はアキバの街を挙げての祝祭だ。〈冒険者〉が無事と繁栄を祝う祭だとレイネシアは理解している。いろんな品物を持ち寄って見せ合ったり、交換したり、販売したりするらしい。精霊や神への祈りがなかったり、どうにも市場めいているあたりが、レイネシアの知っている祭と違うが、それでも大勢の人が集まり楽しく過ごすというところは共通なのだろう。少なくとも、レイネシアはそういう報告を受けている。

　多くの〈冒険者〉が集い、物品を売買する『天秤祭』には、おそらく大勢の〈大地人〉商人もやってくると予想された。現にレイネシアのところにも、〈冒険者〉との仲介を依頼する書状がたくさん届いているのだ。

「ええ。まぁ……」

「忙しい、大変、責任が重い」

　また心を読まれた。レイネシアは怯えるが、いいかげん驚きも薄れてきたので。「そういうことはしないでください」と念じる。この思いだってきっと伝わっているはずなのだ。もちろん斟しん酌しやくしてくれたことはないのだが。

　しかし、そういった怯える気持ちとは裏腹に、クラスティとの会話が楽であるのも事実だ。言い難いことや察してほしいことをすべて読み取ってくれる。

「ちゃんと仕事は……してます」

「ええそうでしょうとも」

　小さく反論したが、それはあっさりと受けながされてしまった。

　心を読むこの妖怪は、どうやらレイネシアの努力や労苦は読み取ってくれないらしい。

「……」

「どうしましたか？」

「なんでもありません」

　レイネシアはそっぽをむいた。無視だ。同席した紳士から顔を背けてつまらなさそうな表情をする。完全な攻撃である。もうクラスティの甘言に乗せられるのはまっぴらである。その強い思いを込めて、レイネシアは横目で窺うかがっていたクラスティから慌てて視線を逸らした。鼻を鳴らすのはあまりにも失礼なのでやめておいた（実際にはそんなことをした記憶が一度もない）。

「夕餐会の準備は進んでいます。大丈夫です。ちゃんとしていますから」

　レイネシアの言葉にクラスティはちょっと意外そうな顔をした。よほどの無能だと思われているらしい。そう思うなら仕事なんてふらないでいてくれればよいのに、とレイネシアは思う。

「──ああ。姫が主催するという」

　と思っていたら失念していただけらしい。

　本当に腹立たしい妖怪だ。




　２日目夕刻から開催される夕餐会は、レイネシア主催である。もちろん主催というのは代表者という意味合いであり、準備や料理においてレイネシアができることはなにもない。

　レイネシアの役割とは、夕餐会の本番に出席して招待客に挨拶をすること。主人役として場を取り仕切ることだけである。そしてその本番の役割でさえも、このアキバの街では、今までレイネシアが出席してきた幾多の食事会に比べ簡略化される予定だったのだ。

〈冒険者〉は虚礼を嫌う。

　その認識はこの街に赴任してきてからの１ヶ月で、少し印象を変えていた。

　彼らは虚礼を嫌っているわけではなくて、そこに意義を見いだせないだけなのだ。意義を見いだせない以上学ばないから、複雑な礼儀作法を知識としてもっていない。

〈冒険者〉はこのヤマトの世界と、〈大地人〉社会に対して、重大な知識的欠落があるのだ。その様子を見ると、赤子なのではないかと思うことさえある。

（でもそれは……）

　お互い様なのだろう。とレイネシアは思っていた。

〈大地人〉の中では比較的〈冒険者〉と関わりのあるレイネシアだが、彼らが彼ら同士で深い話をする場合、隣で聞いていてさえ、その内容には半分もついていくことができない。彼らの話す専門用語がまずわからない。彼らの持ち出す考え方は半分以上意味がわからないし、意味自体はわかる考え方でも「なぜそんなとんでもないことを言い出すか」についてはわからない。

〈冒険者〉は貴族と平民という考え方すら理解できていないのだ。




　そんな例でもわかるとおり、正直にいえば両者にはまだまだ距離がある。

　だが、しかしそれは、これから歩みよることができる距離だ。

　少なくともレイネシアはそう考えていた。




　今回の食事会を、晩餐会ではなく夕餐会にしたのも、同じ意図による。

　晩餐会であれば、招待客を序列ごとにテーブルに座らせて、食事を振る舞うということになるだろう。主人役レイネシアは食事を含めたイベントを司り、招待客をもてなすことになる。

〈大地人〉の間ではまず聞かない夕餐会という形式は、晩餐会とは似て非なる饗宴である。会場のあちこちには、何種類もの料理が準備され、次々と運ばれてくる。この饗宴では招待客ごとに決まった席次というものはなく、舞踏会のように立ったまま食事を行なうことになる。

　招待客もアキバの街のできるだけさまざまな人が参加できるよう工夫した。

〈円卓会議〉は確かにアキバの街の統治機関として重要だが、〈冒険者〉の友として受け入れてもらおうと思うのならば、さまざまな人に接しなければならない。貴族と平民を区分しないのが〈冒険者〉の流儀であるならば、全員を貴族としてあつかうべきだ。

　そう考えたレイネシアは、〈円卓会議〉に協力を依頼して、大規模なセレモニーとしての夕餐会を企画したのである。

　それはザントリーフ戦役に対する感謝の意思表示であり、レイネシアなりの誠意の表現でもあった。

　２ヶ月前に起きたあのザントリーフの戦いは、まださまざまな影響を世界に残していたが、その後始末がやっと一区切りつく。レイネシアはそんな気持ちで『天秤祭』を迎えようとしていたのである。




　おそらくクラスティはまたなにかしら理由をつけてとてつもない重責をふっかけてくるだろうが、今度こそ絶対にその口車に乗ったりはしない。レイネシアは強い意志を込めてそっぽを向いた。

　せっかく訪れようとしている平穏な日々（しかもアキバの街でのグルメ暮らし）なのだ。この上、仕事を押しつけられたり面倒事に巻き込まれるのは、なんとしてでも避けなければならない。

　だが、クラスティの押し付けてくる（一見たやすい仕事に見せかけた）無理難題は、予想に反していつまでたってもやってこなかった。クラスティは静かにお茶を飲むだけだ。




　部屋の中に、ゆっくりとした時間が流れる。

（なにを考えてるんですか。この妖怪は……）

　そんなふうに悩んでいる間も、じわじわと時間は流れてゆく。

　あくびを溶かし込んだような空気はまどろみをつれてやってきた。遠くで潮しお騒さいのように聞こえる祭の準備の音も、柱時計の単調な音も、まるで眠りを誘う凶悪な魔術のようだ。

　レイネシアとしては、一日中ぼんやり過ごす予定なので、こうしていても問題はない。ソファはフカフカで半日こうしてたってよいくらいだ。それに関しては望むところ、ではあるのだが、クラスティだけが問題だ。

　いくらレイネシアが冒険心溢れる貴族だといったって、男性の隣でいつまでもぼんやりしていられるわけがない。

　気け取どられぬようにこっそりと見ると、そのクラスティはカップをソファテーブルにおいて、秋の日差しの中にとけそうな街を窓から眺めているようだ。

　秀麗な横顔だ。〈緑小鬼ゴブリン〉と戦った悪あつ鬼き羅ら刹せつのような殺気を、今のクラスティから窺うことはできない。

（考えてみれば、この方は妖怪ですから、なんでもばれているんですよね）

　なんだか憑き物が落ちたように、レイネシアの気持ちが軽くなった。




　ほんの少しだけ。

　わずかに手のひらふたつ分だけ。

　レイネシアは座る場所をソファの中央に戻した。

　わずかにつまった二人の距離は、それでもまだレイネシアふたりが間に座れるほどだったが……。

　肩をすくめたクラスティは、なにもいわず、長い間ソファに座ったまま、穏やかに茶を楽しんでいた。




　　▼４




「積み終わったぞー！」

「ああ、こっちもだ」

　陽気な声が響き合い、キャラバンは出発準備が整ったことを知らせる。

「ルディー。いくよ？」

「了解だぞ。ミス・五十鈴」

　金髪碧眼、端整な甘いマスクをもった美青年であるルンデルハウスは、五十鈴の声に答えながら、手元の地図と小物を背負い袋にしまいこむ。




　五十鈴の方はといえば、もうすっかり荷物は整理ずみだ。立ち上がり、腰の辺りの土埃をひとつふたつはたけば、それで準備は完了する。

　この異世界において、戸外での活動は、まさに意味通り〝アウトドア〟である。ちょっとコンビニまで……というような感性は存在しえない。なにせ、アキバの街中ですら廃墟だらけ、瓦礫だらけなのである。古代樹が茂っている場所など、街中なのに森があるかと見まごうばかりだ。ましてや街を一歩外に出れば、手つかずの大自然が人類の作った文明圏とせめぎ合いや融ゆう和わを見せている。

〈冒険者〉のファッションは、華やかだったり華麗なものも多いが、それは〈冒険者〉の超人的な体力や、汚れを自動的に落とす特殊な機能のせいで成り立っているにすぎない。

　ネイルアートに精を出していた女子のような感覚──潔癖なまでに汚れを厭いとう感性では大変だろうな、などと五十鈴は考える。

　幸い五十鈴は、そこまでの潔癖症ではないし、多少の汚れ仕事はなんともないタイプだ。

　楽器を運ぶのは力仕事だし、長時間の演奏には体力だって必要だ。五十鈴は専門ではないが吹奏楽器には肺活量が必須だし、五十鈴の専門のウッドベースにいたっては10キログラムを超える重さがある。

　ブラスバンド部などというものは文化系である以前に体育会系なのである。

（それ以前に、だいたいあたし、田舎娘だしね）

　などと内心の呟きと共に肩をすくめる。春ともなれば、学校の周りの田んぼ中でケロケロと蛙が鳴いているような町の出身なのだ。

　五十鈴はそばかすの散った横顔と明るい瞳をもった〈吟遊詩人バード〉だ。薄手の革鎧を身につけて、豊かな髪を三つ編みにまとめている。その職業にそぐわぬ大きな両手槍を背負っているのが、彼女のスタイルだ。

　初心者を搾さく取しゆするギルド、〈ハーメルン〉から解放されてはや３ヶ月。今では〈冒険者〉暮らしにもすっかり慣れて、毎日を穏やかに送っている。

　だから、こうして森の中で休憩しているのだって別になんのストレスも感じない。切り株にだって直接腰を下ろせるし、お尻の部分が汚れたくらいで顔をしかめるような「少女」ではないつもりだ。

　だがそれにもかかわらず、五十鈴のつれは、五十鈴を十分以上に「女の子」あつかいしてくれる。

「ミス・五十鈴？　ほら」

　鐙あぶみに足をかけようとする五十鈴に手を貸して、ルンデルハウスは彼女を馬の背に押し上げた。自分の方はといえば、爽やかで嫌味のない態度でひらりと馬にまたがっている。

「どうした？　ミス・五十鈴」

　きょとんとした顔で五十鈴を振り返る青年はルンデルハウス＝コード。

〈大地人〉の〈冒険者〉。矛盾するようだが、だからこそ彼は、この世界でも珍しいほとんど唯一といってもよいほどユニークな存在なのだ。

　少女漫画に出てくる王子様然とした金髪に碧眼、品のよい整った顔立ち。どこかお坊ちゃまっぽい甘さの残る、それでも気高さと意志の強さを秘めた瞳をもっている。

　もっとも、品がよすぎるせいで、五十鈴は彼のことを「ゴールデン・レトリバーに似たわんこ青年」と認識している。気品よりも愛嬌が勝った青年だ。




「〈冒険者〉さんたち、いいのかい？　本当に」

「ええ、もちろんですよ」

　五十鈴は答える。

　問うてきたのは、キャラバンを率いるひとりの〈大地人〉だった。彼らはこれからアキバの街に向かう。今から出発すれば、夕方前には辿り着くとのことだった。

　早朝の戦闘訓練兼狩りに出てきていた五十鈴とルンデルハウスは、このキャラバンを発見して、アキバの街まで護衛することにしたのだ。

　五十鈴たちが今いるのは『八の運河のハイコースト』だ。地球においては京浜港と呼ばれる多摩川の河口部に当たる。

　アキバの街から〈冒険者〉の駆る馬に乗って２時間半といったこの近辺は、五十鈴とルンデルハウスのお気に入りの場所だった。もちろん、その意味は多少違う。

　戦闘訓練において妥協を知らないルンデルハウスは、ギルドの仲間と一緒に行なう狩りの他にも自主訓練を欠かしたことがなかった。瞑想や新呪文の反復練習は、ちょっとした空き地さえあればどこでもできるが、魔力制御力向上や命中精度向上の練習には適切な相手……つまり、モンスターがいた方が望ましい。

　ソロ討伐が可能なモンスターがいて、なおかつアキバの街近郊というと、この辺りが狩り場として最適だ。ルンデルハウスにとって、『八の運河のハイコースト』は自主訓練の場所として都合がよいということになる。

　一方、五十鈴にとってのここはお気に入りの散歩コースだ。

　彼女の忠ちゆう勇ゆうなるわんこ、ルンデルハウスと野外お出かけ散歩コースとなるとさまざまな候補地があるのだが、『八の運河のハイコースト』は川沿いで景色がよい上に、下流までいけば海も望めるというなかなか贅沢な場所である。

　片道２時間と少しは、散歩にしては遠出なのだが、祭の騒ぎで戦闘訓練がお休みのこの期間、時間つぶしにはちょうどいい。

　──もちろん、五十鈴にしたって自分とルンデルハウスの戦闘能力を磨くという目的は忘れていない。この危険な世界において自らの身を守るもっとも手っ取り早い手段は、レベルを上げることである。

　レベルアップの効果は、なにも新しい技が身につくということだけではない。レベルアップとは、ヒットポイントや各種抵抗力を上昇させる効果をも含むのだ。

　あるレベルのモンスターに攻撃された場合の被害程度は、そのモンスターがどれだけの攻撃力をもっているかにもよるが、そのモンスターと自分がどういったレベル関係にあるかも重要な影響を与える。自分のレベルがモンスターのレベルを上回れば上回っただけ、被害が少なくなるのが一般的だ。戦闘の修行を行ない、レベルを上げるということは、この世界において、それだけで、少しずつ安全に近づくということも示している。




　五十鈴は一度ルンデルハウスを失いかけたことがある。

　あのような経験を二度とするつもりはなかった。

　そんなわけで早朝から出かけてきたふたりだが、修行（もしくは散歩）をはじめて数時間、昼過ぎにこのキャラバンに遭遇したのだ。荷馬車は５台。あわせて20人ほどの〈大地人〉の集団だ。キャラバンはイズを出てアキバの街に向かっているそうだ。『天秤祭』の噂を聞きつけて、特産品を売りに、またなにかめぼしい商品があれば仕入れにいくのだという。

　五十鈴はルンデルハウスと相談をした。

　フィールドゾーンはその地域によって出現するモンスターがおおざっぱに決まっている。深い森や山脈は、周辺部より強いモンスターが徘徊しているが、それ以外では、おおむね人里に近いほど強力なモンスターは少ない。プレイヤー・タウンであるアキバに近いこの辺りは、比較的安全だということができる。

　しかし、それはあくまで〈冒険者〉にとってだ。

〈大地人〉にとって、旅はいつでも危難の連続だということを五十鈴は知っている。この１ヶ月、ルンデルハウスから、〈大地人〉のことを少しずつ聞いていたからだ。モンスターに充ちたこの世界で生きる無力な〈大地人〉の暮らしを。

　相談の結果、ふたりはこのキャラバンをアキバの街まで護衛することにした。もちろん、このキャラバンは、五十鈴たちが護衛しなくてもほとんど間違いなくアキバに辿り着くだろう。旅をする商人たちは例外なく用心深いものだ。

　しかし、付き合ったとしても半日かそこらではあるし、帰り道をゆっくり進むというだけだ。戦闘訓練ということであるならば、キャラバン護衛中にでも、モンスターを発見次第、殲せん滅めつすればよい。そう考えた五十鈴たちは護衛を申し出たのだ。

　はじめは遠慮していた〈大地人〉たちだったが、報酬は食事１回分でけっこうという話で頷いてくれた。

（やっぱり、いろいろ遠慮されちゃってるんだろうなぁ）

　五十鈴は少し寂しいが、それも仕方ないことと諦める。

〈大地人〉にとっての〈冒険者〉というのは、近くにあっても遠い存在だ。アキバの街の〈大地人〉は、〈冒険者〉に慣れているが、地方では正真正銘の異生物あつかいなのだと、ルンデルハウスにも何度も注意されている。




　キャラバンは秋の日差しを受けて緩いスロープを描く丘陵の道を進んで行った。馬車というものは、案外大きな音を立てるものだ。クッションやアブソーバーのろくにない木造の車体は、地面の凹凸を拾い上げて、ぎしぎしと唸りを上げる。

　耳を傾けているだけでは今にもバラバラになりそうな音だが、よほど作りが頑丈なのだろう。要所要所を鉄の帯具で補強された馬車は、荷物を満載してゆっくりと進んでいく。

「なぁ、商人殿。これはなにを積んでいるんだ？」

　そんなゆっくりとした進行に、ルンデルハウスが穏やかに尋ねる。キャラバンのリーダーは馬車の御者台で、荷台の上の若い商人と話していたが、ルンデルハウスの声に顔を上げた。




「そうでございますね、〈冒険者〉さん。私どもの商いは果実が多うございまして、橙だいだい、金きん柑かん、オリーブなどでございますね。それに調味料や、酒なども積んでおります。帰るときには、衣料品か、器のようなものを仕入れて帰れれば嬉しいのですが」

「いい匂いだもんね！」

　その答えを聞いた五十鈴は何度も頷く。

　馬車の周りには、爽やかで甘い香りが漂っていた。季節柄、もちろん、生の新鮮な果実は少なく、樽に詰められたものは砂糖漬けだろう。それだけに華やかな香りを放っている。

〈冒険者〉は基本的にお金持ちだ。それに〈大地人〉に比べて、生存に必須な品物以外にも、気前良く金を払うことで知られているため、商売の相手としては上得意である。

「ええ、これは自慢のシロップ漬けですよ。アキバの街の皆様にお買い上げいただければ嬉しいですね」

　商人の如才ない笑みにルンデルハウスも頷く。

「それにしても、ここ数日、商人さんをたくさん見かけるね」

「それはそうだよ。秋のお祭だもの」

　ルンデルハウスにツッコミを入れた五十鈴は少し考える。ルンデルハウスは、ことのほか上昇志向の強い青年だ。特に魔法戦闘にかけては、よほどの覚悟があるのか義務を遂行するかのように修練に励む。だからこそ、今日も修行がてら遠くまで出かけてきたのだが、いつもいつもそれではルンデルハウスが壊れてしまう。……それは五十鈴としても心配だ。このとぼけた、自分勝手で、一本気な青年の保護者として、その暴走にストップをかけるのは五十鈴の役目なのだ。

（ルディは少し遊んだ方がいいよねっ）

　そうと決まれば話は早い。

　実は密かにいきたい場所の候補がある五十鈴である。祭といえば音楽、音楽といえばフェスティバル。見たいイベントも食べたいものもたくさんあるのだった。ルンデルハウスの首に縄をつけてでも、今晩のかがり火公演には参加しよう。〈吟遊詩人バード〉の飛び入りも歓迎されると小耳に挟んでいる。




「じゃぁ、海路もあるんですね」

「ええ、そうですよ。最近では、ほら。ナインテイルの」

「……ああ」

「そちらの方も一段落して、船の旅も安定したとか。今回も西からの商人さんたちは、船旅だそうです。精霊船とかいうのが登場して、ずいぶん速いんだとか聞いてますけれどね。あたしら、一般の、しがない交易商には縁が遠い話でございますよ」

　夕刻からの予定に思いを馳せる五十鈴は、ルンデルハウスの痛みを堪えるような表情には気がつかなかった。しかしそのことで五十鈴を責めるのは、酷というものだろう。ルンデルハウスもまた、青年期特有の潔癖な克こつ己き心しんを見せて、その表情を瞬く間にぬぐい去ったので、話し相手の商人にさえ疑問を感じさせなかったのだから。




　まるで巨大な爆発でなぎ倒されたような、瓦礫の堆積でしかない、アキバ南方特有の景色を抜けると、やがて古代樹の緑が見えてくる。

　アキバの街まではまだ何時間もかかるだろうが、この地点からすでに、街へと向かうキャラバンやポニーに荷物を背負わせた個人の交易商などが目につきはじめる。その誰もがそこはかとなく浮き足立ち、急ぎ足に見えるのは、気のせいではないだろう。

　アキバの街ではまさに今、秋の祭がはじまろうとしている。

　キャラバンを護衛するふたりは、油断なく警戒を続けながらもその住み処とする街へと近づいていった。




　　▼５




「主君。服をもってきたぞ」

　器用にドアを背中で押し開けて入ってきたのは、アカツキだった。

（相変わらずアカツキの主従感覚ってのはわからないな）

　そう思いながらも、シロエは部屋の片側にしつらえられたテーブルへと移動する。シロエの部屋は20畳くらいの広い空間だった。もとより〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の本拠地であるこのビルは、スペースだけはたっぷりある。何度かの間仕切り移動の結果、今では２階の東側３分の１近くがシロエの占有スペースということになっていた。

　元の地球であれば、パソコン一台はおろか携帯デバイスに収まる程度の情報量であっても、この異世界では幾つもの書架とテーブルを埋め尽くす書類となってしまう。検索にしろ整理にしろ効率はよくないのだが、そうでもしないと、目の前の事態を交通整理することさえできない。

「顔色が悪いぞ？」

　アカツキが下からのぞき込んでくると、シロエはやはりびっくりしてしまう。この小柄な美少女は、自分が美少女だという自覚に欠けている。視線を逸らさずに見つめてくるから、その磨いたように黒く大きな瞳も、ゼリーのように艶やかに光る唇も、いつでも正面から目撃してしまい、シロエはきまりの悪いドキドキした気持ちになってしまうのだった。

（それに、最近なぁ……）

　もとからその兆候はあったのだが、最近のアカツキは、間合いに入ってくるのがうますぎるのだ。それはアカツキが小柄だからなのか、それとも〈追跡者〉や〈暗殺者アサシン〉による特殊技能のせいなのかはわからないが、シロエがふと意識を逸らした隙や、呼吸の間隙を縫って、驚くほど近くに存在したりする。




　手を伸ばす必要すらなく、ちょっと身を屈めただけで体温を伝えられてしまうような距離だ。シロエとしてはその距離感に居心地が悪いことが多いのだが、アカツキの方は一向に気にかけていないらしく、小動物じみた生真面目さでシロエの心配をしている。

「そんなことないよ」

「そうか」

　アカツキはこだわることなく返事をすると、ぱたぱたとソファの上で服をたたみはじめる。上の階で干した普段着だ。

〈冒険者〉の装備品、鎧やローブなどは耐久力が設定されている。耐久力が減れば汚れて壊れていくが、しかるべきサブ職業の人間が〈修理〉すれば新品同様になる。洗濯不要だ。

　しかし、最近アキバで作られているような、〈冒険者〉や〈大地人〉がその手で作り出すようなアイテムは、汚れもすれば破れもするし、〈修理〉コマンドでは修復されない。こうやってきちんと洗濯をする必要がある。

　もっとも、緑の木陰に張り渡したロープに白いシャツがたなびく光景は悪いものではない。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーの間でも、洗濯は雑用の中で人気のある任務である。




　さして量の多い衣服でもない。

　ふたりで畳むとあっという間に尽きてしまう。アカツキはグラスに黒薔薇茶を注ぎはじめた。〈マジック・バッグ〉から取り出したのは、今日のおやつであんパンらしい。小麦の流通量が多いこのヤマトでは、パンは比較的よく食べられる食料だ。もちろん米もあるが、パンは焼いたあとの保存性で米に勝る。最近では、調理研究が進んで、さまざまなパンが市場に現れはじめた。

　新しいアイデアのパンは値段が高いが、しばらくして量産が進むようになると安くなってゆく。人々の習性が変わらない以上、この世界でも、商売におけるそういった現象は同じだ。

　飾り気のないこのあんパンは、ずいぶん値段が下がってきたが、おやつにするには、まだ少し高い。アカツキは、そのあんパンを左手にもったまま、シロエの方に小皿ごと残りの１個を差し出す。

「いいの？」

「おごりだ。食べてほしい」

　アカツキは言葉少なく答えた。シロエとしては、なかなかに反応に困る勧めである。

　というのも、シロエは〈円卓会議〉の事務作業などが多くて、最近フィールドに出られないでいるのだ。ミノリやトウヤたちを鍛えるためにフィールドに出ているアカツキの方が、小銭は稼いでいるという現実がある。だから、あんパンを買ってくるアカツキの懐具合が心配なわけではないのだが、そうはいってもシロエはギルドマスターだし、なによりも年頃の男性として、小さな女の子（見た目はそうだ）におごらせるというのは、きまりが悪い。

　自分でもみみっちいプライドだなぁ、とは感じるのだが、気持ちの問題なので、その抵抗感はいかんともしがたい。とはいえ変に見栄を張るのもかえって格好がつかないだろう。シロエは感謝してあんパンを受け取った。

　それを見たアカツキも自分の分のパンをほおばる。低いソファに並んで座ったふたりは足を放り出すようにして、あんこの甘みを楽しんだ。




「……」

「どしたのさ、アカツキ」

「んっと、その」

　アカツキは言葉を探すように視線を宙に彷徨さまよわせた。

「主君は、そのぅ……」

「？」

「祭はどうするのだ？」

「へ？」

　シロエはそう聞かれても困ってしまう。

　そういえばヘンリエッタに頼まれたこともある。だいたいこうやって執務室にこもりきりでは、ギルドメンバーに顔すら忘れ去られかねない。

「ヘンリエッタさんから頼みがあってお手伝いするよ。ファッションショーだとかなんとか。──どっかで挨拶はするような気がするなぁ」

「そうか。……そうじゃなくてだな」

「？」

「シロエさんっ」

　そこに飛び込んできたのはミノリだった。ミノリは両手で大事そうに茶色い紙包みを抱えていたが、戸口のところでアカツキに気がつくとたたらを踏んで立ち止まる。

　口ごもるミノリは、最近好んで身につけている、大きなリボンのついたブラウスと、キュロットスカート姿だ。街中ではこんな格好でいることが多い少女は、問いかけるようなシロエの視線に答えるように、何度か躊躇ためらったあとに口を開く。

「シロエさん。あの、明日の『天秤祭』なんですけど。一緒に出ませんか？」

「でる？」

「じゃなかった、食べませんか？」

　ミノリが差し出してきたチラシには、鮮やかな色で「ケーキバイキング」と書かれている。シロエはわけがわからない。説明を求めようと、アカツキの方へと振りかえると、そのアカツキも、妙に生真面目な表情で、胸の前に同じく「ケーキバイキング」と書かれたチラシを構えているのだった。

「シロエさん。甘いもの嫌いじゃないですよね？」

「うん、嫌いじゃないな」

「あんパンを食べる様子から、それは察している」

　適度な甘さなら比較的好きである。

「主君。出よう。これは男女で出場すればなんと無料だ」

「シロエさん。出ませんか。無料ですよ？　無料っ」

　チラシを見る限り、異性同伴──つまりカップルが出場条件であり、制限時間は45分、合計で８つ以上食べれば無料。さらに上位２組は本戦へと駒を進められるらしい。

（ひとりで４つか……）

　所詮はケーキである。その程度なら余裕だろう。だがしかし、ふたりの熱意にはただならぬものを感じる。気のせいかもしれないが、アカツキもミノリもお互いを意識しているようにも見えるわけで、シロエとしてはその点が気にかかる。だが、面と向かって尋ねるのも躊躇われるのはなぜだろう。

（あー。そういえば昔から……）




　そう、昔からそうだ。

　考えてみれば〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉でもそうだった。我が儘を言い出すのは決まって女性プレイヤーであり、その筆頭が〈彼女〉だった。シロエはそこまで考えると、心中で深いため息をついた。もし、すべての女性がああいう存在だとすれば（そしてその可能性は限りなく高いわけだが）、ここで逆らうのはあまり得策ではないだろう。

「いかがでしょう……？　シロエさん」

「主君、主君っ」

　シロエとしては、ねだるように詰め寄ってくるふたりの少女に白旗を上げるしかなかったのだった。


































　　▼１




　ミノリは着るものをしまってある木箱を前にして途方に暮れていた。

　ああでもない、こうでもないと服を取り出しては、胸に当ててみるが、あせる気持ちの中でどれもこれもが今ひとつだ。取り出した服を放置はせずに、几帳面に畳んではしまうのがミノリらしかったが、本人はいっぱいいっぱいの精神状態である。

　シロエの許可を得たからにはケーキバイキングに参戦するわけだが、ミノリの目的はなにも無料のケーキなどではない。すべてはシロエおよび〈記録の地平線シロエのギルド〉のためなのだ。

（こっちはなんか子どもっぽいよね。これはトウヤとおそろいだぁ。──この服は……地味すぎだよね。作業着だもの）




　ミノリはまた１着、若草色のオーバーオールを丁寧に畳んでゆく。

　この部屋は彼女の私室だ。

〈ハーメルン〉で集団的雑ざ魚こ寝ね生活を強しいられていたミノリにとっては、贅沢すぎるようにさえ思える広さである。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に入った当時、ミノリは自分の実力からして、トウヤと同室を希望したのだが、シロエや直なお継つぐは「ビル自体は大きいんだから遠慮をしないこと」と個室を用意してくれたのだった。

〈ハーメルン〉と比べるのも失礼なほどよい部屋だ。窓から入ってくる風は、今ではミノリの喜びのひとつになっている。

　しかし、かといって、部屋の内装が豪華なわけではない。ただ単純に、面積が広いだけだ。ひとり用なのにたっぷりと10畳はあり、床も壁も木材でできている。その大きな部屋に家具は少なく、幾つかの木箱とベッド、低いテーブルがあるきりだ。

　ここはミノリの私室で、ギルドのメンバーもそれを認めているから、好きに飾りつけてもよい。頼めばきっと、家具の搬入も手伝ってくれるだろうし、もしかしたらなにか作ってくれるかもしれない。しかし、ミノリは生来の倹約精神と遠慮から、まとまった金額のアイテムを購入するのに躊躇ためらいがあるのだった。

　中堅クラスとはいえ、最近のミノリは、そこそこに稼いでいる。

　なんといっても定期的にフィールドに出かけ、狩りをしているのが大きい。主な目的は、ミノリ、トウヤ、ルンデルハウス、五い十す鈴ずの中堅４人組の戦闘演習だが、訓練であるとはいえ戦利品はもちろん手に入る。

　動物型モンスターであれば肉や毛皮、知性をもつモンスターであれば装備品や金品など、戦闘後に得ることができるアイテムは多い。これらは総称して「ドロップアイテム」などと呼ばれるが、その多くは換金されたり、アイテム生産職の材料になったりするのだ。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の場合、〈料理人〉のにゃん太と〈筆記師〉のシロエが使うようなアイテムは取っておくが、それ以外のアイテムはすべて換金してしまう。

　４人で訓練に出た場合は、儲けのうちのそれなりの部分をこっそりギルドの銀行口座に入金する。別に誰が言い出したわけでもないが、年少組（低レベル側をそんなふうにいうようになった）のいつの間にか習慣となった気遣いだった。

　しかし、直継やにゃん太などの引率がいる場合は、そうもいかない。きっちり人数頭で等分されて、押し付けられる。にゃん太にいわせれば「適正な報酬を受け取ってこそ、プロ意識が育つのですにゃー」ということになる。理屈はわかるのだが、なかなか素直には頷けない。




　仲間たちもそうだが、ミノリはシロエと〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に恩義を感じているのだ。

　また、このギルドにはにゃん太専任コックが在籍している。

　今現在、アキバの街で「生活費」といえば、その大部分は食費だ。

　光熱費らしいものといえば、ランプの油程度であり、それすらも半分の職業の者は魔法で代用できるのだ。住居にかかる費用は宿屋代やギルドホール代などだが、極めて安価。その上、その気になれば野宿できる廃墟にはこと欠かない。

　そんなアキバの街において生活費の大部分は食費なのだ。よって〈冒険者〉のエンゲル係数は目を覆うばかりである。多くの〈冒険者〉が、収入のうち、旧地球でいえば家賃に匹敵する割合を食事に費しているほどだ。

　その最大の出費である「食費」が、にゃん太の手料理のおかげで必要ない〈記録の地平線ログ・ホライズン〉である。

　そこに所属しているミノリたちは、いくらギルドにもお金を入れているからといって、お金が貯まらないわけがない。ミノリの口座にも、すでにかなりの金額が貯まっているのだ。

　だから、お金には余裕がある。

　部屋の調度品を揃えるには不足がない。……もちろん、程度を弁わきまえれば、ではあるけれど。

　この世界は元々がゲームであったために、アイテムの種類などは本当に幅が広い。たとえば、ベッドひとつをとっても、ただ寝るだけの木製のベッドから、象牙や黒曜石を削って作った芸術品のような天蓋付きの寝台まで千差万別だ。ベッドは生産系サブクラス〈木工職人〉が作るのだが、度重なるレベル拡張において「より高レベルで、作るのが難しく、しかし高値で売れるアイテム」が追加され続けた結果、同じベッドでもそのアイテムバリエーションは、価格差にして数百倍の広がりをもつにいたった。

　だから、高ランクの非常に高価なアイテムももちろんあるけれど、低ランクのものをチョイスしさえすれば、家具はけっして高い買い物ではない。そもそもゲームであった〈エルダー・テイル〉のレシピに含まれているアイテムは、どのような生産系統のものであろうと、メニューで選択して10秒で完成するのだ。価格に影響を与えるのは、素材アイテムの仕入れる難易度差や、加工する職人のレベルだけであって、作業時間的な発想はない。

　低レベルのフィールドで伐採できる「杉」や「オークの木」を用いたベッドやタンスなどであれば、それこそ食事１回分程度の費用で購入することができる。




　そうではあっても、ミノリが購入したのは荷物をしまう木箱が幾つかと、寝心地はよさそうだが質素なベッドひとつ。コタツに似た低いテーブルひとつ。布団一組に、幾つかのクッション。その程度だ。

　この部屋はいたって質素なのである。

　結局、ミノリはその性格上、散財ということにはとことん向いていないのだった。




　だからこそ、ミノリが現在こうやってかき回している服の数々も、それなりに品がよく、仕立てもよく、丈夫で使い減りしなくて、街中ですれちがったとしても清潔感があり恥ずかしくなんて全然ない服装なのだが……困ったことに華がない。

（これじゃ、あんまりだよね……）

　水色のワンピースを当ててみたが、それもなんだか子どもっぽく見えて仕方がない。この格好では、シロエの引き立て役にもならないと思われる。

（もっとちゃんとしたのを用意しようっ）
















　ミノリは決意すると、がま口を開く。この古めかしい財布はミノリの持ち物だ。この世界がゲームであった時代、貨幣は無重量アイテムとしてキャラクター画面に記載されていただけだが、今では財布に入れて持ち運ばなければならない。財布というのは、意外に人気アイテムなのだった。




　ミノリの目的は、シロエの復権である。

　復権というかデビューというかアピールというべきか……。

　率直にいって、アキバの街におけるシロエの評判はあまり芳かんばしくはない。もちろん、シロエは11ギルドマスターのひとりだ。〈円卓会議〉を代表する委員である以上、しばらく前に比べて、その知名度は跳ね上がっているといってもよいだろう。

　そもそもその〈円卓会議〉自体、シロエの企画により成立した部分が大きい。これはアキバの街でも、少し事情に明るい者であるならば普通に知っていることだ。しかし、問題は知名度の絶対的な高さではなく、その評判の内容にある。

　シロエが参謀タイプのキャラクターであるというのは、衆目の一致する意見だ。だが、そのふたつ名〝腹ぐろ眼鏡〟と合わせて、陰険で容赦がないというイメージが、アキバの街には流る布ふしてしまっている。

　致命的なのは、レイネシアの義勇軍嘆願演説らしい。

　あの演説のとき、シロエはレイネシア姫を虐めているように見えた。その辺りからシロエのイメージは「参謀肌で有能だが冷酷で人情味のない策士」というものになっていってしまったようだ。

　それがミノリには辛い。

　ミノリにとって、シロエはヒーローなのだ。

　みんなはわかっていないが、シロエは優しい人間である。シロエほど優しいプレイヤーは滅多にいないとミノリは本気で信じている。

〈ハーメルン〉にミノリたち新人プレイヤーが捕まっていたとき、救おうとしてくれたのは、シロエだけだったではないか。誰もが目を逸らしていたことに、真っ向から立ち向かってくれた人間は、シロエ以外に誰もいない。

　シロエは、ミノリにとっては英雄なのだ。




　そのシロエが、多くの人に誤解されているのは悲しい。悲しい上に、今後のギルド運営に影を落とすに違いない。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉だとて、アキバの街に根を張る中小ギルドのひとつにすぎない。このマイナスなイメージのせいでどんな不利益を被こうむるかわからないではないか。

　少なくともミノリは、シロエが善い人で優しいことを知っている。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のみんなも大好きだし、今では自分の所属する居場所ともいえるギルドだ。悪い噂は少しでも払ふつ拭しよくしたい。




　そこでこの祭だった。

　こうして、シロエに変なイメージがついてしまった責任は、シロエの方にも存在する。

　もともと企画や調査を担当しているシロエは、生産系ギルドマスターのように職人たちの会合に頻繁に顔を出すということもなければ、戦闘系ギルドのように多くの外部メンバーと交流遠征をして凱がい旋せんするような機会も少ない。

　大手ギルドのギルドマスターというのは、広報やリクルートもギルドの活動の一部だと考えているようだ。少なくとも、ミノリはそのように聞いている。だから彼らは、人嫌いという評判が一般には立てられている者でさえ、公的私的な行事において他人とふれあうことを躊躇わない。ギルドマスターというのは、意外に気さくでまめなプレイヤーが多いのだ。

　そこへいくとシロエは、人嫌いではないものの、そういった活動に無頓着だ。特にここ最近は報告書の山に埋もれて、引きこもり生活をしてしまっている。

　つまり、問題の根源は、シロエの出不精にあるわけだから、もっとアキバの街のみんなにシロエを紹介すればよいのだ。無料ケーキバイキングはともかく、そこで勝てれば最終日の大夕餐会に招待される。〈アキバ新聞アキクロ〉の人もくるとなにかで聞いたし、うまくすれば……。

　ミノリはそんなふうに空想を羽ばたかせていたが、突如現実に引き戻される。

（でもでも、やっぱりケーキは一緒に食べるわけで。こんな地味な格好じゃやっぱり問題があるわけでっ）




　本来なら、シロエが街の問題をクールに解決するとか、感動的なスピーチを行なうとかしなければ、街での評価などそうそう変わるわけでもないのだろうが、ミノリはその辺、楽観していた。

（シロエさんは格好いいから、その辺問題なしだよね）

　この辺は、もはや個人的な好みにすぎないのだが、ミノリ本人は丸ごとスルーしてしまっているようだった。ミノリのいう「格好いいシロエ」というのは、いわゆる「乙女的な妄想」なのではないかという疑念もあるが、答えてくれる人は誰もいない。

　だいたいのところ、この時点で、ミノリが抱いているその感情がなんであるかということを問題にしている人物はいないといえただろう。

　それが保護者に対する信頼のような感情なのか、淡い憧れなのか、それとももっと確固としたものなのかは誰にもわからない。

　当事者であるミノリも、自分の抱いているそれに名前をつけないでいられたのだから。




　　▼２




　一方で、自覚症状があったのは、アカツキだった。

　ミノリと同じように自室に引き上げた彼女は、畳の上に座ると置物のように黙りこんだわけだが、内心は激しい動揺に襲われていた。

　こうして座布団の上に正座で座っているアカツキの姿は可愛らしい。長く艶やかな黒髪を背中に広げて、小さく座るその姿は、気品のある小動物のような印象だった。
















　しかし、いくら身長が低くても、彼女の中身は大学生である。中学生であるミノリとは決定的に情報量が違う。「経験の量が違う」と言い切れない辺りがアカツキの悲しさだが、その辺は彼女自身も自覚しているので、なおさらに動揺が激しいのだ。

（なんだって中ミ学ノ生リにプレッシャーをかけられなければならないのだっ）

　膝を抱えたまま悶えてしまうアカツキ。

　恋愛の経験がない上に、余計なコンプレックスの多い彼女は、この状況で冷静さを保つなどできそうにない。自制心の方は年齢ほどに容易く成長しないのだった。




　そもそも、すべての元凶は低身長である。

　アカツキは大きく吐息をつくと、指先で前髪にふれながら思い返す。




　小学生の頃はよかった。小学生らしい小学生だった。

　そして彼女は小学生らしい中学生になった。

　高校生になっても小学生らしい高校生にしかなれなかった。

　大学に入ってやっと中学生に間違えてもらえるようになった彼女だが、その頃には、突っ込む気力も尽き果てていた。

　容姿としては、そんなに劣っていないとは思うのだが、とにかく恋愛経験はない。よってくるのはなにかを勘違いした特殊な趣味の男だけだったのだ。そんな環境では交際など望むべくもないだろう。

　もちろん、真剣な告白を受けた経験もあるのだが。

（あれは……）

　アカツキはがくりと肩を落とす。

　大学に進学した年、近所の中学生から告白を受けた。相手は自分のことを別の学区の中学生だと思っていたようだ。もちろん断ったが、あまりのショックに熱が出たほどで、今でもトラウマになっている。

　かといってアカツキ自身、是が非でも恋をしたいと願っていたわけではない。もちろん年頃の女性として彼氏、彼女という関係に興味はあったが、「誰でもいいから恋がしたい」と思うほど思いつめていたわけではないのだ。対象不定で憧れるなんて愚かなことだとも思っていた。

　アカツキが飢えていたのは、むしろよりドライな、能力による関係性だ。彼女はその可愛らしい容姿と低い身長から、いつでも、どこにいってもマスコットあつかいをされていた。実家では実の妹からも妹あつかいされる始末なのだ。

　だから彼女は、たとえば「相棒」や「協力者」、「同僚」などといった関係に憧れていた。そうでなければ「部下」でも「配下」でも構わない。互いの実力を認めあい、お互いの欠けた部分を補い合う関係だ。

　彼女は他人にそうあつかってもらったことがなかったのだから。




　彼女は努力家で、自分で決意した目標に向かっては根気強く無心に取り組める真しん摯しさがあった。しかしその努力は、可愛らしい外見のせいで正当な評価を得る機会がなかったのである。だからこそ、彼女は〈エルダー・テイル〉の世界において、無口な男性の〈暗殺者アサシン〉を演じていたのだ。

（それも〈大災害〉までだったけど）

　あのひどい事件のせいですべてが変わってしまった。

　この世の地獄というべきあの大混乱の中で、唯一幸いだったのが、シロエとの縁だろう。シロエと、シロエに続く直継、にゃん太。我が家ともいえるギルド、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉。

　アカツキは、異世界化した〈エルダー・テイル〉において、地球では得られなかった本当の友人をはじめて得ることができたのだ。それは、アカツキの低い身長を揶や揄ゆしたり猫かわいがりしたりしない人間関係だ。

　もちろん、今でもマスコットあつかいされることはある。

　外見も彼女の一部だから、それ自体はこの先も変わらないのだろう。仕方のないことだし、今では許せるようにもなってきた。この世界では、外見と同じくらいはっきりと、実力や能力を「見る」ことができるとわかっているからだ。

　調べればはっきりわかる形でそれが示される──レベルが存在するというのは、アカツキにとって福音だった。

　パーティーにおいて、真摯に自分の役割を追求すれば、誰からも尊敬を受けることができる。恐ろしいことや辛いことはたくさんあるが、この異世界はその一事をもっても素晴らしいと、アカツキは思う。




〈大災害〉の直後、〈外観再決定ポーション〉をシロエに譲ってもらったときは、恩返しをしたくて主君などと呼びかけた。配下という立場にこだわったのは、実力を認めてほしかったからだ。

「小さな女の子なので無料で助けてあげる」だなんて、絶対にしてほしくはなかった。

　だが、シロエはアカツキの想像を超えて「主君」だった。その懐の広さ、戦術の確かさ、そしてアカツキには想像もつかないような広大な範囲を見通して、未来を選び取れる意志の強さ。そんなシロエの「相方」でいられるのは、とても気分がよかった。

　その上、シロエにはおあつらえ向きに欠点があったのだ。それは戦闘能力。

　少なくとも戦闘を終結させるのは不可能な攻撃力の低さがそれだ。その一点においてアカツキはシロエのことを補佐することができたし、シロエの方も彼女の職人的なプレイを認めてくれているようだった。

　モンスターとの命をかけた戦闘は、現代人である彼女にとって怖いことだったが、幼い頃に剣道の経験もある彼女には克服不可能なものではなかった。少なくとも、どこへいっても一人前あつかいされない屈辱感に比べれば、まったくマシに思える。

　端はたから見れば忠誠心の欠片もないように見えた忍しのびかもしれないが、アカツキにとってはそれなりの理由もあれば目的にも適った行動だったのだ。……もちろん照れ隠しの意味合いも強かったが。




　そんな気持ちが、信頼感より深まるのに、さして時間はかからなかったように思う。なにがきっかけで、いつからそうなったのかはアカツキ本人にもわからないが、シロエの側そばはとにかくくすぐったくて居心地がよいのだ。

（やはり〈鷲獅子グリフオン〉からかな？）




　あれに乗せてもらったときの感触を思い出すと、顔がとけてしまう。

　強い風とスリルの中を一直線に落ちていくような加速感。それをシロエの背にしがみついて、あるいはその腕の中にすっぽりとくるまってやり過ごすのは、アカツキに強い興奮と心地よさをもたらした。

　世間でいうところの吊り橋効果というやつかもしれないが、そんなことはどうでもよくなってしまうくらい、アカツキは惹かれてしまったのだ。

　シロエの近くにいると、今ではわけもなく嬉しくなってしまう。足音を殺してその背中に忍びよる練習を真剣にやってしまうほどのハマリ具合だ。




　アカツキとしては、その気持ちをはっきりと言葉にするのは、心の中でだとしてもかなり気恥ずかしいのだが、つまり、それは好意だ。性別と関係ある種類の好意だとアカツキは自覚している。

　アカツキとしては、自覚しないでもよかったのだけれど。

　アカツキが求めていたのは、相方の席。敬意をもって仲間として認められること。好意はあっても、それを同じ質の好意で返してもらう必要はない。なにより、アカツキがその居心地のよさに気がついたのだって、つい最近だったのだ。

　自分の胸の中に育っていく、瑞みず々みずしい花のような、音を伴わない音楽のような気持ちを抱きしめているだけで、幸福が溢れそうな日々だった。




　しかし、そこに現れたのがミノリだった。

　ミノリ自身に対しては、思うところはない。真面目だし、よく気がつくし、聡明でがんばり屋で、非難すべきところなど微塵もない。よい仲間だと思うし、可愛い後輩だと思う。落ち込んでしまうのは自分の運のなさだった。

　──もしくは、運のよさ、だろうか。

　中学生に見られる偏見を抜け出して、少なくともひとりの人間と見てくれそうな仲間に出会えた。その仲間に、気持ちが揺れた。それはよいこと。とても幸福なことだ。その仲間が、少なくとも自分を嫌ってはいないことを、アカツキはなんとなく感じている。心が浮き立つような経験だ。

　しかし、そこに現れたライバルがよりにもよって、ホンモノの「中学生」だというのは、どんな因果なのだろうか。

（くぅー。わたしはそんなにロリ業界基準なのかぁ）

　アカツキはおもわず座布団を放り投げて〈アサシネイト〉したくなってしまう。




（考えてみれば、それも、悪くない……のかもしれないが）

　アカツキは自分の容姿にコンプレックスをもっている。確かに可愛らしいのかもしれないが、それはマスコット的なものであって、恋愛対象にはならないのではないか？　という疑いが拭えない。その意味では、ミノリがライバルだというのは幸運かもしれない。なにせ、相手はホンモノの中学生だ。スタイルという点ではハンデがないだろう。もっとも、それはそれでどこまでいっても「中学生カテゴリ」から抜け出せない気分だ。

　そこまで考えて、アカツキはふと顔を上げる。

　先ほどは売り言葉に買い言葉、煽あおられた結果反射的に手持ちの同じチラシを出してしまったが、それはおそらくデートを意味するのではないか？　だとすれば、そのためには、さまざまな準備が必要であろう。




　アカツキは急に落ち着かなくなって、座布団の上でそわそわと身じろぎをはじめる。

　デートとなれば、それなりの格好をしなければいけないのではないか？　とんでもない！　とアカツキは首を左右に振る。まさに「とんでもない！」だ。アカツキは墨染めのような黒い衣装しかもっていない。地球であれば、社会生活のために、少女らしい服装も多少はもっていたが、ここ〈エルダー・テイル〉の中の世界では〈暗殺者アサシン〉用のダークトーンの衣装ばかりだ。

　シロエを主君と仰ぐ忍びとしては、それでなんの問題もなかったし、必要自体がなかった。

　しかし、それでデートはさすがにまずいだろう。




（いや、主君のお忍びに付き合う忍びという設定ならばどうだ？）

　アカツキは頷く。シロエが無料ケーキを食べにいく。自分はその護衛として否応なく付き添うというシチュエーションだ。一安心、と考えて激しくかぶりを振るアカツキ。どう考えても無理がある。なんといっても、困惑しているシロエをミノリへの対抗心から引っ張り出したのはアカツキ本人なのだ。

　明日になってから「主君が食べたかったのだろう？　わたしは護衛だ」などと言い出そうものならば、可哀想な人間を見るような目でシロエに見られてしまう。最悪、愛想を尽かされかねない。

（では、ヘンリエッタさんにコーディネートを……）




　それも考えてみるが、なかなかに気が進まない。この際猫かわいがりされるのは我慢するとしても、ヘンリエッタの過剰な少女趣味は問題だ。他のシチュエーションではありなのかもしれないが、そのような少女趣味は、ホンモノの女子中学生であるミノリが相手の場合、あまりにも分ぶが悪いように思える。

　結局、なんらかの衣装を用意するのならば、自分で選ぶのが無難なのだろう。

　アカツキはそう考えると跳ねるように立ち上がった。

　窓の外の雨は優しくアキバの街を包んでいるが、午後の明かりはまだ十分。

　中央広場に出れば、最近流行の「手作り服」だってたくさん売っているはずだった。




　　▼３




　アキバの街はなんだかフワフワしたような、浮き足立ったざわめきに包まれていた。

　祭を目前に控えたこの時期、祭に出店する冒険者たちはその準備で大わらわだったが、それはなにも出店者だけではなかったのだ。

　アカツキとミノリの例を見るまでもなく、祭が開催されるとなれば、そこでなにかをしたいと思う人間がいる。ましてやアキバの街を挙げた一大イベントだ。生産系サブ職業の持ち主に限らず、街に住むすべての〈冒険者〉が、いや〈大地人〉さえもがその準備に取り掛かっている。

　たとえば当日に合わせてなにか特別な料理をしようというものは材料を求めたし、宴会を企てているものは食料や果物を買い込んだ。そのため物資が不足して旅商人が歓迎され、ドロップアイテム目当てで狩りをする〈冒険者〉もぐっと増えた。女性〈冒険者〉たちはアカツキたちのようにおしゃれな服の購入を検討した。

　そこまでゆかなくとも、アキバの街では祭に合わせて瓦礫の撤去や広場の拡張工事が行なわれることとなり、連日のように〈円卓会議〉公認の作業員クエストが公示されている。そうなれば、自分たちのギルドハウスの玄関や壁面くらいは小綺麗にするか、と思うのが日本人的な人情だ。

　大工や家具職人たちの仕事も増えて、工房は連日の賑わいを見せている。




　そんなアキバの中でもっとも忙しいのが〈生産系ギルド連絡会〉であり、その中心が〈第８商店街〉のギルドマスター、カラシンである。

　まったくもっていろいろ呪われていると罵りながら、カラシンは念話をさばいてゆく。

　昔から人と話すのが好きで知り合いは多かったが、こんなにもひっきりなしに念話が飛んできて一室から動けなくなる程に問い合わせが殺到するだなんて想像もつかなかったとカラシンは思う。それもこれも、あの目付きの悪い眼鏡の青年のせいだ。




　三大生産系ギルド、などとアキバの〈冒険者〉はいうが、真実は多少違う。

〈第８商店街〉はもともと生産系ギルドではない。

　チャットギルドなのだ。

　チャットとは文字どおり、おしゃべりのことだ。まだこの世界がゲームだった頃、おしゃべりチヤツトをするためにこのゲームを利用しているユーザーが一定数いた。もちろん冒険もするし、レベル上げやアイテム集め、生産もする。しかしそれらは仲間内の話題を作り出すため。ゲームの主な楽しみは、おしゃべりであるという嗜し好こうの持ち主である。

〈エルダー・テイル〉のもっとも騒がしい時間は、夕食を終えた午後８時から真夜中あたりまで。その時間には友人とのんびりおしゃべりをするためにログインするユーザーも多かったのだ。

　彼らおしチゃヤべツりタ好ーきは、〈エルダー・テイル〉をハードな挑戦のゲームとして楽しむ大規模戦闘好きレ　イ　ダ　ーとはまったく反対のゲーム愛好家であるといえるだろう。

　そしてそんなおしチゃヤべツりタ好ーきの作ったギルドが〈第８商店街〉なのだ。商売はあくまでおしゃべりのきっかけ。接客するのが楽しいから商売をしているのが〈第８商店街〉である。

　幻想級のレシピを集めて珍しいアイテムを創りだそうとする〈ロデリック商会〉や、生産職についた〈冒険者〉が素材を共同購入することではじまった〈海洋機構〉とは、いささか毛色が異なる。

　おのずとそのギルドリーダーであるカラシンの立場も、〈ロデリック商会〉のロデリックや〈海洋機構〉のミチタカとは違うものとなる。カラシンはあくまで〈第８商店街〉所属商人の第一人者であって、巨大な権力をもった支配者ではない。代表であり顔であり、メンバーから敬意をはらわれているが、忠誠を捧げられているわけではないのだ。




　しかしそこは第一人者。おしチゃヤべツりタ好ーきギルドの中心人物だった。念話のリストに登録された名前はシステム限界にせまる９８０人。




　カラシンはその連絡網を生かして立て続けに報告を受けている。

「あいあい。わかったー。†孔明†くんにいっておく」

「ん？　ああ。それはさすがに高いんじゃないかな？」

「ぶっぶー。そういうのはダーメでーす。〈連絡会〉はえこひいきしません。露店の場所は抽選どおり。そこは厳守」

　念話を切り替えながらもカラシンは目の前の紙に素早くいくつものメモをとってゆく。

　机の上には莫大な数の計画書や申請書類。その乱雑さは、シロエの執務室に勝るとも劣らないものだった。




「よう」

「ああ、ミチタカさん」

　そんな執務室に入ってきた巨漢はミチタカだった。ミチタカは小脇に抱えていた紙の束をデスクに置くと、辺りを見回す。

「おいおい。ひとりでやってんのか？」

　ミチタカの言葉にカラシンは笑った。

「まぁ、しょうがないんですよ。うちは小さな商人の寄り合い所帯みたいなものですからね。こんなお祭ともなれば、誰だってここぞとばかりに売っては買って、自分だって参加したくなる」

「まぁそれもそうか」

　そういうミチタカからは焦げ臭い匂いがする。鍛冶職人である彼も工房から出てきたのだろう。〈海洋機構〉はアキバの街で最大の規模を誇る生産系ギルドの雄である。どうやらそのリーダー自らが工房に入っていたらしい。

「こっちはどっちかっていうと、工房だからな。いいものを作ってそいつを売るのが仕事で、商売の駆け引きだの行商だのは疎い。まぁ、そういうのはそっちに任せるわ。今回の展示くらいなら、祭気分で楽しいけどな」

　そもそもＭＭＯ‐ＲＰＧにおいて、生産を専門的に行なうプレイヤーには幾つかの種類がある。カラシンのようにプレイヤー同士のおしゃべりを楽しむもの。そしてミチタカたちのように、工房によるアイテムの量産で、いわば製作販売のシミュレーションゲームとして楽しむもの。またロデリックたちのように、希少な素材や希少なレシピを集めたい収集家コレクター。

　今回の『天秤祭』には、実にさまざまな生産職が関わっているのだ。




「それより大丈夫なのか」

「いいや、全然さっぱりです。まぁ、手が足りないのは仕方ないんだけれど」

　カラシンはうんざりしたような顔で背後を指し示した。

　そこには木箱に詰め込まれたありとあらゆる種類のアイテムがある。その木箱さえ、ざっと見たところ数十箱。天井にまで達するガラクタの山だ。それらはすべて、『天秤祭』参加者から集められた、販売アイテムの試作品である。

　危険なアイテムがないかどうかチェックする目的で提出を求めたのだが、結果は失敗だった。こんなに大量の、しかもさまざまなアイテムを提出してもらっても、カラシンひとりではチェックしきれない。──いや、担当者が10人でも間に合ったかどうかは疑わしい。




「ああ、こりゃ」

「無理でしょう？」

「無理だな」

　カラシンとミチタカはうなずき合う。

　とてもではないが手におえない。

「仕方ないなぁ。こりゃアイデア倒れだ。放置か」

「それしかないでしょうね。いやもう、明日からは地獄かなあ」

　やけくそになったカラシンは陽気に答えた。この時点では、その程度だったのだ。しかしその程度ではあれ、確実に前兆は現れていた。カラシンやミチタカが想像するよりずっと大きな規模で、『天秤祭』は肥大をはじめていたのである。

　カラシンもミチタカも、その気配は十分に感じ取っていた。

　それをいうならば〈円卓会議〉に参加しているギルドマスターは、多かれ少なかれその気配を察知していただろう。しかし、その肥大ペースが誰の予想よりも早かったのだ。

『天秤祭』の中心地、〈生産系ギルド連絡会〉事務局にいるカラシンは、祭の前夜になってはじめて危機感を覚えた。

　しかしカラシンでさえ、この時点で指向性の悪意に気がつくことはできなかった。




　　▼４




　外部から見れば、シロエが重ねてきた戦績は華々しいものに見えるだろう。

　たとえば〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉時代、ギルドすら結成していない個人プレイヤーの集団に策を与えて、日本サーバーでもかなり早い時期に死霊が原ハデスズブレスの大規レ模イ戦闘ド攻略を成し遂げた。その功績は、事情を知るプレイヤーの間では非常に高い評価を受けている。

〈ラダマンテュスの王座〉や〈ヘイロースの九大監獄〉等、サーバーの歴史に残る大規模戦闘の先駆け争いを、規模的には弱小にすぎない団体で行なっていた〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は、ある種の伝説なのだ。

　また、〈円卓会議〉成立に関わる一連の事件も、知る人はシロエの手柄だと認識している。ここぞという大作戦において、軍師シロエの戦績は確かに輝かしいものがある。

　だが、それは、あくまで外部から見た場合の戦績だ。シロエ本人から見れば、それは無数にある戦の一部でしかない。シロエが戦った中には、大規模でもなければ、事前調査が無意味な戦闘も数多くあり、そんな戦闘を統計に加えた場合、勝率はそんなに高くないのではないか？　本人はそう思っている。

　シロエ自身は、自分の策士としての能力をそれほど高く評価していないのだ。

（今日も、勝率、落としそうだよなぁ）

　先ほどからそこはかとない居心地の悪さを感じているシロエは、できるだけ注意を引かないように努めながらそう考える。




「主君、そわそわしないでもらいたい」

「そうですよ。シロエさん。せっかく格好いいんですからっ」

「む」

「え？　格好……いいですよね？」

「主君は、主君だ。格好なんてどうでもよいのだ」

　しかし現実は無情である。

　シロエが目立たないようにすることなど、両隣に座るふたりの少女が許さない。




　右手に座るのは、年相応のほっそりとした身体に利発そうな雰囲気をまとった少女。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の〈神祇官カンナギ〉、ミノリだった。

　今日はいつもよりも女の子らしい、デニム系のロングスカートにオフホワイトのブラウス、ピンクベージュのカーディガンスタイルだった。少しお嬢様風に見えるが、世話好きのミノリには、よく似合っている。明かりに透けると深いチョコレート色に見える黒髪を、やはり黒いレースのリボンで留めているのも可愛らしい。

　左手に座るのは、シロエの古なじみ。よくわからない忠誠心をもつ、自称忍びのアカツキだ。アカツキはいつにもまして艶やかな黒髪を垂らして、いつもと全く同じ生真面目な上目遣いでシロエをじっと見つめている。

　いつもと違うのは、その衣装が墨の一色ではなく、藤色の小振袖に藍色の袴はかまであることだった。女学生のような装いは、猫じみた美少女のアカツキには、はまりすぎるほど似合っている。




　アカツキは１００人に聞けば１００人が美少女だと答える可愛らしい少女だったし、ミノリといえばこれもまた将来が楽しみな娘である。この状況は、いわゆる両手に花であるといってもよいだろう。

　しかし、そのふたりに挟まれたシロエの表情は優れない。

　なにがどうして、とか、どういう理由でとか、明確な説明はできないが、居心地の悪さだけは本当なのだった。

　ここは、アキバの街のほとんど中心部。大交差点に作られた特設カフェだ。ふたりの少女の要請にしたがいシロエはここに座っている。

　生来の用心深い性格に導かれて、シロエは今回のバイキングについてあらかじめ調査してある。ケーキバイキングの予選は複数回開かれる。時間をずらしてアカツキ、およびミノリとそれぞれ一緒にいくことは可能だったであろう。

　しかし、シロエ自身としては、ひとりで２回も無料のイベントにチャレンジするのは、気が引けた。いくらお祭だとはいえ、それでは試食コーナーの試供品を全部食べてしまう子どものようではないか？　そう考えたシロエは、一計を案じる。




　アカツキとミノリがケーキを楽しみたいというのならば、３人で出場すればよい。ふたりで８個食べるのがノルマだというからには、３人で12個食べれば問題ないだろう。

　幸いにもこのケーキバイキングを主宰しているギルド〈ダンステリア〉のギルドマスターは、〈円卓会議〉で何度か交渉をもったことがある。たしか、ヘンリエッタと親しくしている職人肌の女性だったはずだ。

　許可を得にいくと、〈ダンステリア〉のギルドマスターである加奈子女史は、シロエを歓迎してくれた。にこやかな応対はもちろんシロエが〈円卓会議〉の委員であることに起因するのだろうが、シロエとしても不都合はないので、遠慮せずに許可を求めてみる。

　同じギルドの少女ふたりと参加したいのですが、12個で手を打ちませんか？　という話だ。最初はびっくりした加奈子女史は、細い目をさらに細めて、根掘り葉掘り事情を聞いてきた。ふれてまわるほどのものでもないが、かといってことさら隠すこともない事情である。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉はいたって開放的なギルドを自認しているのだ。

　説明の結果、非常ににこやかなギルドマスターは３人での出場を承認してくれた。訳知り顔の笑い方に引っかかりを覚えないでもなかったが、自分に都合がよい分にはいくらでも無視できる程度の疑問だ。こうしてシロエは、特別に３人でケーキバイキングをする権利を与えられたのである。




　と、いうわけでシロエたち３人は、オープンカフェでケーキの到着を待っているのだが、シロエは早くも軽く胃が痛いような感じになってきていた。

　まだ一口も食べていない以上、ケーキの胸焼けではないと思われる。




　普段は仲が悪いわけでもないミノリとアカツキが、微妙に緊張を孕はらんでピリピリした雰囲気を放っているせいだろう。

　３人で食べにいけるから安心すべし！　と念話で報告をしたとき、ミノリはともかく、アカツキは微妙な声色で返事をしていた。忍びの忠義道になんらかの理由があるのだとは思うが、その辺り、シロエにはよくわからない。

　一方で、ミノリは張り切っている。さっきから明るくシロエに話しかけてくるのだが、気合いが入った前向きな態度で、びっくりするほどだ。普段からがんばり屋さんのミノリが、そうやってケーキを楽しみにしているのは、中学生らしくて可愛いな、とシロエは思う。

　しかし、アカツキはアカツキで、袴をいじりながらもちらちらとシロエを窺うかがっていて、どこからかやけに実戦的な飛び道具クナイ等を取り出したりするので、先ほどからシロエはいさめるのに大変なのだった。

　周囲を見渡せば、20組ほどの男女がそれぞれの小さなテーブルでにこやかに話している。

　10月の夕暮れ時は風も涼しく、オレンジ色のランプの明かりで照らされたオープンカフェは、和やかな雰囲気だ。どこかの〈吟遊詩人バード〉が奏でているのか、地球世界のちょっと古びた流行歌が風に紛れ込んで、耳になつかしい。

　他の席に座っているふたり組は、ほとんどがカップルなのかな、とシロエはぼんやりと考えた。

〈大災害〉が起きてからもう５ヶ月が経つ。確かにここは異世界ではあるが、他人が顔見知りに、そして友人に、あるいは恋人に変化するのには十分な時間なのかもしれない。

　頭の片方では、おいおい、今までどれだけ大騒ぎの５ヶ月だったんだよ。そんな暇あるわけないだろう、非常時なんだぞ！　と突っ込むシロエだったが、反対側の片方では、いやいやこれだけスリルとサスペンスの世界なのだからこそ、若いふたりの恋は燃え上がるのでは？　という逆方向の声もある。

　シロエ自身、恋愛には疎うとく、はっきりとした彼女がいたことがない。

　だから「こういう場合でも恋はありだ」とも「なしだ」とも答えは出せないのだが、そこはそれ、よい意味で他人ごとである。当人同士が幸せならば、それでよいのではないか、追及するまでもないよな、と結論した。

　カップルというのは、見ている分には微笑ましいもので、シロエとしては嫌いではない。のべつ幕なしにのろけられたり恋愛相談をされたりするのは勘弁してほしいが、離れて眺める分には温かい気持ちになるものだ。だから、このときもシロエは、ぼんやりと彼らを眺めていた。




「主君。主君っ」

「あ、えっと。ごめん。どうしたの、アカツキ？」

　アカツキの方に向き直ると、今日はいつもよりずっと落ち着きのないアカツキがもじもじとしながら、「なにを惚ほうけた顔をしている、だらしない」といってきた。

　反対側ではミノリが「そうですよ。気合いですよ！」といってくる。シロエとしては、ケーキバイキングで気合いを入れるのもおかしな話だと思うのだが、そう答えようとしても、ミノリの真面目な表情に言葉が途切れてしまう。

　ミノリ自身は十分に気合いが入っているようなのだ。

　胸の前で小さくガッツポーズをする仕草は、なにかのキャラクターのように可愛らしい。可憐な表情を精一杯に真面目にして「がんばりましょう！」という姿は、威厳があるというよりも背伸びをした印象で、シロエとしては激励されるというよりも、微笑ましい気持ちになってしまう。

　本当に謎である。

「えーっと……」

「むぅ」

「アカツキ先輩は、和服素敵です」

　言葉を探していると、ミノリがそう切り出してくれた。助け船というわけではないだろうが、シロエとしては話題を振ってくれて助かる。

「確かに、すごいね、それ。和装なんて珍しいけど、アカツキどうしたの？」

「似合わないかな？」

　困ったような、それでいて虚勢を張るようなアカツキの表情に、ふたりは「そんなことはない」と声を揃える。淡い藤色に桔き梗きようを散らした和服は落ち着いた柄だったが、小柄なアカツキが着ていてもあつらえたように似合っていた。普段は無口で小動物めいた美少女だが、こうした着物姿だと格別の華やかさがある。

「アカツキ先輩は和装、とても似合いますよ」

「そつ……」

「卒業式みたいだとかいうな」

「う」

　アカツキに機先を制されて、シロエは言葉に詰まる。そんなシロエを睨んだアカツキは「主君とはいえ蹴るぞ。膝で」と呟いたが、シロエとミノリが「本当に似合っている」と連呼すると、ようやく機嫌を直したのか、許してくれた。

「ミノリも似合ってるよ」

　というと、中学生の少女ははにかんだように微笑んだ。

　そのコーディネートは、五十鈴によるものらしい。ブラウスやカーディガンのひとつひとつについて、どこで購入したのか、いくらくらいしたのか、選ぶときに五十鈴がどんなふうにいったのかを細かく説明してくれる表情は楽しそうだった。はじめは身を固くしていたアカツキも、だんだん興味を覚えてきたのか、シロエの袖を摑んだまま話を聞いている。

　そんな様子にシロエとしてはようやく少しだけ安心する。

（女の人が絡むと、全く当てにならないんだよなぁ。下調べも戦略も）

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のときもそうだった。たとえばナズナや詠よみといった女性〈冒険者〉が関わった案件や相談事などは、どれだけ下調べをしようとどれだけ根回しをしようと、なかなかうまい結果には辿り着かなかったのである。

　かといって、大きなトラブルになるかといえばそんなこともなく、いつの間にかうやむやになったり問題自体がなかったことになっていたりと、軍師としては理解不能で不本意な結果になることがほとんどだった。

（〈彼女〉だけは違ったけどな）

　とシロエは思い出す。

〈彼女〉は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の創設者であり、一応リーダーだった。「一応」とつくのは、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は自由者の集団であり、かつ、基本的に自分の面倒は自分で見られる参加者しかいなかったからだ。

　にゃん太の言葉を借りるならば、「全員が自分たちの居心地のよい居場所のためになにをしなければならないかを理解していた」ことになるのだろう。だから、普通の意味で、リーダーは要らなかったのだ。

　それでも彼女がリーダーだったのは、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で一番我が儘だったということにすぎない。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はある意味ではいつも彼女に振り回されていた。

（アイスランドの白夜が見たいとかさぁ。ひどいこと平気でいい出してたよな、あの女ひ性と……）

〈彼女〉の我が儘はワールドワイドだったので、シロエの戦績は低下する一方だった。「曖昧な結果」や「うやむやのうちに」等ということはなく、実行玉砕がほとんどだ。希望者全員を引き連れて欧州サーバーまで遠征したが、クエストアイテムを喪失して、オーロラゾーンに入れなかったときは、本当に疲れた。シロエが苦労性になるのも、故ゆえないことではない。

　それに比べれば、アカツキやミノリのリクエストなんて可愛らしいものだった。このままでいければ、ふたりの願い事も叶えられるかな、なんてシロエは思っていたのだった。
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「わぁ、おいしそう！」

　ミノリが目を丸くしている視線の先では、給仕がはじまっていた。シロエたちのテーブルにはまだだが、いくつかのテーブルには愛らしいショートケーキが運ばれてくる。イチゴの色も鮮やかで立派だ。

　もとの地球の洋菓子店に比べれば、華やかさは及ぶべくもないと、〈ダンステリア〉のギルドメンバーは謙遜していたが、見た感じそんなことはないだろう。見た目だけではなく甘い香りがふわりと広がるのも食欲をそそった。

「主君、主君。なかなか期待させるな」

「綺麗ですよね、わくわくですよね！」

　はしゃぐ左右の少女に挟まれて、シロエとしても少しだけ楽しくなってくる。慌ただしい一日を送ったせいか、あの程度のケーキ４つなら、簡単にぺろりといけそうだった。それはミノリとアカツキも一緒なのだろう。３人は３人とも、微み塵じんも完食を疑っていなかったのだ。このときまでは。

　お仕着せのコスチュームをつけたウェイトレスが給仕を行ない、ほとんどのテーブルに何種類ものショートケーキが並んでいた。いよいよシロエたちのテーブルの番になると、満面の笑みを浮かべたギルドマスターが直々に銀のトレイをもって現れる。




　そのトレイにはホールのケーキが載っていた。イチゴ、杏、ショコラにチーズ、カシスヨーグルトにアップルパイ、少し早いモンブラン。

　12個のケーキ。

　しかし、それは、12個のホールケーキだった。

「？」

　不思議そうな表情のミノリ。しかし、アカツキは早くも引きつった表情になっていた。

「これは……」

　目線で問いかけるシロエに、〈ダンステリア〉のギルドマスターは満面の笑みで答えた。

「当ギルドからのサービスでございます」

「いえ、でも多すぎな気が」

「心づくしでございます」

　笑顔で押し切られ、小さなテーブルの上には、次々とケーキが並べられていく。最初はアップルパイだ。ウェイトレス姿の〈大地人〉少女が「お取り分けしますね」と切り分けてくれる。８等分すれば見覚えのあるいつもの三角形になる円形は、まさにホールサイズだ。

　もちろん、それだけのケーキが喫茶店サイズのこぢんまりしたテーブルに載りきるはずもないので、急遽運ばれてきたワゴンがテーブルサイドに鎮座し、ホールケーキが満載されていった。８種については他の参加者と同じなのだが、４種は追加されたのかスペシャルなできで、女性ふたりを左右においた男性の小さな砂糖菓子人形が飾られたりしている。

「シロエさん」

「主君」

　もちろんふたりの少女も、目の前で切り分けられたアップルパイを見ながら、引きつった表情をしている。アップルパイはおいしそうで、この程度のサイズ４つ程度だったら、シロエは確実に食べきれる自信があった。もしふたりが女の子らしく「もうお腹いっぱい」というのなら、ひとつずつ引き受けて計６個を食べる覚悟だってある。

　女性がそうやって小食を装うのは擬態だと経験上わかってはいるが、それを飲み込むのも男子たるものの務めだと〈彼女〉が厳しくしつけてくれていたからだ。




　だがしかしそれも５個や６個までだ。ホールサイズで提供されたケーキは、単純に考えて量が８倍になっている。おまけに目の前の円形ケーキの乱舞は数字以上のインパクトをシロエにもたらした。

「とりあえず、１個食べようか？」

　時間稼ぎ以外にはなんの目的もない場当たり的なシロエの発言で、パイを食べはじめた３人。おいしい。たっぷりと用いられた林檎の爽やかな甘さと、かすかなシナモンの香りが心地よい。しっとりしんなりとした林檎を味わううちに、あっさりと１切れ食べてしまった。

　これはもしかして──と甘い期待を抱きかけたとき、シロエの前には残り８分の５となったアップルパイが置かれる。

　置いたのは、アカツキである。

「なんでさっ!?」

「主君に対する給仕だ」

「給仕っていったって丸ごとじゃんっ！」

「あ。すみませんっ。わたし切り分けますっ」

　そういう話じゃないのに。とミノリを制止しようとした瞬間には、すでにミノリは立ち上がり、中腰になってアップルパイをナイフで器用に切り分けはじめていた。ミノリが真剣な表情でナイフをあやつるたびに、黒いリボンで飾った髪がシロエの耳の辺りに揺れて、かすかに甘い香りが立つ。

　ああ、中学生でも女の子なんだな、と考えていると、カフェのあちこちから、死んじゃえ、ロリ許すまじ、もげろ、眼鏡割れちまえ、等という呟きが聞こえてきた。

　きょとんと不思議そうなアカツキ。その横に視線を滑らせれば、デコレーションケーキには「ふたりはずるいぞ」「ロリコンもげろ♥」「ふたまた乙」と下手くそな文字で書かれている。




（あ～っ!?）

　シロエはこの時点になってはじめて正確に事情を把握したのである。

　地雷原。

　把握した瞬間、脳裏に浮かんだ言葉はそれである。シロエたち３人は周囲からの誤解という地雷がばらまかれた地雷原にいるのだ。シロエの評判はもとより、彼の大事なギルドメンバーふたりも同様の偏見の対象になっている。

（まずいぞ、これじゃふたりまで巻き込まれてるぞ。これで軍師あつかいされているんだから情けない……。とにかくこのカフェでは目立たず、騒がず、傷口を最小限にして撤退し、態勢を立て直さないと……）

　脳を高速回転させ善後策を検討するシロエ。

　誤解がどこまで広がっているかわからず、この事態の始点がどこにあるのかも不明という状況下では、事態把握はできても掌握にいたることはできない。その意味では管制戦闘モードにも移行できないシロエに、アカツキは、フォークをつきだした。

「主君、ほれ」

　その先端には、一口大に切った可愛らしいアップルパイが載っている。

「僕が食べるのデスカ？」

　こくりと頷くアカツキに、残り全部押し付ける気か！　と、突っ込みそうになるが、黒眼がちな瞳でじっと見つめられると、なにもいい返せなくなる。いつもは飾り気のないアカツキなのに、今日は桔梗を模した髪飾りなんてつけているから、なおさらだった。

　気まずさを堪えて口をへの字にするシロエに、アカツキは怪訝そうに小首をかしげると、右手にもったフォークをさらにつきだした。

「食べろ主君」

　そう差し出してくるが、シロエ的に、それは大問題だ。

　フォークを差し出されて食べさせてもらうのは、世間的には「あーん」といわれている行為だ。今のアカツキのまじめくさった仏頂面を見れば、それが好意に端を発するものではないことは明らかだが、周囲はそう理解してくれないだろう。

　このままいけば、ロリの汚名を受けることになってしまう。

　そんな地雷を踏むようなマネをすれば、片足どころか下半身を失いかねない。ただでさえ周囲の視線が痛いのだ。ここはオープンカフェで、祭の初日の目玉イベントということもあり、道をゆく人からもじろじろ見られている。

「ほら、こぼれてしまうではないか」

　しかし、とろりと流れかける欠片を、無理矢理つきつけられれば受け入れるほかない。周囲からこぼれるくすくすという小さな笑い声や、指を指す姿が脳裏に浮かんでしまい、シロエとしては穴があったら入りたい気分だ。




「シロエさんっ」

　振りかえれば、瞳をきらめかせたミノリまでもが、やはり黄金色のパイを小さな欠片にして、シロエに差し出してくるではないか。９つも年下の純真な期待の視線を受けてしまえば、シロエとしても邪険にあつかうことはできない。

（いくらなんでも、ふたりとも状況読めてなさすぎだろっ。今は撤退の時期なんだってばっ。どんな晒し者だよ、これっ）

「おいしいですか？」

「無論だよな、主君」

「いや、うまいにはうまいけどさ。……そういう話のレベルじゃないでしょう、これ」

　そう言い返してはみるが、周囲のふたり組もやはり「あーん」なるものを繰り広げていたりする。薄々そうじゃないかとは思っていたのだが、こうして現実を目の当たりにすると打ちのめされるシロエだった。

　アキバの街というのは、シロエが思っている以上に恋に充ちているらしい。




　くすくす笑いさざめく声も、その多くはシロエたちに対する嘲ちよう笑しようというよりは、ただ単純に恋に落ちたふたりのじゃれ合う睦むつ言ごとだと思えば、まだ救われるか──とシロエは自分を慰めたが、もちろんそんなことで問題が解決するはずもない。

　現実というのは、小さな一歩を際限なく繰り返すことで前に進むのだ。目の前にうずたかく積まれたケーキはまごうかたなきその象徴だった。
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　現実というものが、挑戦さえすれば超克できるものではないように、当然ながらシロエたちの挑戦は失敗した。３人でカットケーキ12個であれば、それは可能性のあるチャレンジだが、ホールケーキ12個ともなれば桁が違う。胃がマジック・バッグでできているのでもない限り不可能だ。

　３人でずいぶんがんばったのだが、それでも18個、つまりホールケーキふたつとちょっとを食べるのが限界だった。シロエはそのうち９つを担当したので、正直にいえばもう気持ち悪くて動きたくはない。

　ケーキバイキングという戦いに敗れた３人は、すごすごと自分たちのギルドハウスまで戻ってきたのである。もちろん完食できなかった以上、無料というのもなしになるわけで、シロエはホール12個分のケーキ代金を支払うことになった。

　時間的には、おそらくそろそろ20時という頃だろうか。

　シロエは、ギルドハウス３階のテラスでくつろいでいた。より正確にいうならば、お腹が重くて動く気になれないでいたのである。

　本来であれば、ケーキを食べたあとはお祭を冷やかしてぶらぶら散歩をする、などというような心積もりでいたのだが、ミノリとアカツキはともかく、シロエの方はケーキの重量がそのまま内臓にかかったようでヘロヘロ。とても散歩できるような状態ではなく、ギルドハウスに戻ることになったのだ。

　ダイニングエリアの黒板によれば、にゃん太も直継も祭見物。五十鈴とルンデルハウスにいたっては「わんこの散歩っ」と書かれている。きっとデートにいったのだろう。

　それを簡単に確認したシロエは、こうしてテラスへ出てくると、シダーウッドのベンチにひとりで転がっている。

　沈没しているといってよいだろう。

　とかくこの世はなるようにしかならないわけで、今日のシロエは黒星だった。

（これだから下調べなんて、当てにならないんだよなぁ）

　考えてみれば〈ダンステリア〉のギルドマスターもやけにニコニコしていたわけで、あのときからすでにホールケーキで迎え撃つつもりだったのだろう。確かに両手に花の格好で挑戦することになったけれど、別にそういう関係の３人ではない。そこまでやっかまないでもよいではないかと思う。

（だいたいアカツキとミノリのふたりといっただけでホール12個ってどういう計算だよ。……あ、そっか）




　思いついたシロエは念話をかけた。ソウジロウにケーキバイキングを勧めるためだ。オープンカフェでは明日も時間をずらして無料試食会チヤレンジ・バイキングが行なわれるはずである。ハーレム体質の元同輩、ソウジロウであるならば、あのイベントを満喫してくれるに違いない。

　念話で話すソウジロウは、ギルドメンバーとお祭で時間を過ごしているようだった。会話の内容自体は聞こえないが、ソウジロウとの会話の背景で、女性らしい幾つもの声が聞こえる。いつものことだが、ソウジロウはたくさんの花に囲まれているらしい。

　ソウジロウはシロエのバイキング紹介に何度も礼をいっていた。シロエとしては素直な彼の態度に良心の疼うずきを感じないわけではないのだが、自分のように善良なエスコート役が二股という誤解を受けてホールケーキ攻撃を喰らったのだ。正真正銘本物のハーレム生物は、それ相応のあつかいを受けるべきだということで納得する。

　念話機能をオフにしたシロエは、少しだけ溜りゆう飲いんが下がったような気分で、ベンチの背に体重を預けて、天を仰いだ。




　シロエたち〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスには、一風変わった特徴がある。ビルのフロアを貫いて、古代樹が屋上まで突き抜けているのだ。ビルの上で大きく枝を広げた古木は、その梢の中にシロエたちの生活空間をすっぽりと包み込んでいる。

　シロエが今いるテラスにも、夜風にさやさやと揺れる緑の葉の連なりが、まるで屋根のように差し出されている。

　祭のためか、普段よりも多くの明かりが灯された大通り。もうとっくに日が暮れて、あちこちの商店から漏れるオレンジの光や、街頭にぶら下げられた光明灯が、緑のコケに覆われた歩道やリボンが張り渡された木々の枝を、幻想的に照らし出している。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスも、控えめながら、緑のリースと、オレンジのリボンで飾り付けられている。おそらくミノリとトウヤがやったのだろうが、お祭仕様だ。




（最近ギルドの方、面倒見られてなかったものなぁ）

　ソウジロウとの念話を終えたシロエはそんなことを考えていた。

　通常であれば、ギルドの運営こそが、ギルドマスター最大の役割だ。自らのギルドを掌握して、メンバーの活動に便宜を図ったり、行動計画を立てて引率したりするのが、期待されているギルド運営の業務である。

　しかし〈記録の地平線ログ・ホライズン〉には他のギルドとはいささか異なる事情があった。

　まず第一に人数だ。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の構成人員は現在８名。〈エルダー・テイル〉における標準的なパーティーは６人である。そのため、８名というギルドメンバーでパーティー編制を行なおうとすると、どうしてもふたりはお留守番ということになってしまう。

　また、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーはレベルにかなりの開きがあり、しかもふたつのレベル帯に分断されている。シロエ、直継、にゃん太、アカツキの年長組は90レベルだし、ミノリ、トウヤ、ルンデルハウスと五十鈴の年少組は、現在40レベル付近だ。

　このふたつのレベル帯でパーティーを編成しようとすると、なかなかに難しい。

　ごく普通のギルドであれば、高レベル組は高レベル組、低レベル組は低レベル組と分かれて行動することが多くなってしまうだろう。それが自然な流れである。

　しかし、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の高レベル組は、面倒見のよいベテランばかり。師範システムを用いて、低レベルに合わせるのを苦にしない直継たちのおかげで、人数的にはうまくまわっている。

　また、引率という観点に立っても、人材が揃っていた。

　にゃん太は低レベルの指導をするのに必要な、ユーモアや忍耐力を兼ね備えた理想的な大人である。本来ギルドマスターが率先して務めるはずの、低レベル冒険でのお守りを完璧にこなしてくれて、本人もそれを楽しんでいるようだった。

　また、直継もその適性があった。彼の場合はにゃん太よりも相当におおざっぱであり、大人数の引率に向いているようだ。〈三日月同盟〉からも新人がやってくる３パーティー合同の遠征狩りなどが企画されると、他のギルドの新人からもっとも慕われているのは直継であったりする。

　アカツキもまた、口べたで人見知りなところはあるものの、新人たちの引率を苦にすることはまったくなかった。新人が狩りに出かけて、獲物を倒し、帰ってくる。その間、新人たちはアカツキの姿を一回も見ることはないが、アカツキは彼らをずっと監視して高レベルモンスターから守るなど──彼女は彼女なりのやり方で、そんな引率を楽しむのだった。

　つまり、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉には、他のギルドでギルドマスターが行なわなければならないとされる引率や狩りの企画などの業務を代行できる人材が揃っていたのだ。だからこそ、シロエは〈円卓会議〉の仕事にかかりきりになることもできたわけである。

　しかし、ギルドマスターの業務を委任するのは、日々の運営という視点で見れば支障はないかもしれないが、ギルド内の人間関係という意味では問題がないとはいえない。

　思い出してみれば、新人組と過ごす時間は、高レベル組の中でシロエが一番短い。もちろん、ギルドハウスでの夕食などには、時間をやりくりして参加し、親睦を深めたりはするわけだが、シロエ本人も、特にルンデルハウスと五十鈴から「うちのギルドマスターは引きこもりの怠け者なのじゃあるまいか？」という疑問の視線を感じることもあり、なんとかしなければと考えていたのである。

（ギルドマスターの貫禄っていう意味だと、直継とかにゃん太班長に負けてるからなぁ……。ソウジロウだって、ああやってハーレムの……、じゃなくて、ギルドの指揮を執ってるわけだし）

　微妙に寂しい気持ちになってしまうシロエ。もちろん、望まれている役割のすべてをこなすことはできないし、適材適所の結果こうなっているわけだが、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーともっと過ごさなければならないとは、日頃感じていたのだ。

　アカツキやミノリがわざわざシロエを引っ張り出そうとしたのも、そういう理由なのかもしれないな、などとシロエは考えるのだった。

（今回の祭はいいチャンスかもな。〈円卓会議〉のことは……放置はできないけれど、そこそこに切り上げて。みんなと一緒にいる時間を作らないと）




「主君」

「っ！」

　そんな細かいことを考えていたシロエは、間近からかけられたさほど大きくもないアカツキの声に飛び上がるほどびっくりしてしまう。

「どうしたんだ？　アカツキ」

「別にどうもしないのだが……」

　アカツキは先ほどまでと同じ、あでやかな着物姿のままでシロエの隣にちょこんと腰を下ろす。10月の涼しい夜風がそよそよと頰を撫で、街からはゆっくりとした弦楽器の音が響いている。

「音楽が聞こえる」

「ああ。うん。──たぶん〈第七鼓笛隊７ｔｈマーチングバンド〉じゃないかな。夜は演奏会をするっていってたし」

「そうか」

　アカツキはベンチに腰をかけて、足を伸ばした。低いベンチは、身長の低いアカツキが腰を下ろしても、足を投げ出すような格好になる。渋い藍色の袴からつま先を覗かせて、足首を左右に小さく振っていたアカツキに、シロエは尋ねた。

「なんだか静かだね」

「わたしはいつでも静かだ」

「そうだけどさ」

　いまだ電気的な拡声器が発明されていないこの世界では、演奏は生の音量に限られる。風に乗って流れてくる楽曲は、賑やかな香りを残すものの、かすれがちで遠い。

　シロエはアカツキを窺う。

　肌寒いような温度になってきた頰を撫でる風の中で、アカツキはいつものように考えが読めない表情で遠くを見つめていた。

「主君」

「ん？」

「主君は……。その」

「うん」

　アカツキの言葉に、シロエは丁寧に返事をする。小さな友人が、言葉は少なくても、いろいろ気を遣う性た質ちだということはわかっているから、先を急せかしたりはしなかった。




「ケーキは苦手なのか？」

「……」

　苦手なのか？　なんて、「苦手だから食べきれなかったのか？」みたいな文脈でいわれても、困る。９つも食べたのだ。シロエとしては十分に健闘したと思っていたのだが、もしかして勘違いだったのだろうか？

「それとも楽しくなかったか？」

「そんなことはないよ。それより、ごめんね。決戦だっけ？　出られなくて」

「それはいいのだ。わたしは興味ないからな。興味があったのは、ミノリの方だ」

「そうなのか」

　ミノリがなんで大そ食んいな大も会のに興味があるのかはわからない。まぁ、必要があるのなら自分からいってくれるだろうとシロエは考える。ミノリは、年齢こそ14だが、責任感があって思慮深い少女だ。

「でもさ」

「ん？」

「ケーキはあんなもんでよかった？」

　シロエの方に向き直ったアカツキが、まじまじと見つめてくる。小さな顔の中で印象的な黒い瞳が、濡れたように、それでも温度を伝えることなくじっと凝視してくるのは、美少女だけに切迫感があった。

「は？」

「いやさ。無料ケーキ食べ放題に必死だったろ？　３つ４つで十分だった？」

「わたしは……。わたしだって、別にケーキが目当てじゃない」

「そう？」

「……」

「主君と一緒にいると、話が続かない」

「そんなこといわれてもなぁ。だいたい、アカツキが無口なんじゃないか」

　もとより、アカツキは口数の多いタイプではない。

　ふたりでいて、会話が続かないこともある。はじめの頃はそれが気詰まりで、シロエからなにくれとなく話題を振ることもあったが、今では、こうして無言でいることも平気になってきていた。シロエが事務仕事を片付けている間、アカツキが身辺護衛と称して部屋で気配を消していることも多かったせいだろう。アカツキの口ぶりが可愛らしかったので、からかうように返したが、そんな軽口を交わし合えるようになってきたのも、最近のことだ。




「そんなことはない。わたしは話題豊富だ」

「じゃ、なにか提供してよ」

「む？」

「話題をさ」

　アカツキは、口をへの字にしたまま黙ってしまった。

　視線が右の方へふらふら、左の方へふらふらと彷徨う。

　もしかしたら困っているのかもしれない。悪いことをしたかな。シロエがそんなふうに考えはじめたとき、アカツキはさんざん躊躇ったあと、口を開く。

「こうすると、楽しいぞ」

　アカツキは奇妙な形に開いた口を落ち着きなくわななかせていたが、シロエのおでこに白くほっそりした指先でふれた。

「そんなの楽しいの？」

　こくこくと頷くアカツキ。

（これも、アカツキ的な主従のロールプレイなのかなぁ……。なんか、本当に勘違いというか。いや、僕も時代劇とか見ないからわからんわけだけど）

「そっか」

　大きく風が吹いて、梢が潮しお騒さいのような音を立てて、夜闇の中で揺れる。涼しい風と静寂の中に薫る緑。シロエは、アカツキに何度も軽くふれられているおでこを見上げる。アカツキは、口をへの字にしたまま、無心におでこを撫でている。なにが楽しいのかさっぱりわからないが、楽しさなんて個人の主観だ。聞いても仕方ないのだろうとシロエは思う。

「こんなのでいいの？」

「主君の大事な仕事だ」

「そういうもんなのか？」

　アカツキとは長い時間を過ごしてきた。

〈大災害〉のあとの混乱、幾つもの戦闘、ススキノへと向かう旅、〈円卓会議〉の成立、エターナルアイスの古宮廷での政治劇と、リ＝ガンとの対話。そして、チョウシ攻防戦と、ルンデルハウスの蘇生。

　そのすべてに、アカツキは文句ひとついわずに付き合ってくれた。アカツキのフォローがなければ、切り抜けることができない戦場もあったと思う。




　シロエはそれらのすべてを思い出しながら、あでやかな着物姿の少女の可愛らしい蹂じゆう躙りんを受け続けていた。




　　▼７




　呼吸ができなかった。

　まるで夜の空気が液体になったかのように胸が詰まり、固くなり、血液が濁流となって、耳元で鳴り響いた。

　──こうすると、楽しいぞ。

　──そんなの楽しいの？

　先ほど聞いてしまった囁きがまだ残っている。

　照れくささを必死に誤魔化そうとする黒髪の少女の睦言。ギルドマスターであるシロエの、どこか当惑したようなそれでも優しい声。

　膝が泡になり流れ出しそうになるのを堪えて、ミノリはキッチンを目指した。両手には、タンポポ麦茶。シロエが飲むかと思って、テラスへ運ぼうとしていた木製のトレイをもったまま、ミノリは無意識に歩く。

　あの場所には、いられない。あの光景を見ているわけには、いかない。

　頭の中が、数千の雑音を弾けさせたように混乱して、なにがなんだかわからなかった。倫理観に突き動かされるように、とにかくその場をあとにするだけで精一杯だった。




　はじめに感じたのは衝撃。次に、圧倒的な困惑。──明確な問いをもたないくせに、胸の奥から疑問だけが溢れてくる。問いかけたい。だが、誰に問いかければいいのかも、なにを問えばいいのかもわからない。

　混乱して助けを求めるような気持ちが、胸一杯に広がって、それが下腹部に降りてゆくにつれ、重く、不快なものへと変化してゆく。

　ほとんど無意識のうちにキッチンへと戻ったミノリは、ダイニングテーブルの上にトレイを置いて、椅子に腰を下ろす。自分がなぜショックを受けているのが、本当にわからなかった。

　ただ、たった今、３階のテラスの入り口から見たシロエとアカツキの間には、なにかがあったと思う。少なくとも、アカツキの表情の中にはシロエへの特別な感情があった。

　ほとんど表面化はしない、それでも火を見るよりも明らかな、先輩少女の思慕の感情に気がついたとき、まるで気づかずに炎にふれてしまったように、ミノリは衝撃で身をすくませた。

　そのショックに避難所たるここまで逃げ戻ってきたのだ。

　こうして座っていても、意識の中がまるで脈絡のない砂嵐のような思考にかき乱されて、問いらしい問いがなにも立てられない。

　ミノリは途方に暮れて、テーブルの表面を見つめる。

　脳がすっかり漂白されて、思考が麻痺してしまったようだ。

　短くない時間が経って、一番最初に浮かんできたのが「アカツキはシロエに恋をしている」ということだった。

（そうだ。アカツキさんは、シロエさんのことを、好きだったんだ）

　それは単純な事実だった。

　今日は晴れている。

　夏の次には秋がくる。

　ギルドハウスは緑に覆われている。

　それらと同じように明快で疑問の余地がなく、自然な事実だ。

　ひどく当たり前のことなのに、心の中で呟けばそれだけでさっき感じた衝撃が再生されて、意識が砂嵐に覆われそうになる。たった数語の短い事実は、フレーズに分解され、引き延ばされ、切り刻まれ、ぐちゃぐちゃになり、気を抜けば、頭の中で意味さえ摑めなくなりそうだ。

　ミノリは散らばってしまった思考の断片を拾い集め、よじり合わせ、深い深呼吸を何度も繰り返した。

　胸部から腹部にかけての不快感は、もはや物理的な実体さえ備えているようで、酸素がうまく飲み込めない。心臓の鼓動さえもが抑制されているようで、体温が下がっていくのが実感できる。

　思うように呼吸できないもどかしさと、背後からゆっくりと背骨を串刺しにされるような不安感の中で、ミノリはとうとうそれと向かい合うことになった。




（わたしも、シロエさんのことが、好きなんだ）

　はじめて知った想いは、淡いレモンの味などではなかった。

　それは、最初から暗く苦く、焼けた鉄のような匂いがした。

　ミノリは、身体中の関節が緩み、まるで勝手な方向に飛散してしまいそうなほどの震えの中で、〝どうしようもないもの〟と対面していた。こんなにも無力感に襲われたのは、トウヤが集中治療室で過ごしたあの夜以来だった。

　ただ座っているだけなのに、なにかを叫びだしながら走っていきそうになり、自分を抑えているのが辛かった。双子のトウヤと一緒に育ち、足が不自由になった弟を助けるうちに、自分でも自分自身のことを、落ち着いた責任感の強い性格だと思っていた。

　こんなに強い感情を持て余す自分なんて、知らなかった。

　──シロエさんが好き。

　そう考えるだけで、心臓を鋼の爪で握りつぶされるような痛みが走る。あまりにも恐れ知らずで、身の程知らずにさえ感じる。それは自分自身の思い上がりに対する恐怖の痛みだった。

　しかし、その痛みの中に、どこからか忍び込んだ一抹の甘やかさがあったのも、事実だったのだ。

　その甘美さは、シロエと結ばれるかもしれないという幸せの予感ではなかった。

　どちらかといえば、傷口にふれれば痛みがあるとわかっていつつも、流れる血液の温かさを確かめずにはいられないような誘惑だ。じくじくと痛む傷口の誘いは退廃的だったが、それでもはじめて知った恋の痛みの甘さではあった。

　──シロエに選ばれる理由なんてミノリにはひとつも思いつけなかったけれど、シロエに選ばれない理由は、それこそ何十でも、何百でも思いつくことができるのだった。

　だから、その甘さはミノリに与えられた麻酔なのかもしれないのだった。




　年齢の差。才能の差。実務能力の差。戦闘能力の差。自分自身の未熟さ。不甲斐なさ。情けなさ。容姿だってアカツキに比べれば平凡そのもの……。ようするに、ミノリは、ただのどこにでもいる、中学生にすぎない。

　そして今はじめて知った、自らの醜さ。




　アカツキがシロエにふれているときに、ミノリは思ったのだ。

　ずるい──と。

　そこはわたしの場所なのに、と。

　それは理由などないただの我が儘。いってみれば、ただのいいがかりだった。当たり前の話だ。アカツキにだって誰かを好きになる自由はある。

　にもかかわらず「ずるい」と思ったのは、ミノリが、心のどこかで、シロエは自分のものだと思っていたせいだ。

〈ハーメルン〉に囚われて長く苦しかった無む明みようの中を励ましてくれたシロエ。そして虜りよ囚しゆうの立場から救い出してくれたシロエ。目指すべき星として、その背中についていこうと憧れたシロエ。そのシロエを、ミノリはどこかで「自分のもの」だと思っていたのだ。

（わたし、シロエさんは、ずっといて……。ずっとわたしの先生だと、思ってた）

　なんという思い上がりだったろう。

　その自分の醜い浅ましさに、ミノリは内臓が泥にまみれたかのような思いを味わう。重油に火をつけたような粘液質の炎が、皮膚の裏側をちりちりと炙っている。のたうち回りたいようなその苦しみは、しかし、叫んだところでどうにもならないのだった。

　苦しかった。そして、嫌いだった。

　そんな感情を隠し持っていた自分にミノリは目眩さえ覚えた。

　こともあろうに、シロエに対して自分のモノであるかのような、なんらかの所有権があるかのように思い上がっていた自分を、殺したいほどに嫌悪した。なにより、そんな自分がいるだなどということを今の今まで気づかずに放置した、自分の無意識の驕きよう慢まんにあきれ果てた。

（ずるいだなんて、なんでわたし……。そんなっ）




　長い時間が経った。

　闇の中で、ゆっくりとすりつぶされるような、引き裂かれるような苦しみに耐えて、ミノリは呼吸を続けた。相も変わらず、空気はねっとりと重みをもち、もはや砂の塊のような苦さだった。

　何時間経ったか、わからないほどの時間を、ミノリは身動きひとつせずに、自らの内側にある苦しみと向き合って過ごした。

「ミノリ？」

　キッチンが明るくなったのは〈蛍火灯バグライト・ランプ〉をもったトウヤがやってきたからだった。双子の弟がすぐ近くにくるまで気がつかなかったミノリは、一瞬なにかの幻のように思えて、トウヤを惚けた顔で見つめてしまう。

「なんだよ、ミノリ。なんて顔してんだって」

　荷物からハンドタオルを出したトウヤは、ミノリの顔を乱暴に拭ぬぐった。タオル越しに鼻を摘まれて、左右に動かされるとぐずぐずという音を立て、ミノリはやっと自分が泣いていたことに気がついた。

「トウヤ……」

「なんだってのさ」

「トウヤ」

「あん？」

　トウヤは、ミノリの隣の椅子に腰を下ろすと、革鎧のストラップベルトをゆるめ、荷物と共にドサリと落とした。いつもどおりのミノリの自慢の弟だ。ぶっきらぼうな態度のくせに、心配してくれているのが伝わってくる。




　たった今気がついたはずの自分の思い上がり。そんな感情をもつ権利なんてないと知っているはずなのに、いくらいい聞かせても、抑えられない嫉妬の気持ち。その嫉妬の気持ちが、いつもどおりの弟の横顔に、少しだけ静められてゆく。

「トウヤ、あのね。わたしね」

「うん」

「シロエさんのこと、好きみたい」

「そーな」

「え？」

「そうだな、好きだな」

　トウヤは外した革鎧をベルトでまとめながら、ミノリの方を振り向きもせずにそういった。まるで天気の話でもするような、当たり前の口調だった。

「え？　ええっ？　なんでそういう反応なのっ？」

「ミノリがシロエ先生に惚れてるなんて今更じゃん」

「今更なのっ？」

　今更なのか。今更なのかもしれない。今更だったんだ。……とミノリは三段変速で落ち込んだ。トウヤにかかれば、この苦しみも「今更」なのだろう。しかし、それでも、トウヤが隣にいると、砂を嚙むような苦さが少しだけ薄れるような気がした。

「困ったね」

「なんで？」

　ミノリの声にはじめてこちらに視線を向けるトウヤは、ほの白いランプの明かりに照らされて、いつもより大人びて見えた。

「なんでっていったって……」

「別に困ってないじゃん、ミノリは。困ってるわけじゃなく、苦しいだけだろ」

　心臓が跳ねた。

　その言葉はミノリに突き刺さる。

　見透かされたように感じたのだ。

　アカツキの優しく伸ばされた指が思い出される。

　遠慮するかのように、それでも堪えきれないかのようにシロエの額にふれるその指先に、嫉妬している自分をミノリは感じた。

　少しも正しくない想いなのに、それでも自分では止められず、ただ醜さだけが降り積もる。

　その苦さは、その痛みは、確かに辛い。

　でもだからといって、投げ出したいわけでも捨て去りたいわけでもないのだ。苦しみの中ではじめて気がついたシロエに対する気持ちが、ミノリの中で甘く咲いている。




「いいの、かな」

「仕方ないんじゃね？」

　仕方ないのかな。とミノリは考える。

　それは自分に対するいいわけ探しとしてのそれではなくて、自分の中の苦しさと闇の中に、まだ役に立つものを見つけ出そうという心の動きだった。どろりと濁った醜さの中に、それでも腐り果ててはいない、価値あるものを希求する心だった。

　ミノリはシロエがやって見せたように、呼吸を深くし、遠くの音に耳を澄ます。

（シロエさん……）

　シロエのことを思い出した。

　シロエの話していた言葉を。彼の丸眼鏡の奥の眼差しを。

　質問に答えてくれる注意深い言葉選びを。地図を開いて説明してくれるその姿を。

　ちょっと困ったように眼鏡の位置を直す仕草を。

　意地を張ったように尖らせた唇を。決意を秘めて青ざめた横顔を。

　任せろと、そう頷く声の力強さを。

　それらの記憶は、混乱と苦しみで荒れ果てた荒野になったミノリの思考の視界内で、唯一瑞瑞しく鮮やかに色づいていた。

　その鮮やかさを噓にしないために。その鮮やかさを裏切らないために。灰色のノイズのすべてを引き替えにしてもよいと願った。




　ミノリとトウヤの過ごすキッチンに、街が呼吸するかのようなざわめきが、遠く遠く響いている。〈蛍火灯バグライト・ランプ〉の揺らめくような明かりに照らされて長い時間を過ごしたあと、ミノリは小さく頷いた。

「そうだね。困って、ない。痛いだけ。ただ、それだけ。──別になにも失ってないし、なにも悪くないし、なにもしてない。……うん。わたし、まだなにひとつ、できてないよね」

　はじめて知った気持ちはパステルカラーの砂糖菓子ではなかった。

　ざらついたノイズにも似た苦鳴と闇の中で、燃える炎か流れ出した血のように、ふれれば切れる鮮やかさを備えていた。目眩がするほどのコントラストをもつ感情を胸に秘めたミノリは、それでも双子の弟に少しだけ笑って見せた。頰を流れる涙は乾いていなかったが、その涙を否定するつもりはもうなかった。

　なにもしていない自分はこの苦しみを抱えても仕方がないのだと、ミノリは思った。はじまっていないから終わらないのだと、諦めた。

　シロエになにも返せていない自分は、なにひとつ追いついていない自分は、辛くて苦しいのが、当たり前なのだ。




　ミノリはトウヤの介添えを受けて、長い夜を過ごした。

　それは蒼あお鋼はがねの刃を鍛える最初の夜ではあったけれど、最後の夜とはならないことを、ミノリ自身がよくわかっていた。


































　　▼１




　秋の冷たい空気は空を冴えさせる。アキバの夜空にはまばゆいばかりの星が瞬またたいていた。

〈エルダー・テイル〉の世界において、星は旧世界よりも数多く、明るい。それは空気が綺麗なせいなのか、それともゲーム上のアートデザインであるせいなのかはわからないが、この異世界の夜は星で彩られている。




『天秤祭』のこの夜、アキバの街は遅くまで喧噪けんそうに包まれていた。

　アキバの街は〈冒険者〉のホームタウンであり、その都市機能は極度に洗練されている。

　この場合、都市機能とは、ゲート、銀行、ギルドホール、神殿、そして登録型の市場である。ゲームとしての〈エルダー・テイル〉においては、〈冒険者〉はこの５つの設備さえあればやっていけるのだ。そして洗練されているとは、無駄なモノがないという意味である。つまり、機能的で洗練されているというのは、必須５種の設備以外は、設置されていないという意味でもあった。

〈大災害〉以前、アキバの街には生活設備はなかった。

　もちろん、街のオブジェクトとして酒場や宿屋は存在したが、それは中世ファンタジー世界を表現する、いわば背景としてそこに設置されているのであって、プレイヤーがロールプレイとして──つまり「ごっこ遊び」として使うことはあっても、生活で実用される建物ではなかったのである。

　しかし、〈大災害〉以降、〈冒険者〉はこの街を本当の意味で本拠地にして生活せざるを得なくなった。となれば、ただ街にいるだけでもそれなりの施設が必要となる。飲食店の隆盛はもっとも早い変化であり、それに続いて、さまざまな種類の販売店や、個人商店、サービス業などが花開いた。

　それらの一部は〈冒険者〉が運営する店舗であったが、より多くは〈冒険者〉と〈大地人〉が協力する店舗、もしくは〈大地人〉のみの店舗である。




　理由はいくつもあるのだが、その大きなひとつに賃金格差がある。〈冒険者〉は一般的な〈大地人〉よりも短時間に多くの報酬を得ることができる。中レベルの〈冒険者〉でさえ、本気を出せばフィールドモンスターを討伐して、たった１日で〈大地人〉農夫１ヶ月分以上の賃金を手にすることができるのだ。

　生産においては戦闘能力ほどの格差は存在しないが、それでも歴然たる差はあった。〈大地人〉の中では達人といわれる技術者でも、〈冒険者〉から見ればサブクラスレベルが60前後のように感じられるのだ。

　もちろん、〈料理人〉にしろ〈裁縫師〉にしろ、そのレベルが20もあれば、一般生活において十分な品質のアイテムを作り出すことができる。〈料理人〉におけるそのレベルとは、焼きたてのパンにおいしいスープ、かりっと揚げたジャガイモに、こんがりとしたチキンのローストというところだろう。〈裁縫師〉におけるそれは、着心地のよいシャツに、ゆったりしたズボン、草木染めのチュニックや、革製のチョッキであったりする。

　こうした「普段使う程度ならば十分なアイテム」は〈大地人〉でも作り出すことができる。そうであるならば、〈冒険者〉が〈冒険者〉にしかできないような仕事の領域へと移動してゆき、比較的多く流通する一般的なアイテム作成を〈大地人〉が受け持つのは、自然の流れであった。

　こうした変化により、アキバの街は「ゲームとしての洗練」を失い、さまざまな商店や施設が建ち並ぶようになった。当然のように〈大地人〉の数も倍増し、その人口は加速度的に増えている。結果として、〈大地人〉の経営する商店もどんどん開業していっている状況だ。

〈大地人〉人口が増えたのには、もうひとつ理由があった。

〈冒険者〉の立場から見たプレイヤー・タウンとは、自分たちのベースキャンプであるという意味でしかない。ほとんどすべての〈冒険者〉は単純に、冒険をはじめる場所、準備を整えるための便利な場所、そんな認識だった。しかし〈大地人〉にとってそれはまた別の意味合いをもっていたのである。

　強大な戦闘能力と不死性をもち、自分たちとはまったく異なる生命体〈冒険者〉。その〈冒険者〉がこの世界に作った前線基地、それが〈大地人〉から見たプレイヤー・タウンである。




〈大地人〉の多くは〈冒険者〉に感謝と尊敬の念をもっていた。このヤマトの国の荒野やモンスターから守ってくれることの多い〈冒険者〉は、この世界において頼りがいのある存在である。だが一方で、同時に大きな畏怖も感じていた。それは、彼らの生命復活装置「神殿」が存在するプレイヤー・タウンに対しても同様である。あるいは〈冒険者〉個々人に対するよりも、禁断の地として、より大きな畏おそれをもっていたかもしれない。

　アキバの街に居住する〈大地人〉は、先祖代々アキバの街に暮らす、〈大地人〉の中でも特殊な人々であった。それは、ある意味、祟たたり神がみを祀まつるための、巫み女こや神職に近いような家系だったかもしれない。銀行や委託販売などという機構は、こういった一部の特殊な〈大地人〉によって維持されていたのだ。

　だがそんな畏怖の時代は、過ぎ去った。

〈冒険者〉はその恐るべき力で、たとえば〈緑小鬼ゴブリン〉やオーク、あるいはドラゴンなどの強力なモンスターから、〈大地人〉たちを何度となく救ってくれてきた。しかしその一方で、〈冒険者〉は「依頼者と解決者」という、一過性の関係に固執してきたように見えた。〈冒険者〉は〈大地人〉との間に仮かり初そめの関係しか結ばない。それがこの世界の常識だった。

　しかし、〈冒険者〉と〈大地人〉の間に、このたびはじめて正式な条約が交わされたのだ。

〈自由都市同盟イースタル〉と〈円卓会議〉の間の調印のもつ意味は、けっして小さくはない。

　それは、〈冒険者〉が「通りすがりの善意の援助者」ではなく、「この世界の参加者」として〈大地人〉と向き合ったことを示すと〈大地人〉たちは受け取ったのだ。

　その象徴のひとつとして、レイネシア姫のアキバ赴任があった。

　レイネシアは貴族たちの代表であるだけではなく、〈大地人〉の代表として「〈冒険者〉の街」で暮らすことを示して見せたのである。

　そんな事情があり、アキバの街の〈大地人〉人口は日に日に増えていった。

　本来は廃墟同然のビルが多かったアキバの街だが、〈大地人〉を受け入れるうちに徐々に街並みさえ変わってきた。瓦礫は片付けられ、お化けが出そうなビルは清掃された。

　アキバの街に住む〈冒険者〉は、そのほとんどが日本人である。

　良くも悪くもお人好しな彼らの中からは、〈大地人〉が忙しく街を整備しているのを見れば、どうせ暇なのだし多少付き合うか、という者も出てくる。一緒に作業をすれば、互いに話しもするだろうし、いずれは打ち解けてくるものだ。

　今ではアキバの街において、〈大地人〉を雇う〈冒険者〉の数はずっと増えていたし、〈冒険者〉を相手に商売を行なう〈大地人〉の数は10倍以上にもなっている。




　──ここもそんな〈大地人〉経営の酒場のひとつ「リングイネ」。

『天秤祭』初日の夜にはこんな玄人好みの居酒屋兼食堂にも人が溢れていた。

「このトマト煮は絶品なのにゃ」

「おいしいですね！」

　がやがやと騒がしい店の奥まった辺り、テーブルを挟んで向かい合っているのは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のご意見番、というか引率班長にゃん太と、〈三日月同盟〉の新人世話係であり、自分も新人のセララだった。

　大して広くもない店は、溢れかえる程の客を詰め込んでごった返していた。もう10月になり、夜風が肌寒いほどだったが、暖房を入れていないのに店の中は暑いほどだ。

　ここ数日、祭を控えて多くの〈大地人〉がこの街を訪れている。当然街にある宿泊施設はどこも満室状態だし、臨時の宿泊施設として〈円卓会議〉が用意したゾーンも使用されているほどだ。

　飲食店もそれは同じで、どこも盛況。味が自慢のこんな裏通りの店にも、祭が本格化する明日に備えて、景気づけに一杯ひっかけている〈冒険者〉や〈大地人〉が溢れている。

〈円卓会議〉が発表した新料理法は、確かに風のような速さでヤマト全土に広がった。しかし、だからといって、それを使いこなせる〈冒険者〉や〈大地人〉が多いわけではない。むしろスキルによって制御されている以上、人口の中の数パーセントにすぎない。その彼らは、限られた食材を用いて日々新しい料理を作り出している。

　日本で食べられていた料理を再現しようとする傾向がある〈冒険者〉に比べ、経験のない〈大地人〉は書庫にあるレシピを掘り返して自分たちらしい料理を作っていた。調理法はまだまだ単純だが、それだけに素朴な味わいがあり、評判になる店もある。




　ここ「リングイネ」もそんな店のひとつだ。

　トマト味のおでんともいうべき煮込み料理が自慢で、酒が出される時間とも相まって、店内は品のない喧噪に満ちている。少女にはいささか刺激の強い店だったが、セララとしては大好きなにゃん太と遅めのディナーが一緒にできて満足だった。狭い店内だというのも、テーブルの下でお互いの膝小僧がぶつかる距離だと思えば、嬉しくてくすぐったい。

「にゃん太さんは、お疲れですか？」

「そんなことはないですにゃん」

　にゃん太はそう答えてくれるが、今日は八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だった。〈三日月同盟〉は『天秤祭』で幾つかの店舗を出すことになっている。復活する〈軽食販売クレセントムーン〉もそうだし、そのほかに裁縫部門が実演販売を、鍛冶屋たちはネーム入りの武器販売を行なう。

〈三日月同盟〉は少人数ギルドで、それぞれの部門は多くても５人ほどでしかない。にゃん太は調理部門の助っ人兼講師として協力してくれていたのだった。

「上手に……できましたよね？」

「ちゃんとできてますよ、セララっち」

「明日が楽しみですっ」

「そうですにゃー」

　そうしてにゃん太と忙しい一日を過ごし、夜が明ければ明日も丸一日売り子をすると思えば、わくわくと嬉しくなってしまうセララだった。この場合、わくわくの気持ちは「丸一日売り子」よりも「丸一日にゃん太と一緒」にかかっている。

　五い十す鈴ずが〈三日月同盟〉を辞めて〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に移籍を決めたとき、正直にいえば心が揺れなかったわけではない。ススキノで助けてもらったあの日から、セララはにゃん太のことが大好きだったのだ。セララだってにゃん太の元へ移籍したくなかったといえば、噓になる。

　しかしセララは〈三日月同盟〉の中で、新人たちの面倒を見る役目を担っている。〈ハーメルン〉から引き上げてきたばかりの五十鈴とは違い、セララには、セララを頼りにしている仲間たちがいるのだ。

　私は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉へいけません、とにゃん太に謝ったことがある。好きだという気持ちが噓だと思われたくなくてだ。

　にゃん太は微笑んで「セララっちはとても偉い子ですにゃ」といってくれた。大人で紳士のにゃん太はいつでも優しかったけれど、それ以降、もっと優しくなったような……セララの言葉にちゃんと耳を傾けてくれるようになった気がする。だからセララとしては、今はこの位置で十分満足だ。

　トマトで煮た魚介や野菜はあっさりとしているのにコクがありおいしかった。氷を浮かべたオレンジ水もおいしい。にゃん太と他愛もないことを話すのが楽しく、セララは幸せな気持ちで食事を進めることができたのだった。




　そんなとき、鋭い破砕音が響いて、店内のざわめきが一瞬で停止する。どうやら店員が食器を落としてしまったらしい。この店の名物であるトマト煮が飛び散って、石床の上に真っ赤な花のような幾何学模様を描いている。

　白磁の皿は砕けて床に散らばっているが、飲食店である以上、ありえることだ。そんなどうということのないトラブルに、ざわめきが戻りかけたとき、殴打音が再びそれを断ち切った。

　テーブルの上に視線を落としかけたセララが視線の先に見たのは、倒れてゆく女性店員と、仁王立ちの男性だった。

「ふざけるなっ。このような染みをつけ、どうしてくれるっ」

　男は居丈高に怒鳴り散らす。

　セララは素早くステータスを確認する。おそらくどちらも〈大地人〉だろう。メイン職業が〈冒険者〉のそれではない。まだ若い男の方は金のかかった衣服を身につけている。貴族らしいその男はいらついた口調で給仕の娘の不手際を責め立てると、給仕娘風情に弁償しきれる金額ではないのだといい放った。

　みな息をのんで静まりかえった店内の雰囲気に、男は気をよくしたらしい。さらに高圧的になって店を貶おとしめはじめた。いわく、狭い。汚い。騒がしく、品位の欠片もない。名店だと聞いてきてみれば期待はずれだ。やっと騒がしさだけはなくなったようだな、と。

　セララは嫌な気分になる。

　自分たちは楽しく食事をしていたのだ。

　料理だっておいしいし、確かにちょっと騒がしいけれど、そういう雰囲気はけっして悪いわけじゃない。現に、みんな楽しそうだったではないか。ここは、そういう店なのだから、そういう店が好きな人がくればいいのだ。他人の食事を邪魔するなんてよくない。素直にそう思った。

「バカか？　こいつ」

　店内の誰かがぼそりと呟いた。

　男は勘違いしているのだ。この店は、男──おそらく貴族が普段食べているような専用の宮廷内食堂でもなければ、社交界御ご用よう達たしのリストランテでもない。うまいトマト煮を出す「裏通りのメシ屋」である。

　さらに勘違いはもう１点ある。周囲が静かになった理由は男のもっている権威に周囲が恐れ入ったからではない。男のあまりの頭の悪さにあきれ果てているのだ。

「誰だっ!?　今わたしを愚弄したのはっ!!」

　男の激高した声に３人の〈冒険者〉が立ち上がる。それに脅威を感じたのか、男とは別のテーブルで食事をとっていた護衛風の〈大地人〉戦士も腰を上げた。一触即発の状況に、店内にはぴりぴりした雰囲気が立ちこめはじめた。




「にゃん太さん」

　セララは身を小さくして声をかける。

　恐怖感、というのとは違う。セララだってあのザントリーフ攻防戦の、それも最悪といわれたチョウシの戦いに参加したいっぱしの〈冒険者〉だ。アンデッドや魔獣との戦闘経験だってある。戦闘という意味ではこの程度の緊張など修羅場のうちには入らない。しかし、人間同士が感情をぶつけ合うという現場は、そういった戦闘の緊張感とは別だ。みんなで仲よく過ごしたいという願いが踏みにじられるのは、いいようのない圧迫感となってセララを飲み込もうとしている。

「心配することないですにゃ」

　にゃん太は立ち上がって振り向くのと同時に、ひょいと手を伸ばして、青年貴族の首根っこをつかまえた。まさに猫を持ち上げるときの、あのやり方だった。虚を突かれた青年は目を白黒させてあっけにとられる。

「おいたはいけないですにゃ。ここはみんなが楽しく食事をする場所ですにゃん」

「黙れ！　平民がっ！」

「我が輩は〈冒険者〉ですにゃ」

　にゃん太の返答に、男は一瞬返答に詰まり、その表情に狼狽が走る。そう、ここはアキバの街なのだ。いくら〈大地人〉が増えてきたとはいえ、街を行き交う人間の半数以上が、未だに〈冒険者〉である。

　その事実を失念していたのか、男は悔しげに表情を歪める。

「それならばなおさら関係ないっ」

「うーん」

「これは我ら〈大地人〉の内のことだ。〈大地人〉は〈大地人〉同士の身分の差というものがある。口出ししないでもらおうっ。お前たち〈冒険者〉には関係のないことだ。お前たちとことを構えるつもりはないっ」

「へー。そうは見えなかったな」

「俺らのなじみの店にずいぶん好き放題いってくれてたみたいだけどさ」

　店の奥で立ち上がった３人はやはり〈冒険者〉だった。そのうちひとりが、給仕の少女に回復呪文をかけている。

　男の護衛戦士は頻繁に唇を舐めて、落ち着きなく左右を窺う。

　装備を見ても、実力差は明らかだ。イズモ騎士団ならともかく、各領主が抱える騎士団クラスであれば、高レベル〈冒険者〉の敵ではない。ましてや、貴族の放蕩息子につけられた護衛など、レベルにして、10やそこらでしかないだろう。

　セララから見ても、護衛の男は、即時制圧が可能なようにしか見えない。

「若様、ここはどうかっ……」

「ここはアキバの街ですにゃん。アキバの街には、アキバの街の守るべき秩序というものがあるのですにゃん。おいたはいけないのですにゃ」

　にゃん太は護衛の言葉を遮りながら、戸口の方へと歩き出す。大声を出して暴れようとした貴族風の青年は、細身の、しかも若くは見えないにゃん太が、片腕一本で自分を悠々と引きずっていく現実に、口をぱくぱくさせている。にゃん太は戸口までくると、さして力を入れたふうもなく、青年を目の前に吊り上げた。

「代金は要らないですにゃー。ここはサービスしておくにゃ。今日はお祭だから、もめ事はなしで楽しく過ごすといいんだにゃあ」

　にゃん太は戸口からその男をぽいっと投げ出すと、若様、若様と叫ぶ護衛の男が慌ただしくそれを追いかける。

　この程度であれば、アキバの街に存在する衛兵機構が反応することはない。抜刀したり、直接的なダメージを与えたりしなければ、衛視が案外ザルなのは、街の住民には広く知られていることだった。




「にゃん太さん」

「大丈夫大丈夫。食事に戻るですにゃー」

　穏やかにいうにゃん太の言葉に、セララはほっとする。

　同様に、店の中の雰囲気も弛し緩かんして騒がしい空気が戻ってきたようだ。給仕の娘はみんなに頭を下げて回っているが、返ってくるのは気にするな、当たり前だという声だけだった。娘は真っ赤になって感謝している。

「でも、珍しいですね。こんなこと」

「〈大地人〉の人が増えてきたからですにゃ。それに今日はお祭で、普段この街に馴染みがない人もたくさん来訪しているですにゃ」

　にゃん太は慎重に千切ったパンにトマト煮をつけて、ひと口囓った。

「〈大地人〉は貴族社会みたいですからにゃぁ。アキバの街の雰囲気には面食らってしまうのかも知れませんにゃ」

　面食らってしまうなんて、とセララは言葉を途切れさせる。

　セララはアキバの街以外で暮らしたことはほとんどない。短い期間だけススキノの街にいたが、あれは潜み隠れていただけで街の雰囲気を知ったとはいいがたい。だから〈大地人〉の街の雰囲気や慣習はわからなかったが、貴族による差別や暴力が日常だとすれば悲しいことだと思う。

　しかし〈大地人〉はこの世界の主役の一方だ。彼らには彼らの文化や生活を自由に営む権利がある。むしろ、〈冒険者〉の方こそ秩序を乱す権利など「ない」のかもしれない。それは、にゃん太やシロエから聞いたことのある言葉だった。今までピンとこなかったその言葉が、やけに重く胸に染みた。

「まぁでも。うちの街はうちの街ですにゃ。郷に入っては郷に従え。おいしい食事はにこにこ食べるにゃ。お祭は楽しく遊ぶにゃ。……もめ事が起きそうなときは、みんなで気をつければよいにゃ」

　にゃん太の言葉に、セララはほっと安心して頷く。

　今回の祭は、セララたち〈冒険者〉の祭であると同時に、〈大地人〉へと開かれた最初のイベントでもあるのだった。もしかしたら今日のようなトラブルが増えるかもしれない。でも、だからといって引き返すつもりはない。それは必要なことだとセララは誰にいわれるまでもなくそう思ったのだ。




　居酒屋の中には、再び喧噪に満ちた温かい雰囲気が戻ってきていた。先ほどのちょっとしたトラブルは、みんなの心の中にも、疑念や不安感を残したかもしれないが、そんなことでへこたれる〈冒険者〉はいないようだった。あの程度の騒ぎで不安がっていたら、異世界で暮らしていくことなどできやしない。

　アキバの〈冒険者〉はこの５ヶ月でずっと鍛えられているのだった。

　だから大丈夫。セララも安心して、にゃん太に微笑みかけた。




　　▼２




　その同じ夜、別の場所では別のふたり組が自暴自棄な勢いで働いていた。

〈三日月同盟〉を率いる美女（？）コンビ、マリエールとヘンリエッタである。矢継ぎ早の指示を飛ばしまくって、オープンを明日に控えた臨時店舗とショーの準備は進められてゆく。

〈三日月同盟〉は現在65名。〈ハーメルン〉事件で人数は増えたが、この規模ではまだまだ中堅というところである。当然、三大生産系ギルドのような大規模な出店を行なう体力はない。

　しかし、今回の祭は、そもそも中小ギルド発案のイベントという側面もあった。

　新しいアイデアというのはなにも大規模なギルドからのみ生まれるものではない。腕のよい職人がひらめきさえすれば、さまざまな新アイテムが生まれる。それが今のアキバの街だ。生み出された新アイテムは、大ギルド生まれであればその大ギルドが広く告知することができる。だが、その職人が小規模ギルドに属していた場合、そのアイテムをプロモーションするのはギルドの体力的に困難だ。

　そこで考えだされたアイデアがさまざまな思惑を経て、今回の『天秤祭』になっている。

　つまり、『天秤祭』という形で広く参加者や客を集めるので、中小ギルドが出店しても、新アイテムが多くの〈冒険者〉や〈大地人〉商人たちの目にとまりやすくなるのだ。




〈三日月同盟〉もそんな効果を当てにして出店を行なう予定である。

　もっとも、その内幕はいたって陽気だ。マリエールとヘンリエッタも、文化祭的な雰囲気を存分に楽しむために、こんな夜更けまで作業を続けてしまっただけである。かといって、儲けは１００％度外視の、ただの遊びかといえば、そんなこともない。

　中小ギルドにも一儲けのチャンスがありそうだという現在のアキバの状況は、〈三日月同盟〉をはじめ、あらゆる小規模ギルドにとって歓迎すべき雰囲気だった。

　時刻はすでに真夜中を回っている。

〈三日月同盟〉の仲間たちもギルドホールのあちこちで沈没しているだろう。ふたりのいる部屋の中央には、卓球ができるほどのサイズのテーブルがあり、付近には木箱が積み上げられている。新ギルドホールの余裕のある間取りは、こんな作業スペースをも生み出していた。

　木箱の中に草木染めのチュニックをしまっていたマリエールは、肩をぐるぐる回して一息入れると、ヘンリエッタに声をかけた。

「なぁなぁ。そろそろこれで終いやん？」

「そうね」

　ヘンリエッタはテーブルの向かい側で何枚かの書類を確かめて、手元のタグに数字を書き入れると箱に貼り付けた。

「終わりにしましょうか」

　マリエールはその言葉に、はふぅと大きく息をつく。

　明日からは『天秤祭』も本番だ。

　アキバの街を十文字に切り分ける２本の大通りには、連絡会が抽選した割り当てにしたがって多くの露店が開かれるだろう。〈三日月同盟〉も、中央通りにささやかな出店場所を手に入れていた。そこでは〈クレセントムーン〉を復活させて、伝説のクレセントバーガーを久しぶりに販売する予定である。もちろん、お値段の方はあの時よりもずいぶん安くして、だ。

「あれは足下価格やったもんねぇ」

「足下でしたわねぇ」

　箱詰め作業で疲れたふたりは、放心したような表情で会話を続ける。

〈三日月同盟〉の誇る、「胸が大きくて美人で胸が大きい関西弁ギルドマスター」ことマリエールも、「眼鏡で知的で叱られたいお姉さん」ヘンリエッタも、ふたりっきりの作業室でだれている姿は、どこにでもいる普通の女性〈冒険者〉と変わりがない。

　このままでは居眠りしかねないと思ったヘンリエッタは「マリエ、しゃんとしなさい」と相棒の肩を揺する。しかし、マリエールはといえば、もとより普段からそこまで規律正しいというわけでもないのである。こくこく頷くものの、くってりと脱力していた。

　そんなマリエールをなだめすかして、とりあえずソファにつれてきたものの、今度はそこに根を生やしてしまうマリエール。寝るならばベッドの方がよいのだろうが、それにはシャワーが浴びたいなどと我が儘をいう彼女に、ヘンリエッタはあきれ果てる。

「シャワーを浴びたいならば浴びてくればよいのに」

「ちょっと休憩するぅ～。ヒットポイントがピンチなんよ」

「ＨＰバーは完全に緑ですわ。だいたいピンチならば自分にヒールをかければよいでしょう？」

〈冒険者〉の身体的なスペックは高い。〈吟遊詩人バード〉であるヘンリエッタですら、10時間にわたる箱詰め作業で多少運動後の熱を感じる程度だ。ぐったりするほどの消耗にはほど遠い。

　マリエールのそれも、疲労というよりは精神的な消耗なのだろうとヘンリエッタは考える。

「ちょっと休むぅ」

　むずかる親友に深々とため息をつき、ヘンリエッタはその隣に腰を下ろす。

「どうしたんですの？　マリエ」

「なんでもないんよ」

「噓おっしゃい」

　ヘンリエッタは肩をすくめる。マリエールの態度が可愛らしすぎて、手間暇をかけたじっくりした下ごしらえによる、繊細で味わい深いツッコミをする気にもならないのだった。

　マリエールが拗すねている理由は、なんとなく想像がつく。

　この１ヶ月の間、からかい続けてきた例の件だろう。

　ヘンリエッタは脳裏に想起したメニューにカーソルを走らせる。

「──はい。わたしです。ええ、ええ。……いえいえ、夜分、申し訳ありません。で、かねてより、はい」

　接続を確立したヘンリエッタは空中に声を投げかけた。念話機能を用いているのだ。対象からの音声は耳の内側で再生されるため、独り言をしゃべっているように見えるが、魔法的な接触は遠隔地にいる知り合いとの会話を可能とする。

　それがわかっているから、マリエールの方も独り言か？　といぶかしがる気配はない。しかし、そのかわり、ぼんやりした表情が次第に真面目になり、慌てはじめ、動揺する。

「ヘンリエッタ？　誰？　誰と話しとるん？」

「ふふふふっ。ええ、ええっ。そうなんですよ、もう。くってりしちゃって目も当てられないくらいです。ほぉんと、拗ねちゃってますからねぇ。マリエは。くぁわいらしぃんですよ、こう。胸とかふるふるっ！　とさせて」

「誰ーっ!?　誰と話してるんよーっ!?」

「念話中です。静かにしてくださる？　マリエ」

「うちのこと話してるのに静かもなんもあるかぁ！」

　含み笑いを続けるヘンリエッタの肩を、マリエールは揺すりはじめる。しかしその辺は、ヘンリエッタも付き合いが長く手慣れたものだ。彼女は、マリエールの耳の後ろ側を白い指でくすぐると、無情にも引っぺがしてソファに押さえつけてしまう。

「ええ、はい。荷物が山盛りですわ。直なお継つぐさんにお手伝いしていただけると──ええ、マリエも喜びます」

〝直継〟という言葉で身体をすくませるマリエールをまるっきり無視して、ヘンリエッタはゆったりと念話を進めてゆく。

「お願いします。はい。はい……。ではのちほど」

　晴れやかな笑顔で振り向くヘンリエッタが見たのは、ふくれながらも狼狽うろたえるマリエールだった。




「なんでヘンリエッタはうちのこといじめるん」

「いじめてませんわ？　それはマリエの誤解でしてよ」

　その言葉にマリエールは口をへの字にしてなにかいいたそうな表情を見せる。卵形のつるりとした輪郭の中で、表情豊かに輝く瞳がとても魅力的だ。もっともヘンリエッタは、マリエールが可愛らしくても容赦するつもりなんてない。彼女を虐めるのも、活を入れるのも、ヘンリエッタの趣味なのだ。

「よろしいのですの？　直継さん、あと小一時間ほどでお手伝いに見えられると思いますけど」

「こんな真夜中に!?」

「ええ。搬入作業は、女手だけでは大変ですもの」

　しれっと答えるヘンリエッタ。マリエールは突如電源を入れられたかのように直立状態になると、手近にあるカーディガンを鷲わし摑づかみにして走り出す。私室に戻ってシャワーでも浴びるのだろう。

「う、うちっ。ちょっとお花摘みっ!!」

　見え透いたいいわけを残して駆けだしたマリエール。その後ろ姿に「がんばってくださいね」とひらひら手を振ったヘンリエッタは、そのままソファに腰を下ろした。




（マリエは相変わらず可愛いこと。これは当分どうなる様子もありませんね。やれやれ、ですわ。──それはそれとしても）

　バッグから取り出した書類束をぺらぺらと捲るヘンリエッタ。

　直継からちらりと聞いたシロエの様子で、気になっていたことを思い出してしまったのだ。




　それは連絡会でとりまとめた資料だった。出店を希望するギルドや商店、個人や、グループが一覧となっている。出店料は控えめに設定していたが、それでもその収益金だけでたいしたものだ。それほどに、今回の祭は予想を超えて大規模になっていたのである。

　その主たる原因は〈大地人〉だ。〈自由都市同盟イースタル〉だけではなく、西方からも交易商人や貴族商人が集まってきている。アキバの街のもっている経済的な規模は人口から推測できる以上に大きい。そこに目をつけた〈大地人〉社会が、このアキバの街に食い込むために我先にと争って進出してきた結果だ。

　カラシンをはじめ連絡会のメンバーもそれは予想していたが、蓋を開けてみれば注目度はその予想よりもずっと高かったといえるだろう。明日からの祭、特に中小ギルドはその盛況ぶりに驚くことになる。

〈冒険者〉同士の学園祭気分でいる露店の多くはあっという間に品切れになってしまうだろう。なにせ〈大地人〉商人は「仕入れ」にきているのだ。自分の欲しいものを吟味して１点ずつ買っていく〈冒険者〉とは根本からして違う。

（でも……）

　ヘンリエッタは指先で眼鏡を押し上げる。

　トレードマークともいえる、細い銀縁の眼鏡が、集中した彼女の表情の中でわずかにきらめく。なにかが引っかかるのだ。ベテランだなどとは口が裂けてもいえない彼女の社会人経験。それでも、会計を自認して帳簿だけを捲めくってきた経験が、なにか違和感のようなものを伝えてくる。

　得体のしれないもやもやした感覚が不快で、ヘンリエッタはきゅっと唇を嚙んだ。

（シロエ様なら……）

　いつの間にか慣れ親しんだ青年の横顔を思い出す。

　考えてみれば、思い出すのは横顔ばかりだ。向かい合って話したことがないわけではないが、ヘンリエッタの中には、あの意地っ張りの青年の大事なシーンは、常に横から眺めていたような記憶がある。〈円卓会議〉が成立した会議でも、レイネシアが立ち上がったあの会議でも。ヘンリエッタはいつでも脇役として、その横顔を１歩退いた場所から眺めてきた。

　意志の強さと鋭い直感力を秘めたあの横顔をもつ青年ならば、ヘンリエッタが抱えている不安感の正体を暴いてくれるかもしれない。

　アドレスメニューを辿るほどその考えに誘惑されていたが、結局連絡をとることはなかった。それは何度か繰り返し考えた結論だ。




　シロエはすでに〈円卓会議〉の雑用をたっぷりと抱えている。

　今回の祭に関しての雑事は、シロエの手を煩わせないようにしようという方針は、カラシンとヘンリエッタの間で結ばれた協定でもある。もちろん、明言して約したわけではないが、〈円卓会議〉はシロエを酷使しすぎだという共通認識があった。




　それに今のシロエには、アカツキとミノリがいる。

　どちらの少女も、ヘンリエッタから見れば魅力的なことこの上なかった。

　ほっそりとした燕つばめを思わせる滑らかで優美な姿形。日本人形のような黒髪をもつ美少女のアカツキ。

　華奢で抱きしめたくなるような、それでいて少女らしからぬ力強さと責任感を体現したかのような汚れないミノリ。

　あのふたりがシロエによせる想いを見れば、自分の出る幕はないように思える。

　元来自分は植物的なのだ、とヘンリエッタは思った。

　恋愛にまつわる動物的な感情はよく理解できないし、マリエールがするようなスキンシップを基盤にしたコミュニケーションは自分には縁遠く思える。アカツキに対するそれは、つまりは「着飾らせて愛めでたい」という気分であって、どうも世間でいう男女間の恋愛とは趣を異にするものであるというのは、ヘンリエッタ自身も理解している。

　シロエのことはよく意識に上るから、〝そういうこと〟なのかとも思うが、かといって旧世界の流行歌のように、身も世もないほど会いたいとかつながりたいとかいう欲求に焦がれるほどではなかった。

「殿方の中では一番まし」

　かつてシロエをそう評したヘンリエッタだ。

　自分の気持ちが、とても淡くはあるが〝それ〟であることくらい把握している。

（つまり、淡泊な性格なのでしょうね……）

　その事実にそこはかとない寂しさを感じないでもない。明けても暮れても愛しい人の顔が思い浮かぶというのはひとつの憧れではあるが、自分にはそこまで執着心がもてなさそうだ、というのは自覚しているし、それはそれで一興だろう。

　ヘンリエッタにとっては、アカツキは可愛らしくて大事にしたい友人であるし、新顔ではあるがミノリも気のおけない友人である。そんな友人たちの恋路に分け入らないですむのは有り難くもあった。

　どちらかに肩入れすることはできないが、シロエが選んだ人を、祝福する覚悟くらいはある。

　シロエには──。

　あの厳しい横顔をもつ希代の詐欺師には幸せになって欲しい。

　幸せになることによって、はじめて周囲を幸せにできるタイプの人間なのではないか？　ヘンリエッタはシロエをそのように思っていた。

（じれったい３人組ですけどね）

　ため息をつくヘンリエッタ。

　ふたりの少女もシロエも、そういう意味ではとても不器用そうだ。なにもない草原にピクニックにいっても遭難しかかるタイプかもしれない。難儀な３人ではあり、手助けできないのがもどかしい。

　友好ギルドの恋愛事情を考えるヘンリエッタは、先ほどの違和感をいつの間にか失念していた。まったく今のアキバは多た事じ多た端たんで考えることが多すぎたのである。




　　▼３




　夜が明けた。

　早朝のアキバの街は10月らしい爽やかな空気に包まれていた。まだ本格的に陽が昇っていないこの時間、空気はしっとりと冷気を含み、静寂に充ちている。

　アキバの街は、旧世界の秋葉原と地理や大まかな構造は同じだが、もちろん違った点も備えている。

　古代樹に包まれたこの街は、大通りやあちこちの広場の大地に苔や芝生を茂らせ、緑に包まれているのだ。

　街のいたるところを包み込む落葉樹や小さな宝石のような実をつけた茂み。アキバの街は背の高いビルの廃墟と自然が融合した、不思議な風景をもつ街となっている。

　その緑に、秋の朝の露がしっとりと降りている。

　歩を進めるつま先にその雫を感じながらも、ミノリはギルド会館へと急いでいた。




『天秤祭』の２日目、朝である。

　昼から前夜祭に向けて徐々に期待感が高まっていった初日とは違い、今日２日目はそっくり丸ごとイベントの連続になっている。

　２日目である本日行なわれる各種展示即売会、そしてレイネシア姫の名の下に開催される夕餐会と、今晩から夜を徹して３日目に続く「アキバよろず市」が今回の祭の目玉である。そう、『天秤祭』の本番は今日からはじまるのだ。

　その期待感からか、普段であればまだ微睡まどろんでいる早朝の街に、あちらこちらでせわしなく荷物を運ぶ人間を見かける。きっと露店に商品を運んだり、当日になって気がついた足りないアイテムを慌てて手に入れに向かったりする人々なのだろう。

　さすがにギルドホールの入り口までくると、普段以上のざわめきがはっきりと伝わってくる。何人もの〈冒険者〉が出入りしている様子が窺えた。ミノリは無理矢理にでも元気よく挨拶をしながら、黒曜石のようなその建物に入ってゆく。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉は〈円卓会議〉を構成する11ギルドのひとつだったし、ミノリはシロエの手伝いとしてギルド会館への出入りが多い。受付の〈大地人〉女性をはじめ、ここに詰めている〈冒険者〉たちの何人かとはすでに顔見知りだった。

　かつて手伝いにきた〈円卓会議〉とその資料室、執務室があるフロアには向かわず、今日は〈生産系ギルド連絡会〉の方へと向かう。シロエからのお使いで一度資料を受け取りにきたことがあるので、場所はすぐわかった。

　フロアは早朝から慌ただしい雰囲気に包まれていた。大きな樫の木の扉は、観音開きに開け放たれ、廊下にまでいくつもの木箱がはみ出している。

　この〈生産系ギルド連絡会〉は今回の祭の中心的役割を受け持つ組織だ。そのためこんな時間にもかかわらず、活気が溢れている。中からは怒鳴り声に近い指示の言葉が飛び、慌ただしく駆け出るものや、荷物を運び込む人が出入りしている。




　ミノリはその扉をそっとくぐると、顔見知りの〈冒険者〉に会釈した。たしか〈第８商店街〉の職人だったはずだ。

「どうしたの？　ミノリちゃん」

「えっと、その。──カラシンさん、います？」

　なんとなく居心地の悪さを感じるミノリ。たとえていえばそれは「自分が所属していない部活の部室にやってきてしまった感じ」に近い。

　落ち着かない様子のミノリに、その職人は笑いかけ、「ああ、奥にいるよ。入れば？　とっちらかってるけど、そこは堪弁な！」といってくれた。声が大きいのは、おそらく徹夜でハイになっているからだろう。ミノリはおずおずと事務所の奥へと向かった。

　ミノリが早朝からこんなところへきたのには理由がある。

　昨晩はアカツキとシロエの密やかなシーンを見てしまって、自分の浅ましさに落ち込んだりもしたが、ミノリ自身が今回の『天秤祭』に対して掲げた目標は、シロエの悪評を雪そそぐことにある。

　当初考えていたそのための手段は、ケーキバイキング出場で耳目を集めつつ、大夕餐会への招待状を手に入れる。夕餐会に出席し、参加者との歓談を通じて、シロエの好感度を高める──というものだった。

（それは、結局失敗しちゃったけれど……）

　ホールケーキ12個だなんて無理すぎる、とミノリは思う。

　いじわるだ、まったく──とは思うが仕方ない。

　だが、失敗は失敗として、諦めないのであればミッションをこなすために別の手段を考えなければならない。不慣れな知恵を絞って考えついたのが〈生産系ギルド連絡会〉への直訴であった。

　幸いここを取り仕切っている〈第８商店街〉のカラシンとは面識があった。招待状が余っているのならなんとかお願いして手に入れられないだろうか？　ミノリはそう考えて、〈生産系ギルド連絡会〉へとやってきたのである。

　しかし、カラシンの方はといえばそれどころではないようだった。〈生産系ギルド連絡会〉事務所の中央執務室……それとも会議室なのだろうか？　その大きな部屋には、それこそ壁のような量の書類がつまれている。

　大量の書類はシロエの書斎でも見慣れていたし、コンピューターのないこの世界では、すぐに増殖すると聞いていたが、この部屋の混乱度はシロエの書斎の比ではなかった。シロエの書斎には少なくとも整頓や効率化の意志が見えたが、この執務室にあるのは混乱とエントロピーだけだ。




　部屋中央のテーブルの片隅では、カラシンとその同僚たる少年が必死に作業スペースという文明圏を守ろうとしていた。しかしその努力もむなしく、彼らのささやかな領土は押し寄せる蛮族──つまり乱雑な報告書に脅かされて青息吐息の状態だ。

　凄まじい様子のカラシンに、ミノリは声をかけるのを躊躇ためらう。そのとき、ミノリの背後から部屋に入ってきた男が、元気のよい声で報告をはじめた。

「カラシンさん！　南ブロックの販売物表と帳票もってきましたぁ！　お願いしやーっす！」

　まとまった量の書類をテーブルに追加した青年は即座に出て行ってしまうが、その一撃によってテーブル上の勢力図は一変してしまった。ゆらゆらと揺れていた書類の塔は、ミノリが伸ばした指先をするりとすり抜けて倒れてしまったのだ。ドミノ倒しのような連鎖反応により、押し寄せる蛮族は次々と侵攻の狼煙のろしを上げはじめる。

「ああぁっ!?」「ひぃ!!」

　悲鳴のような声を上げるカラシンとアシスタントの顔は、絶望で青ざめている。こんな状況下であれば当然だろう。ひとしきり罵り声をあげたあとに、しょんぼりと書類をまた積み重ねはじめるふたりに、ミノリはおそるおそる声をかけた。




「お手伝い、しましょうか？」

「ちくしょうですよ、まったく。あれ？　……えーと」

「シロエさんのところの。ミノリちゃんだっけ？」

「ええ。お手伝い、します」

　ミノリは長袖のブラウスの腕をまくり上げる。こんなに混乱した書類の山は見過ごしてはおけないし、ここで手伝いをしてカラシンの心証がアップすれば、「お願い」を聞いてもらえるのではないか、という打算もあった。

「うん、頼むよ。……タロ、お茶頼む。濃いやつ」

「はい、わかりましたぁ～」

　どれだけ連続労働をしていたのか、ふらふらと出て行く少年を見送ったカラシンとミノリは、乱れ飛んだ紙束の収集にとりかかる。ざっと見たところ、それらは、今日の展示即売会に関する届け出書類らしかった。他にも商取引に関する届け出や、質問書、指示書、納税書と、あらゆるものがごちゃ混ぜになって、ただ紙のサイズが似ているという理由で分別されて山のようにつまれていく。

「カラシンさん……あのぅ。これ、種類バラバラですけど」

「バラバラなのはわかってるけど、一回崩れちゃったらもう分類はわからないんだよ。というか、そもそも決まった書式も用紙もないから、同じ目的の書類であってもサイズもバラバラなんだよなぁ」

　がっくりと肩を落としたカラシンは呻く。




「こんなに大変だとは思わなかったよ。ったく、〈大地人〉ってのもなかなか一筋縄ではいかないな。あいつら税金納めてないのかなぁ」

「〈大地人〉さんがどうしたんです？」

「いや、直前になって変更や追加があるのは、商売だから当たり前なんだけどね。これだけ人数がいるとは思わなかったものだから。書類もいいかげんだし、文化が違うのかね。身内のギルドのことならいいけど、今回は記録を残せっていう〈円エ卓ン会タ議ク〉からのお達しだからさ」

　あとはわかるだろう？　とでもいうようにカラシンは肩をすくめる。確かにちょっと引いてしまうほどの混乱だった。整理しなければならないのはわかっているのだが、その間にもひっきりなしに問い合わせや催促の伝令が届く。一度山に紛れてしまった書類を追跡するのは困難だ。

　もちろん、シロエがかっていたカラシンの現場対応能力はさすがで、スタッフも勤勉に見える。問い合わせに対する反応は早くて、即断即決だった。

　その判断能力の高さが、報告書や書類の整理が進まなくても現場を回転させているし、問題の先送りを可能にしている。今はよくとも、カラシンは徐々に追い詰められてゆくという構図だった。事前提出された書類や、刻一刻と増えてゆく書類が、どんどん後回しになっているのだ。

「わたし、今日はここでお手伝いしてゆきます」

「いいのかな？　〈記録の地平線ログ・ホライズン〉だって今日はいろいろあるんじゃないの？」

　少し考えたミノリは手助けを申し出た。ケーキバイキングから続くルートは絶たれてしまったので、時間があるのは本当だ。シロエは〈三日月同盟〉の手伝いがあるなどといっていたが、必要になればどこにいても念話で呼び出しがくるだろう。

「わたしは、手が空いてますから」

「それじゃ、悪いけど頼んでいいかな。……正直いって、書類の方には手が回らないんだ。ヘンリエッタさんも、今日は忙しいらしいしね」

　カラシンの言葉に、ミノリは頷く。ヘンリエッタは連絡会の方の業務にも関わっているとシロエから聞いたことがある。彼女が即売会で抜けているために、このように混乱した状況になってしまったのかもしれない。

「とにかく、整理してゆきますね」

　ミノリは手近な書類の塔を床に降ろすと、ポシェットの中から紙とインクを取り出す。ランクはけっして高くはないが、自分で作りだしたものだ。

　鞘に入ったままの懐刀を文鎮代わりに置くと、書類の塔の一番上から読みはじめる。慌てず、でも、急いで。──それは倉庫に運び込んだ荷物の預かり証だった。ミノリはひとつ頷いて、わずかに空いたスペースに置く。預かり証、一枚。その次は、見回りからの違反者報告書。報告書、一枚。

　まずは最初の一歩。小さくてもがっかりしてはいけない。はじめたばかりなんだから、成果が小さいのは当たり前。ひたむきにやるのが大事だ。




（なにもしてなかったんだもんね）

　シロエに憧れて、シロエのことが好きなのにもかかわらず、歩き出してもいない自分を発見した昨夜の苦痛がまだ胸の中に燃えている。昨日までの自分は、まだ卵の殻の中にいたのだ。

　そうであるならば、なにかをはじめなければならない。

　シロエのことが好きならば、シロエになにかをしてあげたい。

　自分はまだどこにでもいるような中学生でしかないけれど、恋をしたと胸を張るためには、シロエになにかを与えられるような人間になりたいとミノリは願った。

　肺はい腑ふを灼やくような苦さに充ちた夜を乗り越えて出した、それがミノリの結論であった。

　ただ憧れて深く考えもせずに、一緒にいるためだけに目指した師の背中は、今やミノリの中では別の意味合いをもっていた。

　シロエのあとを追うだけならば、シロエと同じ景色を見るだけならば、その背中がゴールでもよかった。でも、シロエを助けたいのならば、別の力を身につけなければならない。別の力を目指しつつ、同じ道を歩くのは、きっと大変だろうけれど、今のミノリが望むのはまさにそんなルートだったのだ。

〈冒険者〉の身体能力向上は、視力や反射神経にまで適用される。

　ミノリはそれを生かして、驚異的なスピードで書類を分類していった。ざっと目を通した段階ですぐにでも対処が必要そうなものは、近辺から拝借した木箱の中に次々と放り込んでゆく。これは定期的にカラシンにチェックをしてもらわなければならないだろう。それ以外の書類は種別ごとにまとめていくのだ。




　ミノリが現在就いているサブ職業は〈見習い徒弟アプレンテイス〉だ。〈裁縫師〉が嫌だったミノリは一刻も早くサブ職業を変えたかったが、なにを選べばよいかについては判断ができなかった。そんなとき、シロエに勧められたのが〈見習い徒弟アプレンテイス〉である。

〈見習い徒弟アプレンテイス〉はサブ職業のひとつではあるものの、一般的な意味でいえば「職業」ではない。ロールプレイ系の〈会計士〉や〈占い師〉に近いものではあるが、より奇妙な特性をもったシステムだった。

〈見習い徒弟アプレンテイス〉は登録した他プレイヤーのサブ職業能力の内、低レベルで習得可能ないくつかのスキルを「コピー」することができる。ミノリが紙とインクを作ってもっていたのは、シロエに「弟子入り」して──つまり、師匠としてシロエの登録を行ない技術スキルをコピーしたからである。

　経験値取得ボーナスの存在する〈見習い徒弟アプレンテイス〉はレベルアップも早く、師匠役からコピーをさせてもらうスキルがあるので、育てるのに苦労はない。だが〈見習い徒弟アプレンテイス〉でコピーできる技術は、あくまで中堅レベル以下のものに限定されるし、「そのサブ職業ならでは」という特殊なスキルに乏しいため、人気はさほどないサブ職業だ。

〈見習い徒弟アプレンテイス〉の本当の特色は、成長のあとにある。それは転職に条件がある特殊なサブ職業を除く、ほとんどのサブ職業に転職が可能で、経験値を引き継げるという点にあるのだ。

　たとえば、〈見習い徒弟アプレンテイス〉を30レベルまで上げた〈冒険者〉が〈料理人〉に転職した場合、本来の〈料理人〉１レベルからスタートするのではなく、〈料理人〉30レベルとして転職することが可能である。

〈鍛冶屋〉など、レベルアップに手間がかかるサブ職業に就きたい場合、〈見習い徒弟アプレンテイス〉を経由するのは悪い判断ではないといわれている。もっともその場合、師匠が必要であるとか、レベルアップしたところで、アイテム作成メニューのレシピが増えるわけではないので、レパートリーを増やすために別種の努力が必要、といった問題点は存在する。




　そういった欠点はミノリにとってまったく気にならなかった。

　もともと、シロエの真似をするためのサブ職業なのだから、その程度のハンデはハンデとして意味を成さない。それに今、この混乱した書類との格闘戦の中で、シロエと同じ〈筆記師〉のスキルが役に立っている。

　安手の紙にざっと作った「書式」に、ミノリは販売希望アイテムの届け出書類を、片っ端から書き写していった。それが一定数まとまるごとに「複写」して、原本は木箱に入れてゆく。ただの届け出書類を、実際に使える資料にまとめていく作業は、シロエの手伝いで手慣れたものだった。

　ミノリは書類の山を見回す。

　この戦場には、シロエがすでに身につけた、しかし〈エルダー・テイル〉の戦闘では身につけられないなにかがあるはずだ。それがなんなのか、意味があるのか、ないのか、今のミノリにはわからない。

　今までシロエに教えてもらった知識の中に、いくつものヒントが埋まっている。ミノリが聞いた「シロエの話」はゲーム〈エルダー・テイル〉の膨大な攻略方法にうずもれていたけれど、けっしてそれだけではなかった。

　ギルド運営のこと。過去に起きたさまざまな諍いさかいのこと。ＭＭＯをやってきて嬉しかったこと。悲しかったこと。許せなかったこと。許そうとしたこと。ゲームとしての戦闘を超えた意思を競うさまざまな局面について。シロエが話してくれたたくさんの挿話の中に〝それ〟の秘密があるはずなのだ。

　しかしそれを運用するには、ミノリの経験不足が足を引っ張っている。




　──だからここに留まる。

　ミノリが下した決断は、戦闘の継続だった。ここはシロエのかつての戦場で、ミノリの現い在まが埋もれている戦場だ。

「ミノリちゃん手際いいね」

「シロエさんの、弟子ですから」

　微笑んで答えたミノリの表情には、昨日までなかった強さが宿っていた。




　　▼４




「あざーっす！」

「搬出了解っ。残り５台ーっ」

「おら、手ェ空いたぞ、よこせーっ」

　祭の２日目。朝の街は喧噪に包まれていた。

　なにぶんはじめてのことばかりの祭である。誰もが全体像を把握してはいなかった。それはおそらくこの祭を取り仕切る〈生産系ギルド連絡会〉、そのトップに立つカラシンでさえ同様だったろう。なにせ当初は、中小ギルドの有志が集まって、自分たちの創りだした新アイテムをみんなに自慢しようというレベルのイベント企画だったのだ。

　規模の拡大につれ〈生産系ギルド連絡会〉は中心的な事務処理に忙殺され、街は大混乱におちいるはずだった。

　しかし、そうはならなかったのは、この街に住む〈冒険者〉の日本人気質と、若さによる。

　多くの〈冒険者〉はこのファンタジー内世界で、ありあまる身体的性能を持て余して、つまりは暇だったのだ。その暇が悪い方向へと作用すれば自暴自棄になるし、よい方向へと作用すれば、巨大なお祭騒ぎへの貢献となる。




　アキバの街の大通り、〝ブリッジ・オブ・オールエイジス〟の馬車だまり脇の広場には、大きな天幕が張られていた。テントとはいっても屋根だけの、四方には重い鉄製の支柱がある、野戦本部のようなしろものである。そこに慌ただしく出入りするのは〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉のイカツイ面々。天幕中央の折りたたみ椅子に堂々と座っているのはそのギルドマスター〝黒剣〟アイザックだった。




「水くれー」

「〈召サ喚モ術ナ師ー〉足りてねぇ、よこしてくれぇ！」

「〈召サ喚モ術ナ師ー〉は不足中、力仕事なら自分てめえでやれ。熱か氷が欲しけりゃ〈妖術師ソーサラー〉に頼め」

「俺たちゃ〈召サ喚モ術ナ師ー〉の代わりじゃねぇんだよ、あんなソロ職。くっそ。あ、氷できましたー。はーい」

　街中の喧噪を写しとったようにこの天幕の中も騒がしい。

　アキバでも有数の戦闘系ギルド、その中でも「上限レベルに達した〈冒険者〉以外は入団お断り」という入団条件を掲げた、レイド攻略特化の硬派組織が〈黒剣騎士団〉である。当然ながらそのメンバーはハードコア・ゲーマーで構成され、鋼鉄の団結を誇っている──と対外的には思われているが、実態はただの騒がしい集団であった。

「やい、おまえらどやかましいっ」

　声の大きな戦士たちを、さらに大きな蛮声が一喝する。ギルドマスターのアイザックだ。真っ赤な髪と自信が溢れるような強烈な笑みをもった、アキバの街でも有名な〈守護戦士ガーデイアン〉である。

「うるせぇよ大将」

「座っててくださいよボス」

「バカなんだから考えるな。頭かしらは」

　周辺から口々にそういわれたアイザックは、まるで褒められでもしたかのようにカラカラと大笑いをした。これが〈黒剣騎士団〉の流儀なのである。傍らでまるで憐れむかのような視線を投げかけてくるレザリックには「今日も元気だな、おい！」などと怒鳴る。




「ゾーン巡回３班帰りました」

「おうっ。ご苦労っ」

　そのとき外から帰ってきた３人組にアイザックは声をかけた。こういうところにすぐに気がついちゃうのが大将の器だぜ、気遣いのできる俺はさすがだなぁ、だなどと思っているアイザックなのだ。まさにカリスマの為せる技だといえるだろう。

「で、どうだった。ん。なんかあったか？」

「はい、側道にはまっていた馬車の救助１件、口論の仲裁４件、支払いの訴え１件を処理しました……だっけ？」

「おう、そのとーりっ！」

　アイザックはメンバーからの報告に鷹揚にうなずく。

　そう、〈黒剣騎士団〉は自主的に街の警けい邏らを行なっているのだ。

　今や『天秤祭』はアキバの中小ギルド、生産系大ギルドといった範囲を超えて、付近の〈大地人〉貴族や商人の知るところとなった。大勢の生産者や商人たちが、自分たちのあつかう商品を売り込もうと大挙して押し寄せてきている。それらをさばき、トラブルを収拾するためには、現実的な人手が必要だ。

〈生産系ギルド連絡会〉はよくがんばっているが、そもそもギルド同士の利害調整を取り持つ組織である。今回の件でいえば、出店する場所の抽選や、話し合いがメインの業務だ。街中でのトラブル処理までは手がまわらないだろう。

　そんな思惑で、アイザックは警邏と〈大地人〉の受け入れチェックを行なっているのである。




　ここは街の南端。カンダ用水にかかる〝ブリッジ・オブ・オールエイジス〟。イズやさらに西方からの商人は、この橋をわたってアキバへと入ってくる。チェックといっても、おおざっぱで簡単なものだ。商人の名前を聞いて、一行の人数と馬車の台数、主な積み荷を確認。帳簿に書いて、おしまい。

　現実の税関などに比べればザルのようなチェックだろう。

　しかし、こういうのは気合いだとアイザックは思う。

　つまり迫力である。

　ごつい鎧よろいをきた〈黒剣騎士団〉が先手必勝で連中の意気をくじくのだ。この街でトラブルを起こしたらただではすまさんぞという意志を叩きこむのだ。物事は気合いとケジメである。

「暇そうですね」

「うっせぇ。そっちはどうなんだ」

　アイザックは鋭い視線を入ってきた人物に向けた。メガネの偉い丈じよう夫ふはアイザックと同じく〈円卓会議〉を構成する11人のギルドマスターのひとり、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる知将クラスティである。

　アイザックも一目置く、アキバの街のトップだ。ギルドマスターとしても、ひとりの〈守護戦士ガーデイアン〉としても、このサーバーでアイザックに匹敵するのは彼しかいない。
















「こちらも問題は取り立ててなく」

　クラスティは口元を小さく引き上げる。それがこの眼鏡男の笑みなのだろうと、アイザックは判断する。

　ゲーム時代から馴染みがなかったわけではない。別のギルドを率いているとはいえ、どちらもヤマトサーバーのトップを走っていた同士だ。何度かは言葉を交わしたこともあるし、なによりお互いに意識していなかったといえば噓になるだろう。

〈黒剣騎士団〉や〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のような大規レ模イ戦闘ドギルドにとって、大規レ模イ戦闘ドの先陣争いというのはとても重要なものだ。拡張パックがあたり、新しい大規レ模イ戦闘ドコンテンツが追加される。それは誰の侵入も受けたことがない新雪のような新しい挑戦だ。

　もちろん難易度は高い。

　大規レ模イ戦闘ドコンテンツというのは、ひとりソで遊ぶロコンテンツや仲パ間ーとテ遊イぶーコンテンツを遊びつくした、とびっきりの猛も者さのために用意された高難易度ハイエンドコンテンツの異名なのだ。その難関を突破するためには、最高レベルまで鍛えて、最高レベルの装備を揃えて、最高レベルの意志の固さを備えた、いかれたジャンキーどもが必要である。

　拡張パックで追加される大規レ模イ戦闘ドコンテンツは、多くの場合５～７種のダンジョンという形態をとる。その難易度には段階があるのが普通だ。まずは腕試しに一番簡単だとされるダンジョンに突撃する。結果はきまって全滅だ。

　そこでアイザックと仲間たちは不敵な舌なめずりをする。

　こいつは食いごたえがありそうだ。という意味でだ。

　何度も挑戦しては創意工夫を重ね、強大な対軍勢用レイドボスをぶち倒すのはなんともいえない達成感だ。その余禄として、今までにない強力な性能を秘めた幻想級アイテムを入手し、仲間たちの戦力は増強される。今度は手に入れたアイテムによる戦力増強を足がかりにして、次の難易度のダンジョンに挑戦する。──その繰り返しだ。

　もちろん、その挑戦のレースにはアイザックたち〈黒剣騎士団〉だけが挑んでいるわけではない。ヤマトサーバー最大最強の〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉もまったく同じように攻略を行なっているのだ。どちらが先にあのボスを倒すか？　どちらが先にこのダンジョンをクリアできるか？　大規レ模イ戦闘ドギルドが求めているのは、その先陣争いのスコアである。

　名を求めて戦うギルド。

　それがアイザックの考える大規レ模イ戦闘ドギルドである。

　幻想級アイテムはその余録であり道具でしかない。

　高級なアイテムに目が眩んだ欲グしリがーりダ屋ーは本当の意味では戦士ではないのだ。そんな奴は〈黒剣騎士団〉ではお断りである。アイザックはそう考えている。




「おうよ。だがよ」

「？」

　アイザックは目の前にいる男を椅子に腰掛けたまま見上げる。

「こうなんもないと、だれるな。なにか起きねぇかな」

「どうですかね」

「〈大地人〉は喧嘩うってこねぇな」

　澄ましかえって無表情なこの巨漢もまた、アイザックと同じ側の人間だ。レベルや特技や装備に金は、足がかりにすぎない。ヤマトサーバーにおけるトップギルドの地位を競ってきた真のゲーマーだ。だからこそ、こんななんの儲けもないような、街の警邏をやっていられる。それが名につながり、なにより暇を持て余さずにすむからだ。

「これだけ戦力格差があると……まぁごぶですかね」

「はん。ずいぶん高評価だな」

　アイザックは、この眼鏡をかけた青年の物言いに、もう慣れている。この男がいうならばそうなのだろう。そして、アイザックもそんな気がする。

「なぁ」

「はい」

「あいつぁ。あの〝はらぐろ〟は。どうだかな」

「どう、とは」

　アイザックの問いかけは、そのまま返ってくる。ぎろりと睨みつけたアイザックだが、クラスティは別にはぐらかそうとしたわけではないようだ。肩をすくめて切り込んだ。

「あの〝はらぐろ〟は、バカなのか賢いのか」

「別に両方兼ねちゃいけないこともないでしょう」

「俺はさ──〝はらぐろ〟をウチに誘ったことがあるのさ」

　本人は覚えているのか、覚えていないのか。

　会議のときにははぐらかされたが、アイザックはあのときのことをよく覚えている。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉が突然の解散をとげた数ヶ月後だ。てっきり単体のギルドとなって再結成すると思っていた〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はそのまま消滅。メンバーたちのほとんどは未練も見せずに引退したり、ソロへと戻っていった。

　シロエはその中でも珍しく、ログインの頻度を落とさなかったプレイヤーだ。

「〝はらぐろ〟は〈茶会テイーパーテイー〉のあともあちこちの大規レ模イ戦闘ドに傭兵ようへいあつかいで参加してたからな。うちにきたときに誘ったのさ。別に〈茶会テイーパーテイー〉の名前で誘ったわけじゃねぇぜ。プレイを見てだ」

「それで？」

　クラスティの言葉に、アイザックは首をごりごりと回しながら答える。

「断られたさ。〝僕にはすぎたお誘いだと思います〟ってな。それで俺もどうでもよくなった。対軍レイドモンスターをぶっ殺す気概のある奴なら嫌がっても誘うが、もう枯れてお終いになった奴には用がねぇ」

　アイザックは確かにシロエを諦めた。

　しかしそのシロエがまた伸びてくるとは、しかもあのような形でアキバの街に影響力をもつようになるとは想像していなかった。自分の眼が曇っていたのか。それがアイザックの中で引っかかっている。

　一緒に戦いたかったのか、と問われればその答えはＹＥＳだ。

　あの偏屈そうな眼鏡と一緒に戦うのはなかなか楽しそうだと思える。顔どおりひねくれた手で、最大限の戦果を上げるのだろう。助っ人にきたときも、普通なら尽きるはずのＭＰを、なぜか十数人まとめて回復させていた。

「あれは、策士なのか、それとも賭博師なのか。……枯れてるのか、まだいけるのか」

「シロエくんはね。──〝なんでもあり〟の方が生きるタイプだろうね」

「なんでもあり──」

「彼は策士なんかじゃないと思うよ。なりふり構わず、手段を選ばず、一切の見返りを求めず、目的以外気にかけない。そういう状況では無類の強さを発揮する。あれは妖刀のたぐいだ」

　クラスティがなにをいっているのかさっぱりわからなかったが、アイザックはその声を聞いてると、急にすとんと納得できた。

　アイザックがかつて見たシロエは、やはりシロエの抜け殻だったのだろう。

　あの会議で見せた気勢こそがシロエの本気なのだ。そう思えばアイザックはむやみに楽しくなってきてしまった。傍らに立った長身に向かってからからと笑いかける。

「じゃぁ、その妖刀が書類に埋もれて唸うなってるわけだ。さぁて。次に抜かれるのはいつになるかな。こいつぁ、まだまだおいしいところが残ってそうじゃねぇか。よっしゃ……。俺もひとつ、祭の見物に繰り出すとすっか！　おう、クラスティ。一緒にいこうぜ」

　報告にきた部下をどやしつけると、アイザックはクラスティを誘って、〈冒険者〉と〈大地人〉でわきたつ自らのホームタウンへと踏み行ってゆくのだった。




　　▼５




　多少時間をさかのぼる。その頃、街の別の一角では〈三日月同盟〉の女性たちが、冬物衣料展示即売会の準備を進めていた。

　場所は白銀しろがねの広間と呼ばれる、新しく作られたホールだった。

　ホールの存在するビルは旧世界では複合的な巨大電気量販店ビルがあった場所だが、この異世界のアキバにおいては、ごたぶんに漏れずそれは廃墟に置き換えられていた。

　その廃墟を２ヶ月の時間をかけて改装したのが、この白銀の広間である。廃墟とはいっても、上部の階が〝折れて〟しまっただけで、基部は完全に残っているし、天井が高くホテルのような構造は、改装の難易度も低く好都合だったそうだ。

　木枠で型を作り出したあとに、セメントを流し込み、表面を漆喰で成形する手法の開発により、廃墟のリフォームはずいぶんと手軽になっていた。これも〈円卓会議〉成立後に現れた発明であり、速い速度で作業は進んだのである。〈冒険者〉の短時間でアイテムを作り出す能力や、精霊をはじめとする現場労働力もあったこともプラスに働いた。




　白銀の広間の内部はいくつかの大広間、催事場に分かれている。秋の祭におけるメイン会場として考えられていたのが、この建物の中でももっとも大きな広間である１階ホールだ。そこでは、多くのギルドが販売ブースの最終準備をしていた。

〈三日月同盟〉の服飾販売部隊も、そういった多数のギルドのひとつとして、自分たちのブースを飾り付けていた。

　ブースの広さは５メートル四方ほどで、商品の納められた木箱と、会計用のテーブルを置けば余裕はさほどない。そこにチェストを改造した展示用の棚を並べ、肝心の出展物である草木染めのチュニックを吊してゆく。

　売り子をするのはマリエールの他に、服飾に携わるメンバー数人だ。助っ人として早朝から拉ら致ちされたアカツキは、そんなブースの片隅で、異常なほど張り切っているヘンリエッタに飾り付けられていた。

「アカツキちゃん、可愛いですわぁ。本当に！　わたしメロメロになりそうですっ」

「もう、これでいい……」

　困ったような上目遣いで申告するアカツキに、ヘンリエッタはハートマークをきゅんきゅんと飛ばしている。しかし逃げようとするアカツキの手首をしっかり押さえて、「まだダメです」と冷酷に宣言した。

　アカツキが着せられているのは、商品として展示されている、草木染めのチュニックブラウスだった。黒いアンダーシャツと、アシンメトリーのコットン巻スカートをコーディネートしてある。スカート裾のフリンジと、木製ビーズのネックレスがエスニック風で可愛らしい。




「せっかくですから、少し化粧をしましょうね」

「わたしはそういうのは……むぅ。苦手だ」

「安心してください。──大丈夫ですわ」

　ヘンリエッタは、アカツキの視線の高さに合わせるように、フロアに膝をつく。アカツキは不吉な予感を感じて逃げようとしたが、ヘンリエッタがポーチから出したライナーを引きはじめると、身がすくんでしまって逃げようがなかった。

　この異世界において、女性の肌は現実世界のそれよりはるかに整っている。アカツキの実感によれば、化粧の必要などまったくないといえるくらいだ。

　しかし、化粧というのはなにも「必要」だけで行なわれるものではない。可愛らしくなりたい、綺麗になりたいという欲求は、本来天井知らずのものである。「十分綺麗」であったとしても、それ以上を目指してしまうのは、女子の本能だ。

　アカツキとしても、別に化粧そのものを否定しているわけではない。現実世界では化粧だってそれなりに（照れくさくてごまかすようにだが）していたのだ。

　ましてやこの異世界において、自分の顔を鏡でしげしげと見るのは、なんだかナルシスト的な快感を求めているようで、罪悪感がある。

　元の地球ではなんの気なしにしていた行為だが、改めて考えると、化粧というのは相当に大それた行動だ。ゲームであれば、それはテクスチャ変更ということではないか。別人に化けおおせるような話なのだ。

　だいたいアカツキは、そもそも元の世界にいた頃からきちんとした化粧をしたことはなかったのだ。グロスを塗っただけの唇は、縁の方がぼやけていたし、マスカラなんてつけたこともなかった。

「うー」

「アカツキちゃんは、和風美人ですからね」

「？」

　自分の化粧歴を思い出していたアカツキに、ヘンリエッタは優しく、しかし手早く作業を施してゆく。細い筆で唇の輪郭を引くヘンリエッタ。アカツキは抵抗もできずに身をこわばらせる。

「大丈夫ですよ。淡い化粧ですから、すっぴんとナチュラルメイクの違いもわからないようなバカな殿方には、効果抜群というものです。──それにアカツキちゃんは和風美人ですから、こういうエスニックな服装とか、カジュアルな服装には、雰囲気が少し硬すぎます。彩度を上げませんとね。髪の毛も、バレッタでまとめましょう」

　アカツキとしては、その言葉に頷くしかない。

　確かに見下ろしてみると、パターンの入った巻スカートはエスニック風というか、カントリー風で、自分の黒髪とは相性がよくないようにも思える。

　ヘンリエッタの指示に従って、懐紙を何度か唇で咥くわえると、余計な油が取れる。「うぅー。可愛うぃですわぁ」と目を細めて、抱きしめてくるヘンリエッタ。

　そのような態度は、少し前までならマスコットあつかいとして腹が立ったものだが、不思議とこの〈エルダー・テイル〉の世界では耐えられるのだ。

（バカにされてる感じが、しないからかな？）

　それでも、居心地が悪くて少しもがく。ヘンリエッタは気がついてくれたのか、何度か髪をすくとバレッタで髪を留めて、解放してくれた。鏡で見せられた髪型は、いつもどおりストレートのロングヘアーだったが、バレッタでまとめられたせいか少しだけお姉さん風に見えた。

　こんな髪型は低身長の自分には似合わないと避けていたけれど、薄化粧と相まって、そう不似合いでもないかな？　なんて感じてしまい、アカツキはつい頰が緩みそうになる。

（お姉さん風。……よい響きではないか！）

「どうです？」

「ん……。うん」

　アカツキは言葉に詰まる。嬉しい気持ちなのだが、それをはっきり言葉に出して認めてしまうのは、なんだか恥ずかしい。それに、自慢げに聞こえてしまったら、それはとても嫌だ。かといって否定的なそぶりを見せてしまえば、こんなに世話を焼いてくれたヘンリエッタに申し訳ない。

　もちろん、この化粧やコスチュームが販売およびショー用のデコレーションだったとしても、だ。

「お気に召しませんでしたでしょうか？　──可愛いですわよね？　シロエ様」

「え、へ!?」

　しかしその躊躇いもヘンリエッタのその台詞を聞くまでだった。アカツキはまるで〈蛇目鬼女メデユーサ〉に睨まれたように麻痺して、動けなくなってしまう。背中をぞわぞわはってくるのは「まさか」という不安感だ。

「うん。よく似合ってると思うよ」

　背後から聞こえてきたのは、落ち着き払った──いつものちょっと困ったような声はアカツキの主君、シロエのものだった。

「いつか──」

「さっきから。僕も手伝いに呼ばれてたし」

　肩をすくめて続けるシロエに、アカツキは視線を合わせることもできない。口が変な形になるほどわなわな震えそうで、自分ではないみたいだ。

　そんな事情も知らないヘンリエッタは、「いかがですか、このコーディネート」と、隠れようとするアカツキをぐいぐいと押し出してくる。

　アカツキは慌ててシロエの背後に回ろうとするが、ヘンリエッタに優しく押さえられると身動きが取れない。突き飛ばして逃げるのは簡単だが、それはあまりにも無法な行ないだ。

「くっ」

　結果としていいように見せびらかされるのを甘受したアカツキは、非難を込めてヘンリエッタとシロエを見つめる。アカツキ本人としては睨んでいるつもりだが、ふたりには上目遣いに懇願しているようにしか見えないのが、玉に瑕きずだ。

「大丈夫だよ、アカツキ。ちゃんと似合ってる」

　頭の上にシロエの掌が置かれれば、たわいなく舞い上がってしまう己の体温が恨めしい。シロエとしては、条件反射か社交辞令のような言葉なのだろうが、それでも嬉しいのだから、困ってしまう。

（む！　忍び失格だ！）

　必死に表情を作り直すが、今日はいつもほどの自信はもてなかった。




「僕はなにをすればいいのかな？」

「シロエ様は、こちらの服を着ていただきますわ」

　ヘンリエッタの差し出した服を広げて肩を落とすシロエ。着心地がよさそうな服なのに、気に入らないらしい。アカツキとしては、いい気味だと思う。

（わたしを恥ずかしがらせた罰だぞ、主君）

　それに、いつも代わり映えしない服装だから、普段着のシロエも見てみたい。ひと声なにかいおうかと口を開いたアカツキだが、その瞬間会場の外から涼やかなチャイムの音が響いてくる。

　一瞬静かになった周囲から、ため息を何百も束ねたような期待の声と、誰からともなくはじめた拍手の音が弾けた。

　３人のところへやってきたマリエールも、嬉しそうに拍手をしている。

　──開場だった。この異世界ではじめての、〈冒険者〉によるお祭。そのメインイベントたる展示即売会で、あらゆる服飾品が、このホールには揃っている。

「さぁ、今日は誰がくるんかな！　いっぱい売れるとええなぁ。……１００着は作りすぎやったかもしれんけど。でもがんばろうな」

「会場が開かれましたわ。シロエ様、アカツキちゃん。……半日の間、よろしくお願いします。ブースでの売り子と、ステージでのモデルですわよ。いっぱい売りましょうね！」

　嬉しそうなふたりの笑顔に負けて、シロエとアカツキはこくこくと頷いた。

『天秤祭』２日目。その本番たる展示即売会の幕は、こうして切って落とされたのである。


































　　▼１




　開場と同時に、フロアには人が溢れた。

　ギルド単位で物もの見み遊ゆ山さんにやってきた〈冒険者〉の一団。新作衣服を安く仕入れようとする少女たち。すでに著名な裁縫師系ギルドを目指して行列に並ぼうとする腕利きの交易商。旅装を解く暇もなく買い付けにやってきたらしい旅商人たち。煌きらびやかな衣装をまとった貴族商人。

　混雑すると予想していた者もいただろうが、ここまで盛況になると予測できていたギルドはほんの少数だったろう。販売ブースでは、どこもかしこもパニックになったように対応に追われている。

　このホールで行なわれるのは、衣料品をあつかう即売会である。

「衣料品に限る」以上、すべての生産系ギルドが参加しているわけではない。もちろん、メンバー数５００を優に超える三大生産系ギルドほどになれば、生活すべてに渡る各種部門を抱えているのが当然である。しかし、中規模以下の生産系ギルドの場合は、ギルドのテーマを決めてメンバーを固めていることも多い。

　たとえば〈アメノマ〉はアキバの街では知る人ぞ知る、武器鍛か冶じの、それも刀鍛冶専門のギルドだ。メンバーのほとんどは高レベルの〈鍛冶屋〉であり、その変態的なクオリティ追求の姿勢は、とうとう〈大災害〉後のこの世界で、手作業による鍛造に到達したとの噂だ。当然、所属者に〈裁縫師〉などはいないので、このフロアで行なわれる即売会には参加していない。

　もっとも、『天秤祭』全体では、さまざまなギルド、さまざまな職人にチャンスがある。

　このフロアで行なわれているのは衣料品市場であり、女性〈冒険者〉からの希望もあって屋内であるが、同時に街の大通りを中心に「のみの市」が開催されている。そちらでは、ありとあらゆるアイテムが、露天商スタイルでとりあつかわれているはずだ。




　服飾のみの屋内会場と、武器防具に宝飾品まで含む屋外の市。どちらが祭の主流かといえば、それはもちろん屋外の「のみの市」である。しかし、この屋内展示が一部の関係者から熱い注目を集めているのも事実であった。

　このフロア、衣料品市場での目玉企画、「ファッションショー」とはそのものずばり、さまざまなギルドが趣向を凝らして作り上げた衣装をまとうモデルが、ステージを闊かつ歩ぽするというものである。アキバを代表する人気者や美人と評判の〈冒険者〉が軒並み出演するこのショーは、密かにマニアックな注目を集めるイベントだったのだ。そう考えてみると、こうして会場に流れ込んだ参加者のうち何割かは、見物人であり客とはいえないのかもしれない。

　ブースはおおざっぱに大型のものと小型のものに分かれている。

　大型のものは、人数規模も大きく展示する商品も多い。いわゆる大手ギルドが借りるスペースである。これらの大型ブースは、壁際に設置されて、在庫の搬入に便利な作りになっている。

　フロア中心部に仕切り壁を立てて半開放の個室のような作りになっている小型ブースは、その規模からして中小ギルド用ブースである。

〈三日月同盟〉のブースは、さほど恵まれた場所ではない。フロアの中央からはやや外れた、しかし、壁際でもない位置である。来訪者の流れからいえばかなり不利な位置だといえるだろう。ショーを行なっているステージからも遠く、苦戦が予想される。

　しかし〈三日月同盟〉は、このホールに集まった多くのギルドのように純生産系ギルドというわけではない。「興味のあることならばなんでもやってみよう！」という生活系ギルドである。現に、このブース出店もギルド内の有志でやっているわけであって、ギルドを挙げての全力営業というわけではない。

　お祭好きの人間の集まる、気のよい〈冒険者〉ギルドであるため、声をかければ、ギルド内部の戦闘系メンバーも手伝ってくれるが、純正の生産系ギルドに比べれば商売にかける意気込みは若干落ちる。そんな〈三日月同盟〉がよい位置をとってしまっては、〈円卓会議〉11ギルドの職権を乱用しているといわれても仕方がない。その意味では、無難な配置であるといえた。




「なぁ、えらいことになってへん？」

　うわぁ、うわぁ、と大きな声を上げてうろうろするマリエールをヘンリエッタはつかまえる。彼女は、憎たらしいほど女性らしい体型のギルドマスターを、そのままずるずると会計台の後ろに引きずっていくと、小さな丸椅子に無理矢理座らせた。

「マリエ。あなたはギルドリーダーなんですから。そんなに狼狽うろたえてどうします。少しはおとなしく座っていなさい」

「そやけど、なんかもう。こんなにすごい人数見るの、久しぶりやから……」

　マリエールはそわそわと落ち着きがない。

　いわれてみれば、それは確かにそうだった。元の世界にいた頃は、毎日のように混雑した通勤電車に乗っていた。都内中心部の駅前や交差点では、数千人の通行人を見かけることすら日常だったのだ。

　しかし、〈大災害〉によってこの世界に流れ着いてからは、すっかりそんな景色を見ることもなくなっていた。アキバの中央広場は活気があるが、青空と広々とした構造のせいで、そこまで人がごみごみと立て込んだ印象は受けない。

　会場は、そんな元の地球を思い出させるほどの混雑を見せている。開場とともに流れこんできた大勢の客は、たちまちあちらこちらのブースに群がって商談を繰り広げている。

　もっともそんな喧噪の中でもこうして漫才をしていられるとは、〈三日月同盟〉の位置は、やはり人の流れの主流からは外れているようだ。

　壁際の大規模ギルドが真っ先に客の流れに飲み込まれ、そのしぶきが跳ね返るように、ステージに近い中小ギルドの方へと流れはじめている。




　しかし、人の流れを眺める余裕があったのも、開始から30分程度だけだった。

　大手ギルドに行列ができると「並ぶくらいならば、空いているブースを見て回ろう」と考える人も出てくる。その人数もバカにならないほどだったのだ。

　前線にマリエール（の笑顔）を配置して、自分はレジ代わりに出すい納とう計算でもしていようかと思っていたヘンリエッタだったが、そうもいかなくなってきた。

　思った以上に、〈大地人〉が多いのだ。

〈三日月同盟〉からこの場に出で張ばってきているのは、マリエールにヘンリエッタ、それからサブ職業として〈裁縫師〉をもっているギルドメンバーふたりだ。〈三日月同盟〉は、このファッションショー出展以外にも、軽食販売の露店や武器鍛冶の店を「のみの市」で開いている。

　マリエールはギルドのリーダーとして、そちらにも顔を出す必要があるだろう。昼すぎのファッションショーを終えれば、こちらの現場から解放しなければならないと、ヘンリエッタは考えていた。そうなると主戦力は、若手のふたりということになる。

　ちらりと見やったヘンリエッタの視線の先で、ふるふると顔を振るふたり。

　その意味するところは明白で、「無理、無理。自分たち、素人ですから！」というメッセージを視線で伝えてきている。

　ヘンリエッタはとりかかった商談を進めながら、内心でため息をついた。

　相手が街で着るための普段着を求めてやってきた〈冒険者〉であるならば問題はほとんど生じない。元は同じ地球人であるから、慣れない商売をしているという共通認識がある。このフロアで行なわれているのは、「商売ごっこ」の延長線上にあるものだが、〈冒険者〉にとってはそれで十分なのだ。

　一方、〈大地人〉のほとんどは交易商人だ。

　しかも単純な意味で衣料品の買い付けにきているというだけではなく、情報を集め、コネを作り、できれば今後の仕入れにつながるような交渉を求めて、ここに来場しているように見える。それゆえ、値段設定や、素材や、縫製方法についても突っ込んだことを尋ねてくる。地球ではただの学生だった若手のメンバーに任せるには、ちょっと難易度の高い商談である。

（まぁ、私だって経験豊富でも責任が取れるわけでもないんですけれどね……）

　中年〈大地人〉商人の追及を、顔だけはにこやかに切り返したヘンリエッタは、意識の中では自分の身を振り返っていた。

〈円卓会議〉成立に関わる三大生産系ギルドとの駆け引き。──あの取引をくぐり抜けてしまってから、自分にはすっかり鉄てつ火か場ばの度胸が付いてしまったのではないか？　ヘンリエッタはそう疑った。

　ヘンリエッタ自身だっていまだ20代である。

　経験が足りているはずがない。

　社会人であるだなどといったところで、一旦就職をしてしまえば、20代など卵の殻のくっついたヒヨコにすぎないのは、ヘンリエッタ自身、地球の生活で痛いほど自覚していた。しかしまた、その殻をつけたまま前線に立たない限り、いつまで経ってもヒヨコを卒業できないというのも、真実ではある。それがわかる程度には、前線に立ったのだ。

（後輩に押しつけるわけにもまいりませんし……。少なくとも、様子がわかるまでは難しい交渉は引き受けませんと）

　ヘンリエッタの思惑が伝わったのだろう。

　もしくは、自然な協力体制を無意識にとった結果なのか、ヘンリエッタが〈大地人〉商人の相手をする内に、他の〈三日月同盟〉の３人は〈冒険者〉の相手をするフォーメーションができていた。

　ふたりの若手は品物を包装して、ニコニコと微笑むマリエールが代金を受け取る。３人揃って頭を下げれば、小売りの成功だ。

　それを横目で見ながら、ヘンリエッタは〈大地人〉との受け答えを続けていた。〈三日月同盟〉の規模では毎月１００枚というような大量注文を受けてしまっても応えることができない。断るべきものは断るのが目下のヘンリエッタの方針である。

（そんな契約に頷いてしまえばどうなることやら。世の中にはシロエ様みたいな、お腹が真っ黒な殿方もいるんですからね、本当に油断も隙もない……。あら？）




　ヘンリエッタは周囲を見回す。

　気がついてみれば、シロエがいない。

　確か着替えを押しつけたはずなのだが、ブースの中には人を食った丸眼鏡の青年も、それをいうならば小柄な黒髪の少女すらも見あたらなかった。

「──シロエ様？」

　やっかいな客が途切れたのを確認してから、ヘンリエッタは背伸びをして周囲を見回す。マリエールよりはわずかに背の高い彼女だが、ブース前の通路を川のように流れてゆく人間の濁流の前では、さして遠くまで見通せるわけでもない。

「どこに──」

「はい。今回の商品は、試験販売になります。多くの方の意見を聞くために、おひとり様につき２点までと点数制限させていただいております」

「金は払うといっただろうっ」

「そのような話ではありませんから」

　背伸びをするようにして目を凝らすヘンリエッタに、シロエの涼しげな声が聞こえた。

　どうやら誰かの苦情にこたえているらしい。周囲を見回すヘンリエッタは、一瞬だけ途切れた人波を透かして、通路の向かい側にあるブースにシロエの姿を認める。

　フード付きの袖なしロングベストはカジュアルな印象で、薄手の長袖Ｔシャツにそれを重ね着したシロエは、「らしく」みえた。頭部から湯気を出しそうな程いらついている商人の前に、落ち着き払った表情で立ちはだかるシロエ。

〈三日月同盟〉が作り上げた服を着たシロエは、中世風ではなくごく普通の日本人青年に見える。あんまりにもしっくりとはまっているので、ヘンリエッタは地球でのシロエの私生活の一端を垣間見たような、くすぐったい気分になる。

「すみませんっ。通してくださいませんかっ」

　その姿に見とれていたのもつかの間、また視界が閉ざされてしまい、ヘンリエッタは即売会を楽しむ客の流れをかき分けるように、向かい側のブースへと急いだ。




　そこは、ギルド〈ココアブラウン〉の販売所だった。

　数人のスタッフの中央に立ったシロエは、苛立ちに震える商人を相手に一歩も引かない構えだ。シロエのすぐ側にいるアカツキは、シロエがかばっているというよりも、押さえつけているように見えた。

〈ココアブラウン〉は服飾系とはいえ、小物に的を絞ったブースであった。色鮮やかな磨いた小石と、銀の細工を連ねたネックレスや、イヤリングを販売している。

　ヘンリエッタから見ても趣味がよいアクセサリーが並び、客が入る前に挨拶回りをしたときに気を惹かれていたものだ。値段もびっくりするほど安く、店番をしていた〈ココアブラウン〉のメンバーは「私たちみたいな小さな生産系ギルドは、戦闘系ギルドの皆さんに守ってもらってばかりだから、恩返しです」なんていっていた。

「だからいったではないかっ。わたしに販売すれば、君ら職人たちの名前も〈大地人〉に広く知れ渡って──」

「申し訳ありませんが、お引き取りください」

　シロエと商人のいい合いは続いている。

　そのころになると、付近をとおりかかる群衆も、なにやら騒ぎが起きていることに気がつきはじめた。〈ココアブラウン〉のブースを半円形に取り巻くような人垣が自然発生的にできてゆく。

　おそらくこの柄の悪い商人が、〈ココアブラウン〉のアクセサリーを大量に買い取ろうとしたのだろう。ふたつやみっつならばよいかもしれないが、箱レベルで購入されては、残りの時間、ブースを維持することができない。

　もちろん売り上げ金額や完売優先で考えれば、すべて売り払うという判断はありだろう。しかし〈ココアブラウン〉はそうしたくなかったのだ。「恩返し」という言葉を使った〈ココアブラウン〉にとって、それは本意ではなかったのだろう。アキバの街の住民に使用してほしいという気持ちが強く、そこで急遽個数制限を導入して商人といい合いになった。

〈冒険者〉は確かに肉体や魔力などのスペックで〈大地人〉より優れている。アイテム作成についても、サブ職業のレベル次第で達人級の腕前を発揮する。

　しかし、口論や交渉などは、肉体のスペックで行なうものではない。性格によっても向き不向きがあるものだし、だとすれば今ではほとんど意識することもない、身体キヤラクターではなく精神プレイヤーの問題だといえた。




　だからシロエが割って入った。

　そして救いの手をさしのべたのだろう。

（当たらずといえども遠からずでしょうね。──ああ、運が悪い〈大地人〉さんだこと）

「いい気になるなよ、若造っ！」

　ぎゅうぎゅうとすし詰めになった人混みをかき分けて、ぽっかりと開けた〈ココアブラウン〉ブースの前にヘンリエッタが割り込んだ時、とうとう我慢ができなくなった〈大地人〉商人が、シロエに大きな拳を振り下ろした。

　息をのむ観衆の多くは〈大地人〉だ。

　中には目を背けるものもいる。

　しかし、その結果はヘンリエッタの予想どおりのものだった。

　シロエが、指先でやんわりとその拳を受け止めたのである。

　シロエは確かに〈付与術師エンチヤンター〉だ。〈付与術師エンチヤンター〉は魔術師系メイン職業のひとつであり、魔術師系の例に漏れず、体力や腕力などは非常に低く設定されている。──しかし、それは同レベルの他職〈冒険者〉と比べた場合の話だ。

　魔術師の敏捷力や筋力でも、レベル差が50以上もあり、しかも相手が〈大地人〉ともなれば、対象を大きく上回る。シロエから見れば、高慢な商人のパンチなど、まるで風船で殴りかかられたようなものだ。

　シロエがやんわり受け止めたおかげで、〈大地人〉の振り下ろした拳は、「攻撃」だとすら判定されなかったようだ。「衛兵」が現れる気配もない。

　シロエは左腕で中年商人の拳を受け止めると共に、右手では、アカツキの細い胴体を抱いている。おそらく彼女が隠し武器クナイを抜こうとしたのを、制止したのだろう。アカツキはシロエを見上げて、不満そうな表情だった。

「お引き取り、いただけますよね？」

　シロエは微笑みながら告げる。

　しかし、〈吟遊詩人バード〉であるヘンリエッタには、シロエに集まってゆく見えない力がはっきりと感じられた。

　シロエは大気中の魔マ力ナを集めている。〈付与術師エンチヤンター〉と同じように、仲間にマナを供給する役割をもつ〈吟遊詩人バード〉だからこそ、それを鋭敏に察知することができたのだ。

　フロアにいる、他の〈冒険者〉の何人かも明らかに、シロエの異状に気付いたような表情をしている。




　にこやかな表情のシロエが、寛容な笑みを浮かべたまま、圧迫するようなオーラをどんどんと増大させているのだ。その様子は不気味としかいえなかった。

　シロエは、呪文詠唱を行なったわけではない。

　呪文詠唱に先だつ魔力の集中を行なっただけだ。

　それゆえ、これは戦闘的な行為には該当しない。衛兵が現れるような行為ではないし、シロエの表情もにこやかで、戦いの気配はみじんもない。

　しかし、戦闘および魔力の取りあつかいにおいては、〈冒険者〉よりずっと鈍感な〈大地人〉でさえ、シロエの放つ高密度のマナは、なんとなく感じ取れるのだろう。

　見る間に血の気が引き、青ざめた表情の中年商人は、未だに受け止められたままの拳でもって、シロエの手を払いのけた。

「不愉快だ。わたしは帰るっ」

　中年の商人はそれだけを言い捨てると、逃げるようにその場を立ち去った。

「血の気の多い人だったね」

「主君だって相当に追い詰めたではないか」

「アカツキに任せたら首おとしちゃうでしょ」

「四肢を落としてからだ」

　頰を膨らませるアカツキをそっとたしなめるシロエ。

　その肩をすくめてあきれた顔のシロエに、〈ココアブラウン〉のメンバーは礼を述べた。ころりと可愛らしい容貌のドワーフ娘は、シロエの手を握りしめて涙を流さんばかりの喜びようだ。

「シロエ様」

　声をかけたヘンリエッタは少しだけびっくりする。

　自分の声が不機嫌そうだったからだ。

「どうしたのかな？」

「いえ。……その」

「主君、きっと仕事をしろということだ」

「そっか」

　アカツキにいい返されて、シロエは頭部を搔いた。先ほどまでの迫力はすでにない。集まっていた観客たちも、今の一幕で満足したのか散ってゆく。

「ヘンリエッタさん？」

「はい、シロエ様」

「──会場、騒がしいね」

　なんでいらだっていたのかという疑念を一瞬で消去したヘンリエッタは、シロエの言葉の意味を追う。

　騒がしい会場。

　この場合、騒がしいとはさっきの〈大地人〉を指すのだろうか。思い起こせば、押し問答に近い商取引もあったような気がする。それは相手が〈大地人〉だからであり、自分たちが経験の少ない、元地球人だから……そうヘンリエッタは思っていたが、シロエにとっては違うのだろうか？




（シロエ様にはなにが見えて？　……そういえば）

　ヘンリエッタは逡巡する。シロエの耳に入れるべきかどうか、判断がつかない情報があったではないか。

「シロエ様、その……」

「〈大地人〉商人の行動が不審だよね。でも、理解できない。解像度が足りない。情報が、揃っていない気がするんだけど」

　呟くように漏れたシロエの言葉に、ヘンリエッタは理解する。では、シロエもやはり、得体のしれないちぐはぐさを感じていたのだ。

　心配したようにシロエを見上げるアカツキ。

　ヘンリエッタは、シロエに声をかけようとする。ヘンリエッタの感じる疑問も、シロエの視界でならば、新たな形を与えられるかもしれない。

　しかし、その時シロエはすでに行動に移っていた。いくつかの言葉を呟くシロエの声は、けっして独り言ではなく、虚空を通じての問いかけだ。

　彼は念話に耳を澄ませていたのだ。

　そしてやがて頷くと、ヘンリエッタへと振り返り、明瞭な声で結果を告げる。




「どうやらアキバに攻撃を加えてるやつがいるみたいだね」
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　その日、レイネシアは朝から慌ただしい時間を過ごしていた。

　もちろん不本意にも、である。

　そもそもこの祭りの最中はもっとゆっくりとするはずだったのだ。

　植物的に、怠け者的に、存分に「悪い子」をしてやるつもりだったのだ。

　しかしながら、次々と届くお誘いの書状や挨拶の対応に追われて、おちおちと昼寝もできないのだった。エリッサは部屋の中をミツバチのようにとびまわり、あちらからはアクセサリ、こちらからはドレスとかき集めては吟味をしている。

　このエリッサの行動はなにもお洒落好きの頭の軽い女子供のそれではない。

　貴族社会において会食や面会というのは序列をあらわす重要な場なのだ。たとえば、身につけるアクセサリひとつをとっても、その価値や、色合い、宝石の意味などで相手に対してメッセージを発してしまう。そういった、はっきりとはしない隠喩めいたメッセージをやり取りするのが社交だといえる。

　たとえばレイネシアは公爵の次女ではあるが、長女はすでに降嫁しているために、最年長の娘であるとあつかわれる。また、一般には「〈冒険者〉に対するおわびと、謹慎のため」と喧伝されているが、〈自由都市同盟イースタル〉所属の貴族の一員として、またコーウェン家の名代としてこの街に駐在していることは明らかだ。

　そのため、公式な接見をするにあたっては、東方最大の貴族コーウェン家の格を落とすようなものであってはならない。しかしその一方で「名代である」ということを盾にするために、ある程度非公式的なニュアンスも残しておきたい。商人に会うためにはそれ相応の値段のものを身につけなければ見くびられ、貴族と会うときには由来や格式が問われる。相手の家の状況がわかれば、たとえば相手の連れの家族の髪の毛の色は避けたり、あるいは合わせたりと複雑な心理戦が行なわれる。

　そういった経緯を踏まえての衣装選びをエリッサは行なってくれているのだった。そこまで気を回すとなると、侍女あつかいの新人メイドでは対応できない。エリッサのような貴族や名家の間の関係を熟知したエルダーメイドの出番なのである。

　当然、服は一日同じものというわけにはゆかない。

　来客のたびに着替えたり、アクセサリを付け替えたりとせわしない。

　貴族はメンツを重要視する。たとえば、面と向かっていった依頼が相手に断られるというのは、貴族の間では忌避されることだ。それはより下位の貴族が上位の貴族に依頼を断られる場合でもそうである。貴族の願いはたとえ表面的にでもすべて叶えられるべきなのだ。

　そのため、依頼する側の貴族は、下位であればあるほど「相手がうなずけない願いはしない」ようになる。上位側は「相手の願いが言葉にされる前に自制させる」ことが求められる。その言葉にならない駆け引きにおいて、重要なのが、衣装であり、他愛のない雑談であり、贈答される品々なのだ。

「ああ、まったく。もう、会食はどうしましょう。〈冒険者〉の皆さんのことは、本当にさっぱりわかりゃしませんよ」

「普通でいいのじゃないかしら」

「普通ってどういうことです？」

「ん……。ふわっとした？」

「もう、レイネシア様ったら」

　そのエリッサをもってしても、〈冒険者〉の礼儀や習俗については摑み切れないということらしい。

〈自由都市同盟イースタル〉の常識的感覚では感謝の意は行動にして伝えなければならない。しかし相手はなにぶん〈冒険者〉である。貴族風の感謝──叙勲だとか、跪ひざまずかせての祝福などを理解してもらうことは不可能だ。ましてや、言葉にならないような、衣装や作法の機微で意思を伝えるなど不可能だろう。

　そうである以上、夕餐会なるものはきわめてアバウトなものにしかなりようがない。料理の準備も、マイハマから招いた宮殿料理人一行の他に、半分近くはこのアキバの街の飲食店の協力に頼っている。これがマイハマの宮廷であれば「招待客を軽んじているのか！」となるところだろうが、〈冒険者〉の流儀では、これで問題ないらしい。




　一事が万事その調子だったから、はじまってもいない会食の心配をする意味などはない。レイネシア自身は、本番まではあれこれと思い悩まず、ごろごろと過ごしていようと考えていた。もちろん、人とあわずにぼんやりしているのが好きだから、という側面は否定できないにせよ、だ。

　しかし、状況が変わってしまった。

「これでよろしいでしょうかね。──いえ、翡ひ翠すいはもう一連増やしましょう。少々お待ちください。確か先年のお誕生日にいただいたものが……」

　エリッサの声も緊張気味だ。

「そうですね、格式に気をつけないわけにはいきません……よね？」




　あまりにも突然の事態だった。

　西方の商人、マルヴェス卿が訪れるという連絡があったのだ。

　マルヴェス卿といえば、商人であると共に〈神聖皇国ウェストランデ〉の重鎮たる大貴族でもある。セルジアッド家は家格で負けているわけではないが、けっしておろそかにしてよい相手ではない。そのうえ、このタイミングでの派遣となると、斎宮家の意を受けている可能性も否定できない。

（やっぱり、西で政変があったという話は、本当なんですよね）

　レイネシアは唇をかむ。

　レイネシアが感じるこのプレッシャーには、当然理由がある。

　２８０年ほど前。このヤマトという列島はひとつの国家に統一されていたのだ。皇王家に統すべられたその国の名は〈ウェストランデ皇王朝〉。今では古王朝と呼ばれている。この古王朝において、皇王家は巨大な力をもってヤマトに君臨していた。

　しかし〈六傾姫ルークインジエ〉をはじめとする歴史の激変の中で、皇王家は滅びの時を迎える。皇王家の断絶と共に、ヤマトは統一国家としてのたがを失い分裂したのだ。

　しかし、今なおヤマトを治める貴族たちは、古王朝時代の統治機構の血をひいている。王朝崩壊後の暗黒期、中心を失ったヤマトの人間社会を治めていたのは、〈ウェストランデ皇王朝〉に仕えていた地方領主である。

　それは、〈自由都市同盟イースタル〉においても顕著だ。

　たとえばレイネシアの生まれたコーウェン公爵家は、現在ヤマトに残ったたったふたつの公爵家のひとつである。この「公爵」という称号は、元々はウェストランデ皇王家から与えられたものなのだ。〈自由都市同盟イースタル〉の各領主たちは、それぞれ祖先に与えられた爵位を根拠として、〈大地人〉を治めているのである。

　統一国家としては崩壊したヤマトではあるが、その中でもっとも〈ウェストランデ皇王朝〉の影響を受けているのが、〈自由都市同盟イースタル〉とヤマトをほぼ二分する〈神聖皇国ウェストランデ〉だった。

〈神聖皇国ウェストランデ〉は斎宮家をウェストランデ皇王家の後継と認めて戴く国家である。

　レイネシア自身、そこまで歴史に詳しいわけではないが、斎宮家は古いにしえのウェストランデ皇王家の『分家』のようなものだと認識している。ウェストランデ皇王家から政治的な理由により、神事を司るために分かれた血筋が斎宮家なのだ。分かたれてイセに移り住んだために、斎宮家はウェストランデ皇王家の滅びを生き残ることになった。

　その斎宮家を担ぎ出して、このヤマトの盟主であるとしているのが〈神聖皇国ウェストランデ〉である。その名前〈神聖皇国ウェストランデ〉からして〈ウェストランデ皇王朝〉の正統後継を強くアピールする意図があることは明白であった。




　だが、もちろんヤマトのすべての貴族が、斎宮家を皇王家そのものであると認めているわけではない。現にレイネシアが所属し、このアキバの街がある〈自由都市同盟イースタル〉は斎宮家を盟主とは認めていなかった。

　斎宮家はあくまで、皇王家の血を引く分家である。

　一旦分かたれた血筋は元に戻るわけではないという立場をとっている。

　そもそも血を引いているか否かなどという話をすれば、古代の貴族社会のことである。複雑な婚姻関係により、コーウェン家にだって皇王家の血は流れているのだ。

　さまざまな要因が関係して絡み合う現在の情勢において、コーウェン公爵家にとって斎宮家は、直接の主筋にはあたらないのである。しかし、主筋に当たらないとはいえ、その主筋、皇王家の血を分けた家であることは確かであり、徒あだやおろそかに扱ってよい相手ではない。

〈ウェストランデ皇王朝〉の遺した爵位制度の中でも、斎宮家は公爵家を超える唯一の例外的な家門である。こうした政治状況を踏まえて、東の〈自由都市同盟イースタル〉と西の〈神聖皇国ウェストランデ〉は互いに皇王家の影響を遺しつつも、緊張感を孕はらんで対峙してきたのだ。

　今回派遣されたマルヴェス卿は、その〈神聖皇国ウェストランデ〉の大貴族であり、商務を司っているはずである。貴族商人の長とも呼ばれ、海運に大きな力をもつ、と以前聞いたような覚えがある。




〈冒険者〉との親交を深める目的で開く夕餐会だが、挨拶したいといわれてしまえば、招かないわけにもいかない。「またの機会に」と断れるランクの相手ではないのだ。

　レイネシアはトラブルの予感を頭を振って追い払う。

　しかしマルヴェス卿はレイネシアと同じ〈大地人〉だ。そしてこのヤマトで皇王家の文化を受け継ぐ、同じ貴族でもある。その意味では、同じ土俵──つまり貴族の礼法と文化で渡り合うことが可能な相手だといえる。

（せめて……）

　自分にできるのは役目を果たすことだけ、という思いがレイネシアにはある。

　その役目とは、アキバの街に派遣されたコーウェン家の娘──つまり〝レイネシア姫〟であった。故郷を救ってくれたアキバになにがしかの恩を返せるのならば、それは自らの役目を全うすることだろうと、レイネシアは思う。

　レイネシアは淡雪のように白く霞かすむドレスの裾を翻して立ち上がる。

　西の貴族がなにを望むのかわからないが、彼女はその矢や面おもてに立つつもりだった。




　　▼３




「え……」

「攻撃ですね。情報戦、心理戦の類でしょうか。趣味が悪いな」

　シロエは鼻を鳴らす。

　趣味が悪い上に、行儀も悪い。

　あまりにも見え透いたやり口だ。

　アキバへ入り込んだ勢力による今回の攻撃は、〈円卓会議〉の信用失墜と、この街に存在する絆を弱体化させるという狙いがあるようだ。しかし、その手法が粗雑にすぎる。

　それは攻撃を行なってきている「敵」が無能なのか、あるいは。

「……傲慢なのかな？」

　シロエの呟きに首をかしげるアカツキ。

　それを見てシロエは小さく手をふる。

「いいから、クナイはしまって」

「しかし主君」

「今回は、それの出番はなし」

　不承不承といった様子で無骨な刃物をスカートの中に戻すアカツキ。ちらりと見えてしまったふくらはぎから視線をそらしたシロエは、ヘンリエッタへと振り返る。

「アキバの街は攻撃を受けています」

「はい」

　張り詰めた表情ながら頷くヘンリエッタ。

　では、ヘンリエッタもうすうすは察していたのだろうと、シロエは理解した。ならばある程度事情を話しておいた方がよいと判断する。

「手段は、浸透したうえでの軽度攪かく乱らん工作と、流言でしょうね。目的は〈円卓会議〉の信用失墜です」

「……早さつ急きゆうに手を打ちましょう。場合によっては祭も中止しなければ」

「それはよい手ではないですね」

　結論を急ぐヘンリエッタにシロエは言葉を返す。




「祭が中止された場合、結局は危機対応能力を疑われることによって〈円卓会議〉の信用は失墜するわけですから、あちらさんの目的は達成されるわけで。ここはトラブルを最小化することによって、切り抜けるのが最善手です。ですから、祭はこのまま続ける必要があります」

「そう……ですわね」

　ヘンリエッタの表情は優れない。

　得体のしれない相手から、直接目には見えない形で攻撃を受けているという事実は、それほどにプレッシャーを与えるものなのだ。シロエだとてそのプレッシャーとは無縁ではない。ヘンリエッタよりは多少「見えて」いるから、落ち着いているだけだ。

　この攻撃は〈大地人〉からのものだ、とシロエは直感している。その理由にはさまざまなものがあるが、最大のものは「統治機構の信用失墜」というキーワードにある違和感だ。

　シロエを含むヤマトの〈冒険者〉のほとんどすべてが、現実世界では日本人である。

　自慢できた話ではないが、日本人にとって統治機構の信用など、失墜させるほどの価値はない。もちろん、実際の行政や警察機構などにおいて、日本は世界最高峰レベルのサービスを提供していた。それらの機構が停止すれば即日困ったことになるのは明白である。しかし、多くの日本人は、それら行政の末端サービスと統治機構は無関係だと感じてはいなかったか？　日本人にとって政府の無能はもはや当然なのであって、「統治機構の信用を攻撃しよう」という発想そのものが、非日本人的であり、このヤマトにおいては非〈冒険者〉的なのだ。

　そして今回の攻撃の粗雑さが別のことも教えてくれる。

　少なくとも、相手の〈大地人〉はこの攻撃で、アキバの街や〈冒険者〉そのものに壊滅的な打撃を与えられると思ってはいないだろう。当たり前だ、祭が失敗して街の治安が多少悪化したり、〈円卓会議〉が無能と非難されたところで、〈冒険者〉そのものが即座に弱体化する訳ではない。

　今回の攻撃が単体で決着を付ける性質のそれではない以上、当面の目的であろうと思われる「〈円卓会議〉の信用失墜」ですら、真の目的への布石だと考えるべきである。

　ではこの場合、真の目的、攻撃者の利益とはなにか？




　おそらくそれは、アキバの街と、有利な条件で交渉を行なうことにある。

　ミノリとの念話にあった「西の交易商人たち」の目的はそんなところなのだろう。〈円卓会議〉が〈自由都市同盟イースタル〉と条約を結んだ以上、利益を独占されないためには、西側の〈大地人〉たちもアキバの街と条約を結ぶ必要がある。その条約の条件をよくするために、先制攻撃としてちょっかいを出してきたのだ。

　これだけの規模の商人たちが動員されているからには、それなりの資本をもつ大商人か貴族が指揮を執っているのだろう。

　アイザックに確認をとったところ、１組だけ該当する大物が、街に滞在するために、今朝ほど到着したという情報を得ることができた。




　理解はできる。

　場合によっては、一定の効果を上げることも可能な作戦だ。

　だが、それだけに、粗雑で美意識がないとシロエは思う。




　これだけの人員を動員しながら、威嚇と恫どう喝かつ、そして流言飛語をもって交渉を有利に運ぼうとは、お里がしれる。

「西の、ですか……」

「しばらく伏せていてください」

〈三日月同盟〉ブースの奥で説明を終えたシロエはヘンリエッタに要請する。

「それはかまいませんけど、シロエ様はこれからどうなさるんです？」

「それはまぁ」

　続けようとしてシロエはいいよどむ。

　シロエは〈円卓会議〉を構成する委員であり11ギルドマスターのひとりである。しかし、〈円卓会議〉は自治機関であり、アキバの街の信任を受けているにすぎない。その自分が一存で防衛行動を行なうのが正しいのか正しくないのか……シロエはしばらく考えてみたが、それを途中で打ち切った。

　そうそうやすやすと答えが出るようなものでもないだろう、と諦めた結果である。

（それに今回は、血を見ないですみそうだし。……強引な手段で搔き回しにきてくれたんだから、しっぺ返しを喰らう可能性くらい、考えてるだろう）

　という、些いささか無責任な考えも存在した。

　殴ったら殴られる、それは当然だろう。地球よりこの世界の方が、応報の摂理についてはよほどシビアなのだ。どちらにせよ今回は防衛的な戦術を採らざるを得ない。身を守るのは、当然にして自明の権利だ。




「戦やいりますよ。そりゃ」

　シロエが感じた違和感。昨日から続く「荒れた」感じ。それは〈生産系ギルド連絡会〉への問い合わせではっきりとした。処理すべき案件が、加速度的に増加しているのだ。

　それは街中での揉め事だけとは限らない。むしろ、直接的な争いに発展する事例は氷山の一角だ。たとえば、一枚ですむ申請書類を二枚に分割して提出する。街へ入るための手続きで係員を占有する。税をわずかにごまかす。賄わい賂ろを贈ろうとする。ひとつひとつは取るに足りない、煩はん雑ざつなだけの雑事。それらを最大化しようとする意思が、このアキバを襲っている。

　それはあまりにも迂う遠えんで、悪意を確定しづらいために、気がついた〈冒険者〉たちも攻撃だと確定できなかった接触だ。しかし、そのくだらない接触が、積もりに積もって〈生産系ギルド連絡会〉──ひいては〈円卓会議〉をも縛ろうとしている。

　攻撃だと認識できないから防御ができない。敵はその隙を最大限利用しているのだ。

「敵」が攻撃を集中させているポイントはどこか？

　現在の時点で、それは〈生産系ギルド連絡会〉がなんらかの事務処理を行なうポイントである。街の入り口、倉庫施設、「のみの市」の巡回調査。この種の業務が意図的な不正申告や複数申告を受けて処理能力を削られている。

　また〈冒険者〉や〈大地人〉が交流するポイントも、攻撃を受けていると考えたほうがよいだろう。コミュニケーションの場を乱すことで、祭と街の雰囲気を悪化させようとしているのだ。

　どちらも、対応策は「現場での作業人員を増やす」ことに尽きるだろう。その上効率的、かつ柔軟な組織作りがポイントとなる。

〈円卓会議〉をはじめ、アキバの自治組織はいずれもボランティアで構成されている。ボランティアとしては異常なほどの問題解決能力を見せるが、それは十分な人数と士気があってのことだ。人数の不足は現場の疲労を深くし、士気の不足は働くエネルギーそのものを減少させる。さらにいうならば適正な配置と目的意識がなければ、そもそも向かうべき方向にすら迷うだろう。




　──指揮系統の整備と人員投入が必要。

　また、それだけでは「次の」攻撃を食い止めることは不可能だ。もちろん、敵がその一手を打ってくるとは限らないが、自分であったらだめ押しの攻撃くらいは用意する、とシロエは考える。〈円卓会議〉の実務能力にけちをつけるための一手だ。

　シロエは冷静に脳内のカードを繰る。

（戦域が広い。今回の浸透攻撃は、ひとつひとつは取るに足りない。たいしたことがないトラブルだ。……でも、戦場はアキバの街全域。範囲が広すぎて、僕ひとりじゃ対応は不可能。〈記録みの地ん平線な〉に頼んだって間に合わない。かといって、〈円卓会議〉をあげて行動を起こすというのは、それはそれでまずい。相手はおそらくそれをこそ狙っている。取るに足りない露店取引のトラブルに〈円卓会議〉が慌てるような事態を）

　もちろん然るべき筋には連絡し協力を仰ぐ必要があるだろうが、〈円卓会議〉の末端にまで緊急事態を悟られる訳にはいかない。なぜなら、警戒レベルを上げるだけで、処理能力の一部が消費されてしまうからだ。今回の攻撃が、〈円卓会議〉および〈生産系ギルド連絡会〉の処理能力に対する飽和攻撃である以上、迂う闊かつに警戒レベルを上げることはかえって敵の思う壺である。

（理想はやっぱり、事件自体の消去。だよな……）

　シロエはまず理想的な結末について考える。

　その条件下で手持ち戦力を配置、シミュレート。失敗したプランを廃棄し、条件を変えて再度シミュレートを行なう。呼吸を停止させると周囲の雑音は遠ざかり、静寂の世界がシロエを包み込む。加速する模擬戦闘のなかで、どこかに存在するはずの均衡点を模索するシロエ。

　心配そうに覗き込むアカツキさえ今のシロエからは消えている。

　繰り返される条件検討が、シロエの世界から音と光を消してゆく。




　だが、どうにもならなかった。

「敵」の攻撃は、シロエと相性が悪すぎる。

「敵」はほとんどなにも考えていないのだ。もちろんその指揮官に全体の目的は漠然とあるだろうが、その攻撃のひとつひとつは、あらゆる「現場」でほとんど思いつきで行なわれている。精せい緻ちな戦略に基づく一点突破攻撃ではなく、手当たり次第のアドリブ攻撃といった様相だ。

　しかも、攻撃の実態をなんとか推論できたのは、すでに「敵」の布陣が完了し先制攻撃を受けたあとである。事前調整を武器とする策士シロエとの相性は最悪といっていい。

（うっわ。こういう敵、嫌いだ）

　アカツキたちには「戦う」と宣言したが、思ったよりまずい事態だ。「敵」は手当たり次第であること、つまりランダムであることを戦略に組み入れている。予想を立てることができない。敵が一点突破を仕掛けてくるのならば、その一点をよみきってそこに防御を集中させることができる。そうであればこそ、寡兵で敵大軍を防ぎ得る。しかし、今回の敵は同時多発テロ。しかも末端の悪意なきテロだ。シロエには敵の末端のひとりひとりが「たまたま」なにを企むのかまでを読み切る能力はない。




（こういうときは１回諦めちゃうしか、ないんだろうな）

　シロエは思考のギアを切り替えた。

　すべてに対応することを諦める。

　できないことはできない。それを前提に、できることを行なう。

　時間もない。すでに昼はすぎている。１時間以内に手を打たない限り、アキバの住民でさえ異変を感じるほどに事態は悪化してしまうだろう。

　そのなかで、この「敵」に対抗するためにできることを見つけ出すとすると……。




「あれ。シロ先輩じゃないですか。〈三日月同盟〉のブースにいたんですね。そうだそうだ」

　振り向けば人混みを背景に立っているのは〈西風の旅団〉を率いるシロエの旧友、ソウジロウだった。今日のソウジロウは街着なのか、和装である。絣かすりの着物に紺袴、髷まげというよりはポニーテールにまとめた髪をなびかせて、腰には当然大小の打刀を佩はいている。

「ご無沙汰しています」「こんにちはー！」「はじめまして」「どなたですか？」「ほら〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の」「ああ！」

　そのうしろで黄色い声をあげているのは、ソウジロウに付きものの取り巻きの女の子たちだった。
















「先輩に教えてもらったケーキショップにいったんですよ。もう、すごいサービスでしたよっ！　ホールケーキで16個も出してくれたんです。ちょっと食べきれなかったので、ケーキ無料だよってギルドの仲間を呼んだんですけれど、メンバーが増えれば増えるほど、ケーキもどんどん出してくれまして。すごく親切なギルドでしたよ！　……あ、あれっ？」




　シロエは膝の力が抜けてへたり込みそうになってしまうのを感じる。

　それはサービスではなくて、人数に応じたチャレンジメニューを追加しているだけだ、とツッコミが喉まで出かかるが、ソウジロウはまったく気がついていないらしい。

「ホールケーキが30個出た辺りで、在庫がなくなってしまったみたいで。みんなで食べておいしかったですよぉ。ぼくはオレンジのムースが好きだなぁ。あれ、いいですよねぇ。夏の残り香みたいなものが」

（ああ、もう。ソウジロウってやつぁ）

　へなへなと脱力しながらも、シロエはそんな報告をしてくるソウジロウの肩に手を置いた。

「どうしたんですか？　シロ先輩？」

「いや、いいところにきてくれた。ソウジロウ。君向きの案件があるんだよ」

「敵」はランダム性をも取り込んだ無作為飽和作戦を展開中だ。

　で、あるならばその防御戦線には、無作為を超える無意識を当てるのが相応しいだろう。




　そのために最適な人材が、シロエの目の前にいるのだ。




　　▼４




　念話を切ったミノリはぎゅっと拳をにぎった。

　懸念は的中した。

　アミキノバリのた街ちは攻撃を受けている。

「やっぱり、なのかい？」

　ショックを受けたような声のカラシンが訊ねてきた。それにミノリは頷く。

「シロエさんも同様の意見です」

　爪を嚙んだカラシンは、厳しい表情で書類の山に目をやり、そのあとまた思案に入る。

　ミノリがこの執務室に入ってからすでに８時間が経過している。早朝からほとんど休憩も取らずに連続で処理をしたおかげで、書類の塔はその大半が消えていた。今やそれらは圧縮されて部屋の隅の書類木箱に収められている。

　だが、だからこそ状況は明らかになったのだ。

　報告が分散して届けられていたから気がつかなかったが、西からの商人は参加者総数の内15％を突破している。

　人数自体は、多くてもそれほど問題ではない。問題なのは15％の流入人口が引き起こした60％を超えるトラブルだ。

　この部屋は『天秤祭』の責任部署である。いい方を変えれば司令室だ。

　事前にしろ事後にしろ報告書という形で情報が集まってくる。

　この「報告書」という形がすでに間違いの元だった。多様な「報告書」が処理を圧迫しているのだ。

　もちろん書類は大切だ。

　記録を残すというのは事務の鉄則だし、それはこの世界において紙によって成し遂げるしかない。

　しかし、〈生産系ギルド連絡会〉には処理能力が圧倒的に不足していた。当初予定していた精度の記録をするには、組織作りに失敗していたし、システム運用の熟練度も足りなかった。なにより、要員の数が圧倒的に足りていなかった。

　そして、そこを突かれたのだ。

　たとえば、市中に入るに当たっての簡易的な積み荷の聞き取り調査。「のみの市」に出店する場合の鑑札発行手続き。販売品目届け出手続き。〈円卓会議〉が管理を行なう公営の倉庫の利用手続き。現場での荷物引換証の発行。それらすべての現場で人手が不足している。

　遅滞はストレスを呼び、ストレスはトラブルを招く。

　それらの混乱は、予想外に増えた〈大地人〉商人が不可避的に──つまり意図せず巻き起こしてしまったものだと思われた。つまり、今回の混雑を予想できなかった連絡会側に責任があるのだと反省していたのだ。

　しかし報告書をより分けるうちに、同じ西方商人が意図的に多段階の、もしくは重複する事務処理を申請している実態が現れてきた。

　何者か、もしくは何者たちかが、システムに負荷をかけようとしている。

　カラシンが確認をしたところ、市し中ちゆう警けい邏らにあたっているギルド、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣騎士団〉も、急速に増大した喧嘩やもめ事の処理で身動きがとれなくなっているとのことだった。と、同時に〈円卓会議〉の無能を責める飛語が市中で確認されている。

　ことここにいたり、ミノリはカラシンの許可を得てシロエに連絡を取った。情報を共有しないことによる弊害を恐れてのことである。

　そして報告を受けたシロエの判断は「何者かの攻撃を受けている」ということであり、不幸なことに、ミノリの予想はシロエの支持を得たことになった。

「ミノリちゃんはシロエ殿のところに戻るのだろう？」

　カラシンの質問は予想どおりだった。だから、ミノリも予定どおりの態度で首を振る。




「シロエさんのところには、戻りません」

「へ？」

「ここにいます」

　ミノリは繰り返す。

　カラシンのあっけにとられた表情も当然だ。

　攻撃を受ければ、群れはそのリーダーの元に集合する。これは人間が動物だった頃からの防御的本能だ。ギルドであってもそれは同じである。

　この状況下では、メンバーはギルドリーダーの元に集まり、集団でその指示に従うのが常識的な対応である。それは、集団の規律とかいう以前の定石に近い。得体のしれない社会的な浸透侵略を一方的に受けているのだ。現にカラシンは、手の空いているメンバーをギルド会館周辺に呼び集める指示を出したばかりだ。

　ましてや、ミノリはまだ若い。保シ護ロ者エの翼のもとへ戻るのが当たり前だとカラシンが考えていたのは、ミノリにだって理解できる。

　しかしミノリは、この場に残る決断をした。

　ミノリの書類整頓能力は、すでに一人前の事務職として通用するレベルにある。もちろん〈第８商店街〉の若手数人と協力してであったが、ミノリが執務室にあふれかえった書類を「根絶」したのは事実なのだ。カラシンが断ることはないだろう。

　心配するカラシンの視線にあえて気付かないふりをしたミノリは、大きく深呼吸を行なう。

　ここは戦場。

　ミノリの視界には、すでにこの書類の山も事務室も、別の事物に見えている。

　意識の中で情報が自然に変換されて、新しいビジョンが立ち上がる。

（つまりアレと同じだよね）

　問題点は、処理能力の低さ。

　それは回復能力の不足と通じる概念だ。

　思い出すのは、背筋を凍らせる殺気や息がつまるような緊張感。ゆっくり掌てのひらをゆるめ、握りこみ、血液を意識的に循環させてゆく。そう、ミノリがいま想定しているのは大規レ模イ戦闘ドだった。

　思い出すだけで喉が渇き、身体が冷却されてゆく。

　ラグランダやチョウシ、ザントリーフの各地で行なったアレをやればいいのだ。シロエがやっていたように、その姿を真似て。




「ここに残って、倉庫の仕事をします。倉庫の書類も、全部運んでもらって、よいですか？」

「え？　ああ。そうか、そうだな。……もちろんやってもらえれば、それは有り難いが」

　カラシンは近くにいたタロ青年に指示を出す。




　倉庫とは、〈円卓会議〉管理下の物資倉庫である。中小ギルドが月つき極ぎめ契約で間借りすることができるこの倉庫群は、〈円卓会議〉成立後比較的早い時期に作られた施設だ。

〈大災害〉以降の変異した世界では、素材の品質が作成後のアイテム品質に影響を与えてしまう。そのため生産者にとって、素材単位での目利き購入が重要になった。

　以前ならば、アイテム名称「トマト」であれば、それがどんな「トマト」であってもでき上がった料理の品質は──もちろん濡れたせんべいにしかすぎないが──均一だった。しかし現在では、傷んだトマトを使えばトマトサラダもまた傷んだトマトで作った程度のトマトサラダになってしまう。不味いものにしかならないのだ。それゆえ現在では、直接目で見て品質を確かめてから購入するというニーズが高まっている。

　そのために以前とは違った、管理体制のしっかりした大型倉庫が必要になったのだ。大規模なギルドは自前で倉庫を運用できるが、中小ギルドにそのような体力はない。〈円卓会議〉は、そんな中小ギルドからの要望に応えて大型の倉庫複数を設置、これを管理している。




『天秤祭』の期間、この倉庫は〈大地人〉に対しても開放されている。

　そのサービス自体は、たとえば荷馬車でやってきた〈大地人〉商人にとっては必要なものだ。商材の中には宿屋の厩うまやに放置しておけない種類のものや嵩かさ張ばるものが少なくない。〈天津冬衣氷の上位精霊〉を召喚して冷却した倉庫ならば、鮮度も多少は保たれる。

　しかし、〈大地人〉に開放したため、手続き自体が煩雑になっているのも事実だ。預かったアイテムの詳細を記録しないと責任はもてない。また、毎朝一定量を引き出し、夕方には売れ残ったものを預けるという使い方を想定していたこれらの倉庫は、販売する度に引き出すというような、頻繁な出し入れを前提にはしていないのだ。

　有あり体ていにいえば、窓口の処理能力をはるかに超える負荷がかかっている。──これが今アキバの街が受けている攻撃の代表的な例だ。

「ミノリ、またせたな」

「うん、トウヤっ」

　挨拶もせずに執務室へ入ってきたトウヤにミノリは頷く。

　フレンドリスト最上段に登録された互いの連絡先は、双子にとって無二のものだった。あまりにも繰り返したため、もはや無意識操作でも疎通可能な念話は、ダイレクトコールを超えて以心伝心の域に達しつつある。




「カラシンさん。応援にきてもらいました。双子の弟のトウヤです」

「ああ、久しぶりだね。すまないが、たのむね」

「了解。んじゃミノリ、俺、いってくらぁ」

　トウヤは挨拶もそこそこに、バッグだけを下ろして執務室から出て行く。ミノリも「どこに？」とは聞かない。

　このフロアには、いくつかの公営倉庫から荷物の預かり票が届いているはずなのだ。先ほどカラシンと話していたとおり、トウヤはその預かり票を取りに向かったはずだ。

　やがてこの執務室には、前に倍するスピードで、さまざまな書類が運び込まれはじめるだろう。「のみの市」から届く報告書に加えて、倉庫群からの預かり票までもが、この執務室に運び込まれることになる。

　当面の書類を整理してスペースが空いたこの執務室で、それら膨大な書類を並行処理する。

　それがミノリの選んだ戦場である。




「カラシンさん、これもお願いします」

　ミノリは先ほど作った重要度の高い報告書をカラシンに回す。右肩に赤字で「至急」と書いたものだ。カラシンは戸惑っていたが、ひとつ頷くと素早く視線を走らせはじめた。

　カラシンはシロエが実務能力を高く評価しているほどのギルドリーダーだった。預け入れられていた物資──ジャガイモの山が「二重に引き出された」などという、ミノリには処理できないような火のついた案件であっても、短時間の念話で損害を補償する方向に話をまとめてゆく。

　その様子にミノリは確信する。

　今この瞬間、シロエの元に駆け戻るのは弱い一手だ。

　戦線が圧倒されつつあるこの瞬間こそ、後衛は前衛を支え続ける鉄壁の覚悟をみせつける必要がある。後衛は、前衛を信頼する義務がある。

（わたしなんかが、役に立つかわからないけど……）

　でも、今この瞬間、この執務室には人がいない。カラシンとふたりの〈第８商店街〉の有志だけだ。ミノリ自身とトウヤを加えても５人にしかならない。

　──『天秤祭』の中心であるにもかかわらず、スタッフが５人しかいない。

　シロエに指示されたのは「トウヤと合流すること」だけだった。

　ミノリはそこに込められた意図に思いを馳せる。




　最初に感じたのは「現在アキバに迫っている状況は、直接肉体的なダメージをもたらすような種類の危難ではない」というメッセージだ。もしその種の危険が及ぶ状況であれば、シロエは万難を排して合流する指示を与えただろう。必要であれば、迎えを出してくれたはずだ。

　しかし、安堵の次に感じたのは「自由を許す」というメッセージだ。

　それは、ただ単純に行動の自由を認められたという意味ではない。攻撃されているという情報を共有した上で自由を認められたというのは、援軍としての動きを期待されているのだ、とミノリは解釈した。

　遠いシロエからの小さな期待。

　勘違いかもしれないようなその可能性に、ミノリの魂は燃え上がる。

（でも、もしそうであるなら。……ほんのちょっとでも、シロエさんに期待してもらえているのなら。わたしは……）

　この執務室において、シロエを真似ようと。

　ミノリはそう決心する。




　シロエの管制戦闘を再現するのだ。

　同じ場所にシロエがふたりいても意味はないが、シロエがいないこの場所であるならば、そのまねごとに意味を見いだせるかもしれない。

　倉庫の受付で〈大地人〉からの苦情を受け止め続けている担当者は「前衛の壁役」だ。彼らが稼いだ時間に前衛の問題を処理してゆくカラシンはこの場合「回復役」になるのだろうか。

　そんな戦場で、問題の大小をより分け、次の一手を予見して、すべてをスムーズに進行させるべく、情報を整形するのが、ミノリに今できる「精一杯」だ。

　前衛にも回復役にもなれない自分。

　理想だけは高い癖に、やっていることといえば書類整理と、その内容を別紙に転記して配分していくことだけ。そんな自分に、内臓の底がむかつくような無力感といらつきを覚えるけれど、ミノリは懸命にそれを凍てつかせる。

　中学生の自分が無能なのは当たり前のことだ。

　それに苛つきや自虐は、戦いの現場においてなによりも無益なものだと、シロエに教え込まれている。そのシロエを裏切ることはできない。

　──戦闘の流れは読むものじゃない。流れになるものだ。

　冗談めかして笑っていたシロエの優しい声を思い出す。

（流れに、なる……）




　今のミノリにとって戦闘とは、その流れとは、次々と運び込まれてくる書類や、念話で飛び込んでくる指示待ちの連絡の連続体だった。それらそのものになる。




　なにも悩まない。

　なにも考えない。

　書類そのものや、解決そのものに、〝化なりおおせる〟。

　ほんのわずかに感じる、その手触りを追いかけて、ミノリは目前の作業にとびこんでいった。




　　▼５




　夕餐会の会場は、華やかな雰囲気に包まれていた。

　ここはレイネシアの居住する、『水すい楓ふうの館』。その１階に位置する大ホールだ。『水楓の館』はレイネシアがアキバの街に赴任するに当たって、マイハマのコーウェン公爵家が購入した、アキバに数多い倒壊したビルを改修した建物である。

　ほとんど廃墟だったビルは、基礎構造のみをのこして、〈大地人〉の貴族邸風意匠に作り替えられていた。

　この館は公邸として、客を宿泊させることもあるし、打ち合わせや特産品の評価などの実務を行なうことも多い。そのため、レイネシアの私邸という側面をもちながらも、相当大規模に作られている。ホール数３、部屋総数80。使用人の数は普段から30人を超える。

　そして、この公邸の迎えた過去最大のイベントである夕餐会を前にした今、そのスタッフの数は普段の30人などという数とは比べものにならないほどに膨れあがっている。マイハマから呼びよせた料理人や吟遊詩人、給仕の娘たちだけでは足りず、アキバの街で急遽募集した厨房スタッフや各種職人を動員しての、大規模な饗応である。

　募集に応えたのは、実は〈大地人〉だけではない。

　料理人や、給仕、楽人、裏方のスタッフとして、多くはないが〈冒険者〉も参加している。〈冒険者〉の所得水準は高い。レイネシア側が提示した賃金は〈大地人〉基準のもので、よもや〈冒険者〉が応募してくるとは思っていなかったが、ここはアキバの街である。興味半分の〈冒険者〉が、おもしろがって名乗り出るなどといった一幕もあったのだった。

　半ば以上ボランティアの気分なのだろう。そんな〈冒険者〉たちは、華やかな宴の裏でせわしなく働きながらも、共に働く〈大地人〉の異性とお近づきになったり、ちょっと可愛らしい関係を築いたりもするのだが、それはまた別の話である。




「ありがとうございました」

　レイネシアはにっこりと笑い、眼前の〈冒険者〉に会釈する。〈冒険者〉の青年は、ぶっきらぼうに視線をそらしながらも、「いえ、当然ですから」と呟いた。

　その青年は、ザントリーフ戦役の時、後方支援や包囲作戦に参加してくれたらしい。レイネシアとしては、感謝するくらいしかできないが、まさにその感謝を礼に込めるためにこそ今日の夕餐会があるのだ。

「皆様のおかげで、マイハマも都市連盟も救われました。尽きぬ感謝を捧げます」

　少しだけスカートを持ち上げて頭を下げる。

　その様子に青年は手を振ると、「そんなに礼をいわれるほどのことじゃない。俺たち〈冒険者〉だし、当たり前だし、報酬もらってっし。その……たいした手間じゃなかったし」と、口早に遮る。

　その後頰を染めた青年は、居心地悪そうに「気にしないでほしい。絶対だから！」といい置いて、そそくさと離れていってしまった。

「なんだか初う心ぶな方ばかりですねぇ」

「そうね……。本当に」

　レイネシアは背後に控えたエリッサに答える。

〈冒険者〉──特に青年たちは内気な人間が多いように思う。騎士というのもたいがいにロマンチストなものだが、その「騎士道」に没入するあまり、自分たちの流儀を押しつけてくるところがなきにしもあらずだ。

　その点、〈冒険者〉の若者たちは、レイネシアが感謝のことばを述べてもまごついて逃げ出すようなことが多い。

　はじめは嫌われ疎まれているのかとも疑ったが、そうでないということが今ではレイネシアにもわかってきていた。〈自由都市同盟イースタル〉では〝愁いに満ちた美姫〟と呼ばれ、飾り物のように扱われ、その美を愛めでられていた彼女だが、このアキバの街では、それと同様だが別種の憧しよう憬けいを受けている、ということらしい。

〈冒険者〉たちは、はにかんで照れているのだ。

　エリッサなどは「あらあら、まぁ。皆さん、子どもみたいな照れ方ですね」などと笑っていたが、レイネシアは悪くないと思う。下手にちやほやしてくるよりも、好感がもてる、なんだかふわりと微笑ましい気持ちになるのだ。




　ホールには３００人ばかりの招待客がきているはずだ。

　３分の２が〈冒険者〉であり、３分の１が〈大地人〉である。〈大地人〉は、この街で手広く商売をやっている店主もいれば、銀行業務の管理をしている供くに贄え一族の渉務官もいる。今日の祭を目指して、東方領地からやってきた、大手商会の交易担当者もいた。

　ホールには香ばしい香りが満ちている。

　目的は歓談にある夕餐会だが、お題目である料理の方にも手抜かりはなかった。マイハマからやってきた料理人たちはレイネシアのために腕を振るってくれたらしい。アキバの〈冒険者〉に見せつけるように、豪奢な料理を作り出してくれている。

　魚のスープや、仔牛肉のラズベリーソース添えなどは、「再発見」された料理だ。それらはザントリーフにつたわる伝統的な料理だが、〈革命〉以前はアイテム作成メニューで作られていた。

　当時の料理の味については、もはや霧の中のような記憶しかないが、当然味気ないメニューであり陰鬱な印象しか残ってはいない。よくもあのような味の食物で命をつなげたと不思議に思うほどだ。

　しかし〈革命〉後、作れなくなってしまった料理も多い。アイテム作成メニューにおいて、必要な素材一覧レシピを見れば、どのような素材から作り出すのかは判明するが、その素材を、どういった手順で、どのように調理すれば、見た目だけでもアイテム作成メニューで作った料理と同一になるのかが、わからないのだ。

〈大災害〉は〈大地人〉の無知をさらけ出したともいえるだろう。そこで知らされるのは、アイテムメニューで作れるものさえ、自らの手で作り出すこともできないという、自らの歪んだ姿だ。だがそういった状況に、マイハマの料理人たちは果敢に立ち向かった。実際の料理法が不明な「郷土料理」をなんとか作り出そうと、使用されている素材の一覧からなんとか類推する作業に取り込んでいたのだ。

　そんな苦労あってか、本日の来客はおおむね満足しているようだった。レイネシアは会場を回って、〈大地人〉を〈冒険者〉に紹介し、あるいは〈冒険者〉を〈大地人〉に引き合わせる。




　今のところ、夕餐会は好評でとてもうまくいっているように見える。〈冒険者〉と〈大地人〉の絆は、イースタルの宝になる、とレイネシアの祖父セルジアッドはいっていた。

　それはそうかもしれない、とレイネシアも思う。

　だがそれは、互いがその絆を大切にして、日々磨いてこそ訪れる結果だ。自分の役目は、その絆に愛情を注ぐことなのだろうと、レイネシアは考える。

　それが自分をアキバに赴任させた祖父の狙いなのだろう。

　レイネシア個人は、だらだらとした日常を、怠惰に、まったりと、あるいはくったりと送りたいだけなのだが。




「姫……」

「どうしたの？　エリッサ」

　人波が切れたのを見計らって、うしろに控えた侍女がレイネシアに声をかける。おそらく先ほどエリッサの元へ駆けつけてきた、メイドの伝言と関係あるのだろうが、その顔色は優れない。

　レイネシアは悪い知らせなのだろうと覚悟を決めた。

　マルヴェスがやってくる、と聞いたときから覚悟をしている。

　この夕餐会で、レイネシアはマルヴェスに挨拶をしていない。まだ会場に到着していないと報せをうけていたが、それはつまり悪い知らせの正体が彼である可能性を示唆していた。

「悪い知らせです」

「……聞きたくないけど聞きます」

「マルヴェス卿ですが、ただいまこちらに向かっているそうで、あと10分もすればホールにいらっしゃるかと」

「そう」

　それは予想ずみだ。

　気が重い、プレッシャーのかかる情報ではあるが、悪い知らせというほどではない。

「それで……」

「どうしたの？」

　レイネシアはよそ行きの態度で続きを促す。

「実はマルヴェス卿は船でアキバ沖にいらっしゃったのですが、かなりの量の物資をおもちで。その荷物を倉庫に運び入れたいとおっしゃっておいでなのです。しかし……」

「なにか問題があるの？」

「ええ、なにぶん急な話ですし、量が多いですし。──そもそも、倉庫の預かりというのは、もともと〈冒険者〉向きのサービスですから」

　困ったようにいうエリッサ。

　それは当然そうだろう。もし、なにか問題が起きるようならば、マルヴェスの相談に乗らなければならない。〈大地人〉と〈冒険者〉の橋渡しをするのは、レイネシアの職務である。

　会場のざわめきの声が強くなる。

　大人数の使節団がやってきたのだろう。どうやら、マルヴェスが到着したようだ。報告のすべてを聞くのは、間に合わなかったらしい。




　エリッサを連れたレイネシアは、〈冒険者〉に会釈をしながら、管弦楽の流れるホールを横切った。大きな観音開きの扉から入ってきたのは、ひとりの壮年貴族。

　レイネシアは面識がなかったが、彼が〈神聖皇国ウェストランデ〉の貴族、マルヴェスに間違いないだろう。

「ようこそいらっしゃいました」

　レイネシアは優雅な仕草でふわりとスカートをつまみ、恭うやうやしく頭を垂れる。

〈大地人〉の貴族社会において、レイネシアの立場はきわめて微妙だ。東方最大の貴族、コーウェン家の娘として、彼女は大きな敬意を受ける立場にある。また、その美しさから、社交界では薔薇の姫君として憧れを一身に集めていた。

　しかし彼女は女性であり、貴族社会において女性が表向きの公務に就くことはあり得ない。

　レイネシアがアキバの街に住んでいるのは、もちろん〈大地人〉と〈冒険者〉の間を取り持ち、さまざまな交渉の下地を作る公務のためではあるが、表向きは「〈自由都市同盟イースタル〉に無断で〈冒険者〉に援軍を求めにいった独断に対する謹慎」というような発表が為されている。

　レイネシアは、東側〈大地人〉の代表者としてアキバの街で活動を行なっているが、公的な地位はなにももっていないのだ。「別邸で謹慎中の、コーウェン家の娘」というだけである。となれば、〈神聖皇国ウェストランデ〉の大貴族マルヴェスが相手では、深く膝を折らざるをえない。

「おや、これはお美しい。私の記憶に間違いがなければ、コーウェン家のご息女、レイネシア姫ですな」

「はい、マルヴェス様。今宵は、秋の祭を祝う我が家の宴にご来駕いただきありがとうございます」

　レイネシアは内心を完璧に包み隠して、しとやかに目を伏せた。




　正直にいえば、第一印象は悪い。

　それも最悪といってもよいだろう。マルヴェスは白い粘土をこね上げたような顔の貴族だった。レイネシアは祖父の供として、何度か〈神聖皇国ウェストランデ〉の貴族と顔を合わせていたが、その度に感じる生理的なずれをこのマルヴェスにも感じる。

　古い貴族文化を受け継ぐということにかけては、東よりもずっと保守的な〈神聖皇国ウェストランデ〉では、男性であっても香水を振りかけ、紅をさすことが多い。もちろん似合う人もいるのだろうが、その化粧は〈自由都市同盟イースタル〉の風習からすれば、時代がかっていて異様である。

　レイネシアは、他人の美醜をそこまで取りざたする趣味をもたない。しかし、マルヴェスのそれは、ただ単純な容姿の問題であるというよりも、ある種の内面がにじみ出た結果に見えた。




「ずいぶんと盛況の様子、素晴らしい宴ですな」

「はい、おかげさまで」

　しかし、レイネシアは貴族の娘として、さまざまな外交官や使節と言葉を交わした経験がある。どのように気にくわない相手だとしても、何食わぬ顔をして微笑みながら会話するのは、貴族の家に産まれた子女としてなによりも身につけるべき技術なのだ。

「しかし、どうなのですか。多少、無秩序にすぎる気がしますが」

「どういうことでしょう？」

　鼻を鳴らすような笑いを含んだ貴族の声に、レイネシアは視線を少しだけ上げる。

「いや、貴族が平民と同じ宴に出るなどとは。夷えびすの血を引く東方ならではの剛胆さと申しますかね。はははっ。……これはこれは、近寄るなというのにっ。しっしっ」

「申し訳ありません。東の地はその辺りの雅みやびごとには疎く、このような宴となりました。お口に合うかどうかはわかりませんが、東あずま酒ざけなどいかがでしょうか？」




　軽蔑したような言い回しは、けっして聞き慣れたものではないが、聞き流せないほどのものでもなかった。〈自由都市同盟〉の多くは〈ウェストランデ皇王朝〉成立時に征服された地方都市国家である。そのせいで〈ウェストランデ皇王朝〉の昔から、西方の宮城ある大都市、ミナミやイコマからは、一段低い野蛮な地域として扱われてきたのである。

　それでもイースタルなどはまだましな方である。エッゾなどになると、もはや人跡未踏の蛮地、まさしく夷えびすとして蔑視されてきた。エッゾが独立後、『帝国』を名乗りヤマト中央への反感を強めたのは故なきことではないのだ。




　レイネシアは小首をかしげると、装飾が多すぎる服をまとったマルヴェスのもつ杯に、酒を注ぐ。マルヴェスは、そのレイネシアにうっとりと目を細めると、銀の髪に不ぶ躾しつけにふれた。

　レイネシアの周囲でめらりと怒気が立つ。

　レイネシアやマルヴェスからほど近い〈冒険者〉たちだ。手にグラスをもった鎧の青年戦士や、腰に太刀を帯びたしゃれた剣士が剣けん吞のんな視線を向けてくる。




　その視線の意味合いは「この無礼なシロ豚をやっちまおうか？」である。そんな彼らにレイネシアは、内心でくすりと小さく笑う。

〈冒険者〉は本当に自由で、鳥のように闊かつ達たつな人たちばかりだ。彼らの考えが、こうやって理解できるようになったことが、レイネシアにはうれしい。

　しかし、その無言の申し出をレイネシアは視線だけで謝絶する。優しいゆえに、甘えてはいけない申し出というものもあるのだ。西方の大貴族に危害を加えればただではすまないし、この程度の粘着質な物いいは予測できていた。

　レイネシアがこの場を取りもたなければ、この貴族はよくてたたき出され、悪ければ切り捨てられかねない。それは西にとっても東にとっても、そして〈大地人〉にとっても〈冒険者〉にとっても不幸な結末だ。

　嫌味をいいたいだけならばいくらでも付き合う用意がある。

　レイネシアはそう考える。

　なにせぐうたら好きなのだ。話を右から左に聞き流すことにかけては自信がある。はしたなく欠伸を嚙み殺すことだって挑戦できてしまう。むろん、あとでエリッサに怒られる覚悟を決めればだが。

「まぁ、いいでしょう。姫。とりいそぎ、倉庫を用意して欲しいものですな。運んできたものの中には海産物もある。鮮度が落ちては困りますのでな」

「はい。今問い合わせをさせております、少々お待ちください」

　しとやかに頭を下げるレイネシア。




　しかしマルヴェス卿は、明らかに侮蔑した表情でレイネシアの言葉を遮る。

「はっ！　なにをいっているのです、姫？　この件はすでに書面にて依頼がすんでいるはずですぞ？　マイハマのセルジアッド公へも、同文の書類を送り、返事さえいただいている」

「え？」

「受け入れ準備はおすみでしょうな？　商品は、神聖皇国の斎宮家へも降ろされる最高級のもの。軽くあつかってほしい品物ではないのですよ。おわかりかな？」


































　　▼１




「ダメですよぉ。そんな無理強いをしちゃっ」

「並んでください、並んでくださいっ！」

「はい、こちらで書類を預かっています。はい、はいっ」

　華やいだ声が行き交う。

　声の主は美少女たちだ。

〈エルダー・テイル〉はゲームという性質上、プレイヤーのあつかうキャラクターも、街を行き交うキャラクターも、女性は基本的には可愛い、もしくは美女揃いである。男性の場合には渋い、格好いい、可愛いなどという形容詞が付く。

　そうである以上、一定数の女性が集まれば、特にそれが〈冒険者〉であれば、全員見み目め麗うるわしいということになるのだろうが、それにしたところで今回の華やかさは度を超えていた。

　展示会大ホール入り口近くに急遽設置した「対策本部」の中で、シロエはこっそりとため息をつく。

　ソウジロウのためにがんばっている少女たちを見るのは、はじめてではない。恋に落ちると女性は美しくなるなどというが、あれは真実である。頰は上気して瞳は潤うるみ柔らかい表情が多くなって魅力的に見えるのだと、シロエは解釈している。

　しかし、ソウジロウの取り巻き──本人たち曰く親衛隊は、その上、全身からハートマークを飛ばしている風情なのだった。そのオーラは声にも出ていて、蜂蜜のような甘さを含んでいる。

（これ、予想以上だ）

　仏頂面でシロエは会場を見回す。

　大ホールのあちこちには、青い腕章をつけた少女たちが、行列を捌さばき、場合によっては〈大地人〉商人と〈冒険者〉の交渉に立ち会い、アドバイスをしている。

　その行動は滑らかで、手際がよく、訓練時間にして数百時間の熟練を感じさせた。

　もちろん、そんな時間をかけたはずもない。




　すべて、シロエが口八丁でまるめこんだソウジロウ親衛隊の力である。外から見ただけでは想像もつかないが、彼女たちは高度に組織化された集団なのだった。

　しかも念話による連絡網で、どんどん人が増えている。

　シロエの知る限り、ソウジロウがギルドマスターを務める戦闘系ギルド〈西風の旅団〉は現在その総数三十数名であるはずなのに、どう見たところで、今回の作戦に参加している女子は優に50人以上はいるように見える。

「シロエ参謀」

　きりっとした表情の少女が、シロエに声をかける。

　どうやらいつの間にか、シロエの待遇は『参謀』ということになったらしい。ソウジロウが「現場の指示はシロエ先輩に従うように」とお達しを出したせいである。

「新規５名到着しました。小隊編成にて出撃可能ですっ」

　きびきびとした報告は滑らかで練度を感じさせる。

〈シルバーソード〉や〈軍グン荼ダ利リ〉などの大規模ギルドでも、ふやけたメンバーではこうはいかない。

「あー」

　シロエは言葉を探す。

　自分で立案した作戦とはいえ、今現在自分の表情が、どれだけ複雑で微妙かはよくわかっている。

「ソウジロウは？」

「はっ。ソウ様♥はただいまホール内をデー……巡回中であります。側付きは、第４小隊でありますっ」

　シロエは窓を眺めて時間を計る。そろそろ時間だろう、次のステップに進むべきだ。

「ではソウジロウに連絡。対策本部に帰還後、第５小隊と合流。45分間のホール内巡回を続いて行なう。第４小隊は、現在第５小隊が行なっている任務、すなわち本部直衛および、受付補助を引き継ぐものとする。……それから新規到着者は３名ずつで、新規小隊を編成。こちらを市内の巡回任務に当てる」

「了解でありますっ。わ、わ、わっ」

「？」

　突然真っ赤になる少女に、シロエは首をかしげる。

「わたしたち第５小隊は、シロエ参謀の指示に従い、ソウ様と巡回に出かけるでありますっ」

　その復唱に、ちらちらとこちらを窺っていた数名の親衛隊──つまり第５小隊の少女たちは隠しきれない黄色い声を上げる。

「ソウ様と一緒！」「わたしはじめてぇ」「どうしよう、わたし可愛いぱんつ穿いてないよぅ」とつっこみどころ満載の呟きを漏らす少女たち。瞳は潤むを通り越してハート形になりかかっている。

　彼女たちの認識は、おおむね間違っていない。

　今回シロエが立案した作戦は、ソウジロウとの巡回警備（という建前のグループデート）をエサにした、現場人員の水増しである。

　３名から４名の小隊と共に、秋冬衣料あふれるこの展示即売会場を、ソウジロウはゆっくりと巡回している。けっして急がないように指示してあるから、その行動はデートそのものだ。ひとりあたり金貨20枚までのプレゼントを購入するようにソウジロウには指示ずみだ。代金はすべて〈円卓会議〉もちである。

　自分で思いついたとき、シロエとしては「これは名案だっ！」というひらめきと共に、「おい、こんな作戦でうまくいくのかよ」というつっこみも存在した。しかし、結果としては今ホール内で機能しているように、想像を超えた効果を見せている。




　シロエも詳しくは知らないが、ソウジロウ親衛隊は鉄の結束を誇るのだという（先ほど話していた少女がそう自慢していた）。なんでも、ソウ様側居役チーフマネージヤーから新入隊員ニユービーにいたるまで、ピラミッド状に指令系統が存在するらしい。その指揮系統を生かして有機的に隊伍を組織、今ではこのホール内のトラブルを一手に処理している。

　ソウジロウたちがゆっくりと練り歩いていても、それ以外の６つの小隊が巡回し、トラブルを未然に防いでいるのだ。もしやっかいな口論が発生しそうならば、かまわないから自分に念話を入れるか、それとも〈円卓会議〉の立ち会いの下で話を続けるように商人たちを脅せ、とシロエは指示してある。

　はじめはそれでも〈大地人〉の商人もしくは密偵が騒ぎを大きくするかもしれないと警戒したが、魅力的な少女たちが相手では、〈大地人〉たちも勝手が違うのだろう、トラブルはほとんど起きていない。




　なにしろ、少女たちのモチベーションがすごいのだ。

　文字どおり目の色を変えて、規律正しく、油断のない巡回を続けている。それでいて誠実、柔和と申し分のない会場対応だ。このボランティアに参加すれば、もしかしたらソウジロウとお近づきになれるかもしれない。なんて想像が止まらないのだろう。真面目に巡回をしている彼女たちの前には、たびたびといってよいほどソウジロウが現れるのだ。しかも毎回のように違う小隊を率いての巡回である。それは勤労意欲も上がるだろう。

　ソウジロウにみられるかもしれないと思えば、対応も丁寧になろうというものだ。「可愛らしい女の子」を演じるのに余念のない彼女たちがかぶりすぎた猫が、シロエには猛虎のオーラに見える。

　もちろん、モチベーションどころかアドレナリン急上昇の彼女たちに比べて、シロエのやる気バイオリズムは限りなく低下中である。別にソウジロウが羨ましいわけでもハーレムを築きたいわけでもないが、ここまで明確な格差を見せつけられると、世の男性同様にはかない気持ちになる。

　確かにソウジロウは好青年である。穏やかで優しいし、紳士的で、戦闘では間違いなく頼りになるナイスガイだ。そのうえ、どうにもそそっかしくて不器用なところが庇護欲をそそる──という彼女たちの言い分はわかる。ソウジロウのどこがそんなに魅力的かについては、かつて〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉にいたときに、ナズナと詠よみが懇切丁寧に語ってくれたからだ。




　しかしそれでもなお釈然としない。

　そういった要素だけで、こんなにもてるものだろうか？

　なんだか魔術なのではないかと疑うほどの大人気である。羨ましいわけではないのに、腹立たしさだけは存在する──まったく不思議だと、シロエはひとりつぶやいた。

「参謀どの、はじめまして、ただいま着任した、そにょっ、えーと、第16？　そう、第16小隊でありますっ」

　目の前で直立不動の姿勢を取る舞い上がった少女を見て、シロエは先ほどまで感じていた不思議さを再度確認する。

（なんだってこういう女の子が生産されちゃうのかなぁ？　恋って本当に不思議だよな。もてる人間ってのは、やっぱりこう、ある種の天才だな。危険物に近いけど）

　ソウジロウのことを思い浮かべる。

　ちょっと線が細い、そのくせ戦闘大好き美少年だ。友達にするのには不足がない。ゲーム仲間なんだから、仲間でいいじゃないかと思うのだが、女性から見ると違うのだろうか。

「わかった。第９小隊から第18小隊は、これより市中警備に出る」

「市中警備ですかっ？　新撰組ですねっ」

　なぜか盛り上がって嬉しそうな少女に、シロエとしては適当に頷く。このノリの女性を相手にするには、無駄なツッコミを入れないことと、逆らわないことだとシロエは理解しているのだ。

「え、あ。主君っ」

　声を上げるアカツキ。アカツキは、シロエと〈三日月同盟〉のブースを交互に見ている。きまりが悪そうな表情は、おそらく着ている服装のせいだろう。

「どした？」

「あの……出るのか？　ステージの約束はどうするんだ？」

　アカツキの言葉に、シロエはそういえば、と思い出す。

　ヘンリエッタと交わした約束の一部は、販促のためのステージであった。シロエの方は小道具係かおまけというところだろうが、アカツキは当てにされているのだろう。ヘンリエッタに着せられたであろう、元の世界風のこの衣装は、ステージ用のそれだと思われる。




　しかし、現在はアキバの街が攻撃を受けている事態だ。

　それどころではないといえばそれどころではない。

「主君は、約束をしたのだろう……？」

「そりゃ、そうなんだけどね」

（いや。……そうとも限らないのか？）

　シロエは眼鏡を押し上げながら考える。

「敵」の目的が〈円卓会議〉の処理能力に対する飽和攻撃と、信用失墜、おそらく内部分裂を狙っているのであれば、『天秤祭』はできるだけ予定どおり行なうべき。そう考えていたシロエだが、その方針を多少修正する。

（そもそも予定なんて外部の人間にわかるわけもない。成功したように見えれば、多少のアドリブは問題ないわけだ）

　そう考えれば、シロエの自由度はずっと上がる。

　呼吸を詰めて、脳内のタイムテーブルで思考の駒を動かす。自分の手番、他のプレイヤーの手番。手に入った情報と、未確認の情報を厳密に区分けして、ひとつずつ盤面を埋めてゆく。

　神ならぬシロエには、もちろん見えていない局面は多い。しかし、指し手というものは一手指すごとに思いのほか多くの情報を開示してしまうものだ。「敵」がその傲慢なやり口から自分の粗雑さを露呈してしまったように。

　人間は自分の足跡を残さずにはなにひとつできない生き物なのだ。

　そういった付加情報を加えれば、見えていない盤面もおぼろげながら浮かび上がってくる。




　住民それぞれの努力。現場での誠実さ。祭の空気を背景に、アキバの街をめぐるさまざまな勢力の思惑が蠢うごめいている。

　自分と同じ程度の指し手は、世界にいくらでもいると考えているシロエにとって、それは自問自答の一形式。自分に対応できない局面などあふれている。

　クラスティとアイザックに連絡をしてアキバの街における暴力が絡んだ事件を片っ端から鎮圧してもらっているシロエだ。そのほかにも、動かせる駒は残らず動かしている。「事件を公おおやけにしない」という方針に従っているので、あらゆる現場では、ちょっとしたボランティアのような体制ではあるが、アキバの街に名だたる大手ギルドの主力が事件に介入している。力強いプレイヤーがこの盤面には集っているのだ。

　現に今、「敵」の一手に自分ひとりでは対応しきれず、ソウジロウの能力を借りた。その親衛隊は、〈大地人〉商人との交渉トラブルの最前線で、文字通り駆逐する勢いで問題を解決している。それらはシロエにはない能力だ。

　そしてまた。

〈生産系ギルド連絡会〉から連絡してきた、小さな仲間の声を思い出す。

　彼女のまだ幼い、しかし意志に満ちた指先をシロエは感じる。まだささやかでおぼろげだが、まるで今産うぶ声ごえを上げたひなの羽ばたきのような一手をシロエは幻視する。

　カラシンの処理速度が上がり、明らかにトラブルの残件が減少しつつあるのだ。それはアイザックらが率いる警邏隊への援護射撃であり、そうして作り出したわずかな余裕を、ソウジロウ親衛隊の力が無理矢理こじ開けにかかっている。

　思ったよりも、劣勢を押し戻しつつある。

　まだ形をとるにはいたっていないが、事態収束のイメージは見えてきている。今ならば、シロエは次の策を繰り出すことができる。

　アカツキの言葉に気付かされた「自由」についてシロエは考えを巡らせる。『天秤祭』のタイムテーブルを破壊せず、しかも予定していなかった行動をとり、『天秤祭』を盛り上げる。そんな手を。

　なぜならば「敵」のやり口、負荷をかけたり流言飛語をばらまいたりというのは、究極的にはアキバの街の結束力低下を企んでいるからだ。「アキバなど大したことはない」と思わせるのが彼らの目的なのだ。事実とは関係なく、精神の弱体化を狙う攻撃だ。それに対抗するもっとも有効な反撃策は、『天秤祭』を盛り上げて参加者の満足を最大化することである。

「──主君？」

　心配そうなアカツキの声にシロエは顔を上げると、微笑みを返した。ヘンリエッタのいうところの腹黒い笑みだった。

「あー。アカツキ？　ヘンリエッタに衣装用意してもらって。付近のギルドにも声をかけて、全身コーディネートをどうにかしろっていっておいて。鼻血もののやつな」

「え？」

「第９小隊から第18小隊っ！」

「はいっ!?」

　すかさず返ってきた返事にシロエは立ち上がり、不敵な表情で告げる。




「市中の警邏に出かけるっ！　面倒をかけるがよろしくお願いしたいっ。今日の任務終了後、おいしい食事をおごろう。ソウジロウに可憐なところを見せてやってほしいっ」




　　▼２




　レイネシアはマルヴェス卿の言葉に青ざめる。

　理解して、ではない。まだ理解には届かない。

　レイネシアは焦げ臭い危機感を感じ取ったのだ。

「さぁ、早く準備をしていただきましょうか？　姫」

「え。あ……。いえ……」

　助けを求めるように振り返るレイネシア。その視線の先では、エリッサが配下のメイドをしかり飛ばし、マルヴェス卿の部下から受け取った書類の写しを確かめている。

「姫さま」

「どうなの？」

「書類は本物です。……考えにくいことですが、こちらの手落ちで管理から漏れたとしか」




　手落ち。

　管理から漏れた。

　その言葉を聞いても、レイネシアの脳はすぐさま反応しなかった。そしてゆっくりとその失態が意識にしみこんでくる。それは凍るような冷たい液体の感触をもっていた。

　つまり、マルヴェス卿は輸送船でアキバに向かうに当たり、事前に倉庫を借りられるよう、レイネシアの方に打診してきたということなのだろう。同様の書面をマイハマへも届け、それを承認する返事も届いている。

　つまり、レイネシア自身が倉庫の準備を確約していたということだ。それを祭の準備の中で失念してしまった、というのがことの顚てん末まつらしい。

　もちろん、実際にはなにが起きたかはわからない。伝達の事故で連絡そのものが届いていなかったのか、それとも事務メイドが失念したのか、それともレイネシアがあまりの忙しさに書類をどこかに紛れ込ませてしまったのか……。

　しかし、今更それを問い直している暇はない。

　マルヴェス卿は、レイネシア側からの返事も所持しているのだ。ことここにいたってはレイネシアの落ち度という他はない。

　そもそもレイネシアは主人役であり、招待客の便宜を図る義務があるのである。またアキバの街に居候を決め込んだコーウェン家の娘と、西の海運貴族マルヴェス卿では、そもそも個人としての位が違う。また、東西の緊張を孕はらんだ関係を考えれば、ここは下手に出る他はないのだろう。




　レイネシアは女性だ。

〈大地人〉貴族の慣習に従って、政治向きの教育は受けてこなかったが、それでも社交界にいれば、それだけで耳に入ってくるものはある。

「ふんっ。どうしたのですかね？　よもや準備ができてないなどとはいいますまい？　あれだけ事前に申し込みを行なったわけですし」

「その……」

　謝ることは、容易い。

　しかしこういった交渉に不慣れなレイネシアは、頭を下げてよい場面なのかどうなのか判断がつかないのだ。こんな流れになるのであれば、もっと学んでおけば、とは怠惰な彼女は思わなかったが、それでもなんらかの手は打てたはずだとは考える。

　マイハマから優秀な文官を数人回してもらい、近くに控えていてもらう程度のことは当然すべきだった。もちろん祖父から許してもらえる範囲内で付き人を選んだわけだが、それでも足りなかったのだ。

「それがコーウェンの作法ですかな？　それとも〈冒険者〉──アキバの街との協力関係を作ったというのが眉唾であったのかな？」

　せせら笑うような声に俯いたレイネシア。

　いい返したい言葉はあふれているのだが、そのどれが正しく、あるいは危険なのかがわからない。

　とにかく謝罪し、船荷の補償を含め、ことを穏便に処理しなければ。細かい手順については追々考えるとして、今はこの問題を、せめて宴のあとに繰り延べられないか？　レイネシアは痺れきった頭でそう考える。

　麗しい姫だといわれてきた。

　どのような宴に出ても騎士と文官の賞賛の中にあった。

　さながら氷漬けのような日々の中で、うまく演じてきたと思う自分の体温が低くなっていくのを感じる。レイネシアはそれが理解不能だった。なぜこんなにも感情が揺れるのか。こんなにも不快なのか。

　この悔しさはレイネシア自身のものではない。だってレイネシアは、そんなものは本当はどうでもいいのだから。この不快さと悔しさと自責はきっとこの能天気な街が──。




「こんばんは！」

　豪華な絨毯に視線を落とし、凍り付くように固まっていたレイネシアは、その色がふと陰ったことにより、自分の前に誰かが立ったことを知る。弾かれたように上げた瞳に映った背中は、見慣れない衣装に包まれていた。

〈大地人〉が知らないような、柔らかそうな布地で作られたシャツの上に、丈の長いフード付きチョッキをまとった姿。その青年は、ザントリーフへと向かった運命の演説の日、レイネシアを引き返せない崖から突き落とした犯人である、シロエだった。

「シロエ……さま？」

「これはどちらかな」

「失礼いたしました。僕は〈円卓会議〉11ギルドのひとつ〈記録の地平線ログ・ホライズン〉を率いるシロエといいます」

「シロエ……。家名はないのですな？　ほう」

「ええ。〈冒険者〉ですからね」

　レイネシアの目の前で、街着を身につけた青年は、西の大貴族を前にしても、飄ひょう々ひょうとした態度を崩さなかった。言葉につまったレイネシアはそれでも半歩踏み出す。〈大地人〉の礼節や風習を知らない〈冒険者〉では、どのようなトラブルを呼び込むかわからない。彼女はそれを防ぐためにアキバの盾となる決意を固めたのだ。

　しかしそのレイネシアの肩をそっと、だが有う無むをいわせぬ力強さで制止する手があった。筋張った男性らしい大きな手は、クラスティのそれである。レイネシアをうしろから制止したクラスティは肩越しに見上げるレイネシアに、視線を落とさず声をかける。

「心配要りませんよ」

　眼鏡に阻はばまれてその表情は読めないが、口元にはずいぶん酷薄そうな笑みが浮かんでいる。

「アキバにようこそ。マルヴェス卿。精霊を動力機関に採用した精霊船の成功と、海運におけるその手腕のお噂はかねがね伺っておりました」

　にこやかなシロエの言葉に、マルヴェスの瞳が少しだけ大きくなる。だが、皮肉そうな口元はそのままに「それはどうも」と告げるのみだ。これは〈大地人〉の礼節からすれば、嘲あざけりに近いほどの態度だった。

　明らかにシロエを、そしてシロエが〈円卓会議〉構成議員であると名乗った事実と合わせて考えれば、アキバの〈円卓会議〉をも嘲笑するその態度に、レイネシアは頰が熱くなるほどの苛立ちを覚える。

　だがシロエの方はまったく気にしていないようだ。そもそも、〈大地人〉の礼節についてなにも知らないのかもしれない。

「それで、なにかあったの？　エリッサさん？　どこ？」

「はい、シロエさん。……これが経緯です」

　だがそんな苛立ちも、シロエの言葉に水を差される。

　レイネシアはぽかんとした表情で、自分の侍女がシロエに先ほどの書状を見せるのを見る羽目になった。ふたりが知り合いだとは知らなかったのだ。エリッサの方は苦虫をかみつぶしたような表情だが、それでもシロエという青年にはなにがしかの敬意を払っているらしい。




「ああ、ふむ。……そうか、その可能性もあったよな。だいたいわかったよ。……おーい、ミチタカさーんっ」

　シロエは念話をかける手間すらかけずに、会場にいる大男に声をかけた。その声に悠々と近づいてきたのは〈海洋機構〉のギルドマスター、クマのような体軀をもつ〈鍛冶屋〉のミチタカだった。近づいてきて一同に会釈するミチタカ。挨拶の口上を遮ったシロエは、そのミチタカにいきなり用件を切り出す。

「不手際ね。不手際というか粗雑というか、品がないというか……ミチタカさん。レイネシア姫がポカして、トラブルが発生したそうですよ」

「ほう。そりゃそりゃ、またまた」

　この青年──シロエは礼儀を知らないというよりは、異様なまでに性急か、実利的な性格らしいとレイネシアは考えた。第一印象からそうなのだが、レイネシアはこのシロエという青年は苦手だ。クラスティも苦手だが、クラスティはなにを考えているかわからないという点から発生する「苦手」である。

　このシロエという青年に感じるのは、「やると決めたら、どんな無茶なことでもやるのだろうな。しかもこちらの言葉には耳も貸さずに」という種類の苦手意識である。クラスティのことは、純粋に理解不能で怖いが、このシロエという青年は、レイネシアを囮おとりにすることにためらいのない狩人だ。

「キミはいったいなんなのだね？　わたしは、そこのレイネシア嬢の不手際に関して質問をしているのだよ」

　マルヴェス卿の言葉にシロエは唇の端を上げると、事情をミチタカにもわかるように説明する。

「こちらの大きな男性は、〈円卓会議〉構成11ギルドのひとつ、〈海洋機構〉の主、ミチタカさんですよ。──マルヴェス卿は、海路で荷物を運んできて倉庫を必要としています。レイネシアさんの方に倉庫を用意してほしいという要請書面が届いていたにもかかわらず、忘れたかなくしたか。まぁとにかく、失敗したという状況です」

　シロエの言葉にマルヴェス卿はしたり顔で頷く。

「そうなのだ。今回の積み荷には、食料品や貴重な香辛料なども含まれている。暑く湿った船倉に放置すれば、数日で腐ってしまうに違いない」

　それを聞いて、レイネシアは否定のための声を上げたくなる。

　身に覚えがないいいがかり……ではあるのだが、それを今問いただしても仕方がないというのも事実なのだった。




「ずいぶんと大きな商いをもくろんでおられたのですね」

「わたし自らが出るのだ。我が商館のもっとも優美なる船を足代わりに使うのは当たり前のことだよ、シロエ君といったか」

　シロエの態度に気をよくしたのだろう。化粧の臭いのする中年貴族は、喉を鳴らすような動物的笑い声を上げる。

「先月就航したばかりの〈新型精霊船エーギル〉ですか。噂でしか知りませんが、白鳥を思わせる美しい船だとか」

「ほう。そのような噂がもうアキバにも？　いかにも。……その船の荷物のすべては、レイネシア嬢の過失ですべて失われることになる。ひどい裏切りだと思わないかね、〈冒険者〉諸君」

「それは残念なことですねー」

（シロエさんは、いったいなんでそんなに卿の言葉に追従を……。〈冒険者〉だから〈大地人〉のことなどどうでもよいとでも……？　ことはもはやアキバの街の尊厳にも関わっているでしょうにっ）

「まぁ。僕がここにきたのもレイネシア姫に用事があったからなんですよ。アカツキ、ヘンリエッタさん」

「へ？」

　シロエに気を取られて気がつかなかったが、すっと現れたのは眼鏡をかけた有能そうな女性と、いつかの演説の時ひどい目に遭わされた黒髪の小さな少女だった。




「姫もこの祭の成功に力を貸してくださるそうだ。着付けをよろしく」

「へ？　へ？」

　よくわからないレイネシアは右のエリッサを見る。

　エリッサは左右に首を振って、小さくため息をつく。

　レイネシアが頼りにならない友人に見切りをつけて左の肩越しにクラスティを振り向くと、そのクラスティも肩をすくめるばかりだ。

　そうこうするうちに、真剣な黒髪の少女と、笑みを浮かべる眼鏡の女性がレイネシアを捕捉した。丁寧な態度なのに有無をいわせない雰囲気で、公衆の面前にもかかわらず、レイネシアの服に手を伸ばしてくる。

「なっ。なにをっ!?　え？　着替え、そんなことこんな場所でできるわけ……いや、そうではなくて、わたしは今、マルヴェス卿と大事な話をっ。アキバの街を守るために、これは重要なっ。クラスティ様っ！　なんとかいってください、あなたはわたしの騎士ではないですかっ!!」

「──それは領主会議の間だけではなかったのですか？」

「騎士の誓いというのはそんなに移ろいやすいものですかっ！　冗談で口にしたと、このレイネシアに思わせるんですか～っ!?」

　半ば以上パニックに襲われたレイネシアはクラスティに泣きつく。白はく皙せきの眼鏡騎士が密かに黒い笑みを浮かべているのは見えていたが、この場において助けを求められる相手はクラスティくらいしかいないのだった。

「では契約延長を」

「ど、どうにかしてくださいっ。着、着替えます！　あとでちゃんとしますから、今は、とにかくマルヴェス卿への説明をっ」




「シロエ君。……延長許諾を得た我が姫がああ仰せなんだがね」

　レイネシア姫の腕を両側から押さえた、微笑むヘンリエッタと生真面目なアカツキの騒ぎは、いつの間にかホールの注目の的になっていた。一同を囲む人垣の中で、クラスティはシロエに「続き」を促す。




「了解です、クラスティさん。……準備は終わりました」

「マルヴェス卿。お話は承うけたまわった。しかし、その書状はすでにアキバ〈円卓会議〉に送られてきているのだ」

　眼鏡の奥に表情を隠したクラスティは、けっして大きくはない声で、しかしその場にいる人間の印象に強く残る独特のタイミングで、簡潔に発言した。虚を衝かれたマルヴェスは、一瞬間の抜けた表情をさらすが、すぐさま気を取り直したように、大きな声を張り上げる。

「なっ。〈円卓会議〉に連絡が!?　そんなはずはないっ。……いや、倉庫なのだぞっ。そう容易く用意ができるモノか。わかっていないな。わたしは馬車できたわけではないのだぞ!?　聞いていなかったのか」

「〈新型精霊船エーギル〉ですよね？　たしか積載量は５００トン。氷ひ室むろも備えた、まさに精鋭艦の」

「そのとおりだ〈冒険者〉よ。それだけの物資を搬入可能な倉庫が、しかも温度管理ができるしろものなどどこにある？　すぐに用意ができるなど、ばかげた夢物語だ」

　マルヴェスは傲慢を絵に描いたような態度でいい放つ。いらだたしげな舌打ちを繰り返す様子が彼の思い上がりを表していた。




　レイネシアはぞっとする寒気に襲われる。

　マルヴェスの傲慢さにでは、ない。

　マルヴェスの怖れ知らずについてだ。マルヴェスは〈大地人〉貴族として、他者が従うのに慣れすぎている。その種の傲慢さはイースタルの貴族にもあったが、その威光は〈冒険者〉にはまったく通用しないのだ。ここまで挑発的な態度を取れば、マルヴェスが斬られる可能性はけっして低くはない。

　貴族は〈大地人〉社会において大きな権勢を誇ってはいるが、その肉体は不滅のものではない。〈冒険者〉にかかれば１秒の10分の１以下の時間で、消し炭にされうるのだ。

　別にマルヴェスに同情するわけではないが、そうなれば戦争がはじまりかねない。〈冒険者〉はその正義の怒りでもって自分たちの破滅を導くことになりかねない……。




（あ、ああっ。なんでわたしがこんな白豚の心配をしてやらなければいけないんですかぁっ!?）

「は？　〈円卓会議〉へ連絡がいっていたと？　それならばそれでもよい。しかし、君ら〈冒険者〉が貸し出す倉庫は、旅商人の荷物でいっぱいだと聞いたぞ。連絡を受けておきながらこの体ていたらくなのかね」

「申し訳ありません、今回の件はこのレイネシアがっ」

〈冒険者〉と〈円卓会議〉にターゲットを変えたマルヴェスのネチネチとした物いいに、とうとうレイネシアは悲鳴のような声を上げる、

「ミチタカさん。これが書状です」

　しかし、シロエが魔法のように取り出した一通の書状で場は凍り付く。ちらりと見えただけだが、それは先ほどマルヴェスが振り回していた写しとそっくりに見えた。

　確実なことはいえないが、レイネシアの手元にはなかった連絡が、アキバの街の〈円卓会議〉には届いていたのだ。

　そしてそれを受け取ったミチタカは、内容を一読するなり鷹おう揚ように頷いた。

「……荷物を運ぶための台車も手配するか？」

　安請け合いにしか思えないその肯定の意思表示に重ねて、ミチタカは男臭い太い笑みを浮かべると、肩をすくめてみせる。

「まさか……っ」

「あるよ、倉庫くらい。……５００トンだろ？　たいした量じゃないさ。〈海洋機構〉の私有する倉庫は、〈円卓会議〉のもつ公営倉庫の数倍の床面積をもつ。５００が５０００でも同じこと。旅商人の相手でもうパンクしていると思ったのかな？　──それとも〈冒険者おれたち〉は〈大地人ひめさん〉を助けないとでも思ったのかな？」

「っ！」

　ミチタカの言葉にレイネシアは拳をぎゅっと握りしめる。

　レイネシアのミスを、この〈冒険者〉は救ってくれようとしているのだろうか。ミチタカは〈エターナルアイスの古宮廷〉の領主会議において、並みいる〈大地人〉貴族を前にして、〈冒険者〉の誇りを高々と謳い上げた硬こう骨こつ漢かんである。その彼が、ここまでの無私の申し出をしてくれるとはレイネシアは思ってもみなかった。

（いえ、わたしにじゃなく……）

　レイネシアは自分の肩を押さえる青年をこっそりと窺う。距離が近いせいか、見上げないとその表情を見ることはできないし、見えたとしても今ひとつ判然としないのだろうけれど。薄く笑っているようにも憮然としているようにも感じる、このなにを考えているかわからない妖怪が、ミチタカに頼んでくれたということは伝わってくる。

「クラスティ様……」

「よもや警備の方が完璧にすぎるとはね。──物理的なトラブルが防止できたせいで、逆に気がつくのが遅れたということですね」

　クラスティの呟きの意味が、レイネシアには摑みきれない。




「……クラスティ様？　そのわたしは……」

「大事な盾……いえ、姫ですからね」

　視線を下げないクラスティに、レイネシアは不本意ながら感謝の言葉を口にする。この青年に「借りた」恩義は増えるばかりだ。雪だるま式にふくれあがる負い目に、良心とプライドがずきずきと熱をもったように悲鳴を上げる。しかし、その感謝の言葉に、クラスティは「礼ならシロエ君でしょうね」と意味のわからない言葉を返すだけだった。

　一方、険しい表情になったのはマルヴェスだった。

　彼はいらだたしげに舌打ちすると、シロエに視線を投げる。シロエの方はといえば、マルヴェスの視線をなに食わぬ顔で受け流すばかりだ。

　激しい怒気をみせたウェストランデの大貴族は、叩きつけるように辞去の言葉を残すと、大広間から去ってゆく。

　レイネシアは、両脚からへなへなと力が抜けていくのを感じた。マルヴェスは去っていった。プライドは傷ついたかもしれないが、とにかくその命は無事のままに。そして、マルヴェスとのあいだの、ひいては西との間の決定的な亀裂は避けられたのだ。

　思いがけない結果に、安堵のあまり背骨が泡になったかのようだ。

「そうだね──こっちは処理終わった。あとはよろしく」

「わかりましたわ、シロエ様」

「了解だ。主君」

　その精神的な隙を突くように、レイネシアはずるずると引きずられてゆく。契約延長をしたはずの自分の騎士が小さく手を振って見送ったことにレイネシアが気づいたのは、下着だけに剝かれたあとのことだった。




　　▼３




　レイネシアの夕餐会は崩壊していた。

　崩壊しつつも、盛況だった。




　大使館に用いられているマイハマ公邸の正面ドアは大きく開かれて、すべての招待客は、アキバの中央広場にあふれ出し、同時に、中央広場で夕暮れの祭を楽しんでいた人々と入り交じった。用意されていたご馳走は、次々に広場へと運び出されては供された。

　もちろん、広場にあふれる人々にはそれだけで足りるはずもなく、広場に面した飲食店は、すべてその厨房をフル回転させている。シロエが密かに発布した、今晩の人々の飲食代はそのすべてを〈円卓会議〉がもつという契約のおかげで、在庫も切れよとばかりにありとあらゆる食べ物や飲み物が、人々には提供されているのだった。

　そのせいで、レイネシアが意図したよりも、平均した料理のレベルは下がってしまっている。これでは立食式の夕餐会というよりは、ほとんどお祭というか、花見などのそれに近いだろう。しかし〈冒険者〉たちにとって、そんなことはちっとも重要なことではないようだった。

　クラスティによって広場へ導かれてきたレイネシアを見ると、〈冒険者〉の間にはどよめきがはしった。あの決起演説以来、アキバの街のいくつかの集まりに顔を出していたレイネシア姫だが、こうして一般〈冒険者〉のまえに直接顔を出すのははじめてといってよかった。

　姫は騎士にその細い指先をあずけ、少し視線を俯かせた。恥じらいに頰を染めた笑みは、まさに可憐な花のようで、多くの〈冒険者〉を魅了した。その様子は初々しくて、まさに夢のような美少女ぶりだった。




　びっくりさせられたのは、その装いだった。

　レイネシアは、デニムのマーメイドラインスカートをはいている。秋物らしい若草色のシャツの上には、丈の短いボレロ風のジャケット。長いスカートがお淑しとやかだが、カジュアルなファッションだった。黒いリボンが編み込まれた長い銀の髪が背中で揺れている。

〈大地人〉の貴族であることを示す、ゴシックなドレス姿しか披露したことのないレイネシアがこのような装いで現れるとは、アキバの街の誰も予想していなかったのだろう。

　広場はどよめきに包まれた。〈冒険者〉にとってその姿は、もとの地球で見かけた清楚なデートファッションだったし、〈大地人〉にとっては新しい時代を感じさせるモダンな冒険者ルックだった。

　憮然としたクラスティに導かれて広場の南側に進んだレイネシアは、そこに急遽作られた大きなベンチのクッションに腰を下ろす。この大きなベンチも木工細工のメニューから作り出されるアイテムであり、仮設の四阿あずまやの用意はシロエが依頼してから15分とたたずに整ったのだ。




　もはや日が暮れてしまった広場は多くの松たい明まつで照らされていたが、気の利いた〈召サ喚モ術ナ師ー〉が呼び出したのだろう、〈光の精霊リユミエール〉によってレイネシアの周囲には他に倍する光が充ちる。

〝黒剣〟アイザックがトレードマークの剣を鞘走らせ、警備上の理由から姫はこちらの長椅子から動けないということ、しかしこの広場で祭の夜を分かち合いたいと思っていること、そして望むものであれば、どこの誰でも、この四阿で挨拶をすることができる旨を伝えると、広場のざわめきは一層大きくなった。

　その驚きは、〈冒険者〉たちよりもいっそ〈大地人〉のほうが大きかっただろう。彼らの多くは──特に今回の陰謀に加担していない者たちは、アキバ近郊の町や村出身の行商人なのだ。馬一頭の背中に荷を積んで、あるいはおんぼろ馬車をひいて、村から村へと荷物を運ぶ彼らにとって、貴族の姫を直接見る機会など、あるものではない。それが遠くから一目見るだけではなく、挨拶を受けるというのだ。その驚きは非常に大きなものだった。

　もちろん、だからといってずけずけと挨拶に近寄れるものが多いかといえばそんなことはない。広場にいる３分の１は〈大地人〉の平民であるし、のこりは遠慮深い日本人の〈冒険者〉なのだ。

　レイネシアがマイハマから呼んだという粋人の一団が、ヤマトに伝わる古い小夜曲セレナーデを奏ではじめても、それぞれに祭を楽しみながらも、遠慮しているようだった。

　最初に口火を切って近づいたのは、やはりミチタカだった。

　彼はギルドの主だったメンバー10人ほどを引き連れて、瀟しよう洒しやなベンチとそれを囲むように屛風や傘などで作られた四阿を訪れる。ほっとした表情のレイネシアと和やかな挨拶を交わす様子を見て、他のギルドも徐々に動き出したようだ。

　挨拶を申し込んだ〈冒険者〉は多く、エリッサの部下であるメイドは慌てたように動き出す。




　広場を見下ろす荒廃した空中歩道からそれを見下ろすシロエは、手元の小壺から、果汁茶をグラスに注ぐ。眼下の和やかな光景のなかでは、レイネシア姫と〈冒険者〉が、あるいは〈大地人〉が、そして多くの〈冒険者〉と〈大地人〉たちが談笑している。それは、なによりも雄弁に、『天秤祭』の成功を物語っていた。

〈大地人〉貴族たるレイネシアが、〈冒険者〉の作った旧世界風の装いで広場に現れるというこの趣向は、祭に参加するありとあらゆるものに強いメッセージを発していた。

　それは平和と友ゆう誼ぎだ。その結束は今回のような攻撃に対する防御となるだろう。

　今回はどうやらアキバに対する攻撃はしのいだようだ、とシロエは考えた。

　攻撃の起点は、やはりレイネシアの夕餐会で撤退していったウェストランデの貴族マルヴェスだったのだろう。

（まぁ、あの短絡さじゃ黒幕とはいい難いけどな）

　あくまで、攻撃の主要なラインのひとつの起点にすぎないとシロエは感じる。

　これで攻撃が終了したと確定したわけではないのだ。現に祭の警戒段階は引き上げたままであり、アイザック、クラスティふたりが率いる治安警備部隊は、アキバの街の出入りを中心に、暴力沙汰に発展しそうなもめ事を取り締まっている。

　またソウジロウが率いる女性部隊も。こちらは主に商取引上のもめ事や、色恋沙汰のもめ事を中心に警戒しながら巡回を続けている。

　参謀を任じられたシロエの元には、定期連絡や、事件解決方法の指示を願う念話が断続的に入ってくる。

　こうして広場を見下ろす地点で待機しているのは、いつでも動けるように備えているというのが、理由のひとつだ。

　だがシロエ自身は、大きな心配はすでにしていなかった。

　処理速度や〈円卓会議〉の信用に対する攻撃は、いずれにせよある種の攪かく乱らん攻撃である。攪乱は不意打ちや相手の知らぬところで動くからこそ効果のある戦術であって、〈円卓会議〉が対応策を取った今、さほど大きな効果は望めない。

　もちろん、より悪いシナリオはあるが、それは今詮索しても仕方がない。時には望む手のすべてを打てない受け身の戦いもある。警戒しつつも祭の期間を切り抜けるのが、目下取れる中では、もっともましな選択オプションであろう。




　──詮索するまでもなく、襲いかかってくるとは思うけれど。そう溜息をつくシロエの眼下で、広間の動きは続いている。飲食店とレイネシア姫の周りの人だかりはそのままだが、新しい音楽と人だかりが発生しているのだ。ギルドホールから続く石畳の道の両脇には、ずらりとソウジロウ親衛隊が並び、その中央は広く空いている。

　その空間に先頭を切って登場したのはマリエールだった。

　ウェーブする緑の髪に、光が差し込んでくるような無邪気な笑顔。魅力的に揺れる大きな胸を、すっきりしたデザインのジャケットに押し包んで弾むように歩いてくる。

　ファッションモデルとしては失格なのかもしれないが、ステージ代わりの通路の先端までやってきて四方に両手を振っているのが、らしかった。

（マリ姐、まったく。ほんっと、へこまないよなぁ）

　シロエはその仕草に頭が痛くなるような、あるいは励まされるような気分になる。続いて現れたのはヘンリエッタ、そしてアカツキだった。

　いつもはお仕着せのような秘書ルックのヘンリエッタに黒ずくめの忍び装束のアカツキ。だがしかし、今日ばかりは目的のためのイメージチェンジだ。ふたりは〈三日月同盟〉お勧めの、少しだけエスニック趣味の入ったカジュアルなチュニックに巻スカートをはいている。アレンジ違いの衣装をまとったふたりは姉妹のようだ。

　──背丈のせいで〝年の離れた〟姉妹に見えるというのは黙っておこう。興奮のあまりアカツキを抱き上げて頰ずりをしながら華麗なターンを決めたヘンリエッタを見て、シロエは小さく笑ってそう決めた。

　ほとんど観客の視線を意識せず（その意味ではアカツキにとっても幸いだったかもしれない）、じゃれ合っていたふたりだが、マリエールと合流すると広場に向かって進んでいった。呆気にとられる周囲を振り切ってそのままレイネシアに近づくと、その腕を引いて立ち上がらせる。物怖じしないマリエールらしい態度だった。
















　レイネシアのうしろから近づいてなにかを囁くアカツキ。さっと青ざめたレイネシアを見ると、また脅したのだろうか。マリエールはそのまま広場にレイネシアを連れ出すと、ヘンリエッタ、アカツキさえも巻き込んでくるくると回りはじめる。

　このショーならばホールで行なうよりも、よほど多くの人々の目にふれることができるだろう。ギルドホールのビルの屋上で羽を休める〈火の鳥〉と〈雷らい鳳ほう凰おう〉が投げかける明かりが人々の横顔を照らし、度重なる拍手がまるで寄せては返す潮騒のようだった。

　賑やかなこの楽曲は、なつかしい旧世界のポップス。少し古びたメロディーが、中世風の楽器で再現される。

　レイネシアは困惑して、おろおろと周囲を見回しているが、やはりその辺美少女というのは得なものだ。普段は着慣れていないであろう、地球の街で見かけるようなファッションに身を包んでいても、申し訳なさそうに微笑めば、これ以上はないというほど似合って見えてしまう。




「シロエ、さん」

「お疲れ、ミノリ」

　遠慮がちにかけられた声に、シロエは広場から視線をあげた。ギルドホールの方から、空中歩道を歩いてきたミノリは、誇らしげな、嬉しそうな──それでも遠慮がちにはにかむような複雑な表情をしている。

　この小さな仲間がなにを考えているのかシロエにはわからなかったが、今日一日の騒動の中で、どんな役割をこなしたかはわかっている。カラシンの傍らにあり、騒動全体の処理を支えるヘッドクォーターの事務をやりとげたのだ。それは、フルレイドの管制に相当する重責だったろう。

「座りなよ」

「え、でも……」

　遠慮をするミノリに、シロエは自分の座った木製ベンチの隣を示す。なんだかやたらに恐縮するミノリに、シロエはバッグから取り出したもうひとつのグラスを磨いて、自分のと同じ果実茶を注ぐ。

「……そのぅ」

「ありがとう。で、よくやった」

「は、はひっ」

　声が裏返り背筋が一直線に伸びるミノリが面白くて、シロエはちょっと笑う。ミノリはわかっているのだろうか？　自分の務めた仕事の価値を。

　両手でグラスをもったミノリは、おどおどしながら小さく一口、飲み込む。ふたりの足下から視界の先には、多くのたいまつや〈蛍火灯バグライト・ランプ〉、召喚された魔法生物で照らし出された賑やかな祭がある。

　その賑わいの少なくとも何分の一かは、ミノリの手によって守られたのだ。




　小さい手だな、とシロエは思う。

　だがこの中学生の女の子の小さな手は、戦うものの手だ。それは、自らの持ち場を死守するという覚悟の宿る手だ。

　ミノリから「〈生産系ギルド連絡会〉で作業を手伝っている」と聞いたとき、意外に思うとともに、どこか腑に落ちた。ミノリと過ごしてきて、この小さな少女の内側に押さえつけることのできない前向きさを感じていたのだ。

　その弾け出すエネルギーは双子の弟も同じだが、トウヤが戦闘や体術の道をいち早く選んだのに対し、ミノリは選択を迷っていたように思う。だが、ミノリの中の方向性をもたない意志は、いつまでもそのままではいられなかったのだろう。

　ミノリは、自ら選んだその場所で、シロエが望んだこともないような芸当をやってみせた。

（僕なんかより、ずっとしっかり者だよ……）

　シロエは内心で自嘲のため息をつく。自分が中学生の頃を思い出せば、目を覆いたくなるばかりだ。

　ミノリにあるような、外側に開かれた強さなんて、探しても見つけられないような過去の自分がそこにはいる。典型的な自意識過剰の〝痛い中学生〟だったと自分のことを思い出す。他人と違う自分が格好よいと考え、その〝違う〟部分が実は他人そっくりであることにさえ気がついていない、中学生のシロエ。

　思い出すだけで、恥ずかしい。

「あの、シロエさんは……」

「なに？」

「ご挨拶にはいかないんですか？　その、〈円卓会議〉で、姫に挨拶に出向いていないギルドは〈記録のう地平線ち〉だけじゃないですか？」

　シロエは曖昧に肩をすくめる。

「さっき顔は合わせたしね」

　その言葉は長い間空中にあったが、やがて足下から沸き上がる歓声にかき消される。どこかのギルドが斬新な衣装でも発表したのだろうか？　念話からもたらされる報告に耳を澄ませ、時に短く返答をしていたシロエに、ミノリはかなり長い時間が経ってから、新しい質問を付け足した。

「わざと……なんですね？」

「うん」

「……ごめんなさい。シロエさん」

　ミノリは恥じ入ったように頭を下げてきた。

「別に謝るようなことじゃないよ。おおっぴらにすることでもないし」

「でも、わたし。お節介をやいて、シロエさんを夕餐会に連れ出そうとしちゃって……。考えてみたら、そんな必要ないのに。11ギルドのシロエさんが、招待状を手に入れられないはずがないですよね。つまりそれって──最初から、レイネシア姫に嫌われるつもりだった、ということですよね」

　それはもはや質問ではなく、確認だった。

（どこまでも聡さとい娘こだよなぁ）

　もっともそれほど見抜きがたい策ではないだろう。〈円卓会議〉には他にも気がついている人物は多い。また、ある程度見抜いてくれる仲間がいないと成り立たない作戦でもある。

「クラスティさんのほうが、姫とは仲がいいからね。好かれる人と嫌われている人がいた方が、話を動かすにはなにかと都合がいいんだ。今後のことを考えてもね」

「……」

「姫の立場は危ういんだ。あの美貌と真っ直ぐな気性、骨惜しみしない誠意で今はみんなの同情を受けているけれど、それはまったく永続的なものじゃない。また、姫は今、アキバの街を気に入っているけれど、それだっていつまで続くかわからない。〈大地人〉と〈冒険者〉の関係は、もちろん大幅な改善をみせたよ。けれどそれがいつまで続くかはわからない。強引な作戦が必要なシーンはいくらでも出てくる。今回のなんて序の口っていう時が必ずやってくる。そのときのためにも、配役は必要だよ」

　もちろんそれは、クラスティが姫の気持ちをフォローするという前提での作戦だ。それを察したクラスティは不機嫌な表情をしていたが、仕方がない。それが役回り、というものだ。仮にも〈円卓会議〉を代表する〈冒険者〉なのだ、その程度の荷は背負ってくれなければ困る。

　それにシロエの見たところ、クラスティが気に入らないのは、シロエの策に乗って踊らされること、だろう。クラスティ自身は、放っておいても、結局はあの姫を助けるとシロエは見ている。




　それに──。

　シロエは流れはじめた思考のままに、未来予想の限界点に目を凝らす。漠然とした予感の集合体の中で、淡い未来がシロエには見える。

　あの難儀な性格の姫にはクラスティが必要だ。

　クラスティにとってだって、あの姫が必要だ──と思いたい。

「シロエさんは……それでいいんですか？」

「なんで？」

　意識の一部がミノリの言葉を拾い上げて、シロエの物思いは中断される。シロエの仲間は困ったような、辛そうな、悲しそうな表情をしている。

「だって……」

　口ごもるミノリ。説明の続きを待ってみたが、続く言葉はない。

「〈記録の地平線ログ・ホライズン〉が被こうむる不利益に関してか。……それに関しては、ある段階で、たとえばにゃん太班長に引率を頼んで、個別にレイネシア姫に挨拶にいってもらうとか考えている。適当な食事会とかね。もちろん、ミノリにもいってもらうから、おめかししていくとよいと思うよ。この間の空色の服とか、可愛かったし」

　シロエの言葉に、ミノリの憂ゆう悶もんの色が濃くなる。

　返答をまずったか、とシロエは頭を搔いた。どうやら言葉がお気に召さなかったか、方向性に誤りがあったようだ。

「シロエさん本人が辛いじゃないですか」

「……」

　ああ、そう見える可能性もあるのかとシロエは思った。それは、計算外だった。あまりにも普通の感性だったので、考えることさえしなかった。

「そんなことはないよ。普通のことだよ」

「……」

　どうもやはり、ミノリには受け入れがたい話のようだ。

　計画上、必要な配置と、適役ということにすぎないのに。

　唇を引き結んでいるミノリは本当に真剣だった。涙を浮かべそうに大きな瞳、頰は赤く染まって緊張し、怒ったように跳ね上がってる眉は、一歩も引かないという意志を表現してる。




「ミノリが今回、〈生産系ギルド連絡会〉で手伝ってくれて助かったよ。現場での実務担当が10人増えたよりも、価値があることをミノリはしたよ。ミノリは、偉かったよ」

　シロエの言葉に、目をぱちくりさせるミノリ。

「それと同じだよ。ミノリ。するべきことが目の前にあって、自分がそれをできて、望まれているならば、それはよいことなんだと思う。胸を張っていいんだよ。それをすることで、なにかに接続できるなら、それでいいんだと思う」

　ミノリは、困った顔をする。

　無理もない。シロエだって、わかっていてこんなことをいってるわけではない。むしろギルドに関わるのが面倒で逃げ回っていたシロエに、こんなことをいう資格などありはしないのだ。控えめに見てもそれは、ミチタカやクラスティなど、自分のギルドを長く率いてきた者のいうべきセリフだ。

　でも、シロエも仲間を得て、それも、自分でギルドを作ってはじめてわかったことが少しはある。たったひとりで強くなっても、それはやはり幽霊なのだ。そうして得た力は、どこへも向かわない虚空の強さだ。外界に手触りを感じられない、感じさせられない、幽霊としての力でしかない。

　たったひとりで得た強さももちろん強さだけど、その強さを使うためには、仲間が必要で、その仲間を生かすためには世界が必要なのだとシロエは思った。今はまだはっきりとはわからないあやふやな形だけど、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉はシロエにとってそれがあふれる大事な場所なのだ。

「ミノリががんばってるくらい、僕もがんばるよ」

　ミノリは困ったような怒ったような、そして切ないような表情で頷く。シロエとしては、反省するしかない。結局は中学生であるミノリのがんばりと質問に、まるで様にならないあやふやな返事しかできなかったのだ。

　しかも励まされ叱しつ咤たされた気さえする。




　──それもしかたない。

　この小さな少女は、今日の殊しゆ勲くん賞しようだ。その功労者が、〈記録の地平線じぶんのなかま〉だということは素直にうれしい。そんな彼女にちょっと手ほどきをしたことがあるというのも、くすぐったい気分だ。先輩だとか先生だなんて慕われるのさえけっして不愉快な感覚ではなかった。

　シロエは苦笑を浮かべると、再度頷いた。

「ミノリを困らせないように、僕もがんばるよ」




　　▼４




　弾む呼吸を抑えて灰色の階段を駆け上がったアカツキは、そこで動きを止めた。いつものように真っ直ぐ近づけばよかったのだが、それができなかったのは、乱れてしまった呼吸をシロエに悟られたくなかったせいだ。

　それに今の衣装はヘンリエッタに無理矢理着せられた、娘らしい衣装である。あちこちひらひらしたこの衣服は、見た目は可愛らしいのだが、軽すぎてこの世界の戦闘装束になれたアカツキには心こころ許もとない。まるで無防備な──たとえば半裸で歩いているような気分になってしまうのだ。

　隠密性もけっして高くはないから、こっそりシロエに忍び寄るにも不都合である。




　空中歩道にはりだした古代樹の陰に寄りかかり、アカツキは息を整える。焦って駆け寄ってきたなどと、シロエには思われたくはないのだ。




　この数日で、シロエとはほんの少し距離が縮まった気持ちがしているアカツキだった。昨日の夜ギルドホールでシロエの髪にふれた。思ったよりひんやりしていて、でも自分のとはまるで違う、男性の髪。滑らかで、腰が強く、アカツキの細い指先をくすぐり落ちる。そのシロエの髪の毛の感触が、まだ指先に残っている。




　触っているだけで幸せになってしまい、笑みがこぼれるような体験だった。わざと憮然とした表情でシロエに楽しいと告げると、シロエは困惑した表情で問いかけ直してきたものだ。

　それもまた、楽しかった。




　だが、結果的に呼吸を整えるというその判断が、アカツキに盗み聞きをさせてしまうことになった。




　空中歩道からかがり火に照らし出された広場を見下ろすシロエの隣にはひとりの少女がいた。──ミノリだ。アカツキにとっても〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の仲間である。




　そのミノリと、シロエの会話が、アキバを渡る夜の風に乗ってかすかに届いてくる。




『わざと……なんですね？』

『うん』

『……ごめんなさい。シロエさん』

　はじめは何の話をしているかわからなかった。




『別に謝るほどの事じゃないよ』

『でも、わたし。お節介をやいて、シロエさんを夕餐会に連れ出そうとしちゃって……。考えてみたら、そんな必要ないのに。11ギルドのシロエさんが、招待状を手に入れられないはずがないですよね。つまりそれって──最初から、レイネシア姫に嫌われるつもりだった、ということですよね』

　その言葉に、アカツキは声が漏れそうになる。

　──嫌われるつもり？　シロエが？

　それはアカツキが考えてもみなかったような視点だった。




　予想外のやりとりに、アカツキはシロエに声をかけるのも忘れて、ただ耳を澄ませることしかできなくなる。ふたりの会話は、秋の風にさらわれて途切れがちに続いていった。




　ミノリの言葉──嫌われるつもり、について考えてみるアカツキだが、その意味合いを理解するにつれて小さな寒気が背筋を走る。アカツキだってシロエの言葉を聞いていたから、今日、アキバに何らかのちょっかいが出されていたのは理解していた。

　シロエがそれを防いだことも、細かい手法はわからずとも認識している。




　でも、アカツキはミノリのように考えたことはなかった。

　ミノリのように、シロエがみんなにどう思われているかを考えたことはなかった。

　ミノリのように〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の立場がどうなっていくのか考えたことはなかった。

　ミノリのようにシロエから離れて、シロエのために戦ったことはなかった。

　──ミノリのように、シロエの辛さを救おうとしたことはなかった。




　アカツキの薄い胸の中で、心臓の鼓動が疾走を開始する。

　昨日の夜まではあんなに近くに感じていたシロエが、どんどん遠く離れていくのではないか？　それは、純粋な恐怖だ。

　暗闇に置き去りにされる幼子のような心細さが、胸の中で声にならないうめきを立てている。




　シロエが遠くなる。

　いや、最初から遠かったのか。

　隣にいると思っていたのが錯覚だったのだろうか。




　シロエに救われたあの日から、ずっとその近くに寄り添ってきた。主君と呼びかけ、その影となり、シロエを守るために刀を振るってきた。その一方でシロエに守ってもらっている自分も感じてきたけれど、それすらも気持ちがよかった。




　でも、守りあっていると思っていたのは、アカツキだけだったかもしれない。

（すくなくともわたしは、あんなふうに主君のことを理解してはいない……）

　それを認めるのは辛かった。

　同じギルドの仲間であるあの中学生の少女に劣ると。

　負けているのだと、認める苦さ、苦しさは、足下の大地が凍てつき脆もろく砕け散っていくような落下感を伴っていた。




　アカツキが無意識に握りしめていたクナイさえ、今は力なく揺れている。アカツキも薄々気がついてはいたのだ。

　自分の限界と、その意味について。




〈暗殺者アサシン〉は確かに全クラス中最大の攻撃力を誇る。アカツキ自身、戦闘においてはプライドをもって研鑽を続けてきた。その攻撃力や単体戦闘能力は、全〈冒険者〉の中でも上位に属するだろう。しかし、上位は上位だが、上の中というところにすぎない。




　アカツキには大規模戦闘参加の経験がない。

　それも仕方がない。彼女は今までソロプレイヤーとして、どこのギルドにも属さない孤高の人生を送ってきたのだ。ソロプレイヤーが大規模戦闘に参加するためには、大手ギルドの欠員募集や一時参加者募集に拾い上げてもらうしかない。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のような特殊な集団に属するという方法もあるが、これは非常に稀まれな事例なのだ。そういったギルドとは無関係な〈冒険者〉を集めて集団を作る手間はかなり大きい。それならば新規にギルドを立ち上げる方が手間もかからなければ名声を得ることも容易い。

　そもそも大規模戦闘とは、チームワークや戦闘に対する反復練習が必要な難易度の高いプレイスタイルなのである。それを固定メンバー以外で行なうというのは、全体の成功率を下げることしか意味しない。大規模ギルド＝大規模戦闘という事実には、それなりの裏付けがあるのだ。




　シロエやにゃん太、直なお継つぐは、それぞれソロプレイヤーだったり小規模ギルドに所属していたりしたが、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉という、サーバー最高峰の環境で修練を積んだ超一流の〈冒険者〉である。

　それに比べてアカツキは、もちろんソロプレイヤーとしては限界まで修行を積んだ一流だが、その装備品の充実度にせよ、連携の熟練度にせよ、知識にせよ、「超一流」ではない。




（わたしはニセモノ……なのか……）




　抱きしめた自分の身体が、小刻みに震えている。

　自分が頼りにしてきた、これでシロエを守ると息巻いていた戦闘技術は、超一流のそれではない。わかってはいたが、再確認したその事実は、アカツキのプライドを粉々に打ち砕いた。




　だが、それだけならばよい。大規模戦闘は、大人数の協力を必要とする難易度の高いプレイスタイルだ。経験のない〈冒険者〉なんてそれこそ無数にいるだろう。




　しかし、まだレベルも低い、一介の〈神祇官カンナギ〉が、アカツキの思いも寄らない方法で、アカツキの主君の横に並ぼうとしているのだ。それは、戦闘技術に誇りをもち、それを中心に異世界を過ごしてきたアカツキには、衝撃的な事実だった。




『──現場での実務担当が10人増えたよりも、価値があることをミノリはしたよ。──ミノリは、偉かったよ』

　シロエの声がリフレインする。




　ミノリという少女は、シロエの考えを見抜いたばかりか、シロエの負担を減らすために己の戦場で戦ったのだ。アカツキの半分のレベルにも届かない、たかが中学生にすぎない少女が、己のもてる力を振るって、アカツキを飛び超えた高みに登った。そしてその上で、ミノリは、シロエを心配したのだ。




　アカツキが想像もしなかったシロエの孤独を。

　彼女は慰めようとしたのだ。




　アカツキはその事実に打ちのめされた。砕けたガラスのような事実認識は胸に食い入り、シロエにかける言葉を、アカツキから奪い取ってしまったのだった。




　　▼５




　夕餐会はなし崩し的に、広場における宴へと変わったが、それはアキバの街の住民全般には大好評だった。体力を使い果たしたレイネシアは、最後になるとさすがにぐったりとしていたが、長椅子に姿勢を崩して小さく手を振る姿は可愛らしいと評判だった。美女はなんにしても得なものである。

　一方でシロエはといえば、その宴はあのままミノリと見物を続けた。といっても、シロエは未だに警備体制上の「参謀」役だったために、空中歩道から念話を飛ばしつつ、たまにミノリと話をする程度のことしかできなかったのだが。




　そしてその夜が明けて祭は３日目を迎える。

　最終日の昼間は、シロエたち〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の全員で集まり、せっかくの祭であるから「のみの市」見物でもしようということになった。

　秋物服飾展示会とは違い、「のみの市」では武器や防具をはじめ、家具や、ギルドハウスの設備、調度品、さらには書籍や巻物、そして食料品や、モンスターのドロップアイテムをはじめ、本当にさまざまなものを売っている。

　遠方の街から、この「のみの市」を目指してやってきた行商人の〈大地人〉も大勢いた。

　にゃん太とシロエは、懐かしくなって、あのススキノからの帰りに寄った村の商品がないかどうか探してみたが、見つからなかった。にゃん太はその代わりに、素晴らしいできの、豚の塩漬け肋あばら肉にくを購入したりしたようだ。




　これだけの商品が揃っていれば当たり前だが、メンバーの物欲も全開になった。トウヤは新しい赤あか糸いと威おどし星ほし兜かぶとを購入したし、直継はポーションを買い込んでいた。

　ミノリとにゃん太から相談されてシロエとしてもギルドの予算をつかうことになり、それで共用水槽と、絨毯を何枚か購入した。冬に向けて、さまざまな物資が要り用で、商品は多く、目移りして仕方がなかった。

　昨晩の宴を終えたアカツキは、元どおり、黒ずくめの地味な衣装に戻っていた。３日目である今日は、いつもの不機嫌なほどの凜々しい表情に戻り、ものもいわずにシロエの警護を務めている。祭なので、そこまで地味にしなくてもよいと、シロエは思うのだが、やはりアカツキにはアカツキのこだわりがあるようだった。

　朝は疲れが見えたアカツキも、直継にからかわれて午後には調子を取り戻したようだ。バカ直継と罵りながら、その顔面に飛び膝蹴りを入れる光景も毎度のお馴染みとなっている。最近ではシロエも苦笑しながら眺めていられるのだ。




　シロエの予想どおり、〈円卓会議〉に対する攻撃は完全に途絶えたようだ。この種の攻撃は対応された場合継続が難しい。それは予想していたことでもあり、シロエたちは久しぶりの休日を楽しんでいた。

　やがて日が暮れ、アキバの街は後夜祭へと突入してゆく。前日の宴に続き、今度は本格的な酒宴が開催された。主催は〈円卓会議〉であるために、ギルドホール前にはいくつもの酒樽が置かれ、誰もが参加できる賑やかな集まりとなっている。

〈円卓会議〉サイドでは、これを機に中小ギルドの援助策をいくつか実施しようと考えていた。未だにギルドに所属しないソロプレイヤーに対する勧誘などがそれである。また、大規模ギルドの１部門独立なども検討課題に挙がっている。宴では、酒に酔いながらも若手〈冒険者〉たちがそんな議論を戦わせていた。

　かがり火に照らされた祭の中には、再びドレスをまとったレイネシアも参加しているだろう。もちろん、〈円卓会議〉の重鎮たるミチタカやクラスティ、アイザック、カラシン、ロデリックにマリエールなども、知己と旧交を温め、新たな縁をつなぐために杯を干していると思われる。

　多くのトラブルはあったものの、アキバの街の『天秤祭』は、成功裏にその使命を終えたのだ。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の仲間たちも、そのかがり火の明かりの中で、互いの健闘をたたえ合い、明日からの活力を蓄えているのだろう。




　アキバの街にとって転機となった〝十月の『天秤祭』〟は、こうしてそのトラブルを知るものも少ないままに幕を閉じたのだった。







　　INTERLUDE［転章］




　しかし──。

　その『天秤祭』最終日、夜や闇いんの中を、シロエはギルドメンバーとも離れてひとり歩いていた。

　ここはアキバの街の南の外れ、とある廃墟だ。瓦が礫れきに埋もれた鉄製の押し上げ戸の奥には、じっとりと湿った階段が延びている。かつて〈神じん代だい〉にこのビルが存在していたとき、そこにはボイラーや受水槽があったのだろう。コンクリートがむき出しになった壁には、無数のパイプが這っている。




　シロエがここを訪れたのには、わけがある。

　この祭の期間中に合流しようと考えていた、旧い知己である大おお嶋しまと落ち合うためだ。〈神聖皇国ウェストランデ〉の情報を探ってもらっていた大嶋とは、最悪の事態を想定して、念話連絡自体の回数を控えている。また、手渡すべきアイテムもあることから、対面での情報交換を企てたのだが、シロエ自身は漠然とした不安感を覚えていた。

　押し殺したような静寂が包む闇の中に、小声ひとつで呼び出した弱い〈マジックライト〉の明かりでシロエは慎重に進んでいった。金属プレートに「管理室」と書かれたドアを開けると、その内部は、外と比べればまだ人間が過ごせる空間になっている。

「──」

「シロエ様ですよね？　わたしはダリエラ。〈大地人〉で旅の物書きしておりまして……」

　しかし、部屋でシロエを待っていたのは、シロエが予定していた人物ではなかった。

　波打つようにうねる長い黒髪。白い卵形の輪郭の中に、紅い唇と、磨いた黒曜石のような瞳が輝いている。藍色と赤で編まれた幾何学模様のローブには、どこをさわっても柔らかそうなボリュームにあふれた肉体が押し込まれて、ソファの上に座っているだけなのにゆるゆると蠢うごめいているようだ。

　一目見ただけで強烈な磁力を感じるような美女だった。

　美しい、という意味ではアカツキも美少女だが、目の前にいる美女はアカツキに匹敵する、だが異質な魅力を放っている。

　普段、女性の容姿になど気を留めないシロエにさえ、酒に酔ったような気を起こさせる蠱こ惑わくを含んだ美貌だ。そんなつもりはないのに頰が熱くなってゆく。

「シロエ様がお待ちになっている大嶋さんは、今どうしても身動きが取れない状況にありまして。……そこでわたしが代理で伝言と報告を頼まれてここにきたというわけです」

　そう。シロエがここで落ち合う約束をしていたのは、〈冒険者〉の大嶋だ。小柄だが敏捷そうな体軀を備えたドワーフ族の青年であり、黒髪の美女ではない。

　ダリエラ／二級市民／レベル10。

　本人の言葉を裏付ける情報をステータス画面で確認したシロエは、だからこそ、甘く霞みそうになる頭をふるって声を絞り出す。




「──その術は聞いたことがありません。どんな偽装ですか？　濡ぬれ羽はさん」

　薄暗い地下の管理室。

　さして広くもない部屋に置かれたソファに座った女とシロエの間に、重苦しい沈黙が落ちた。全身に緊張をみなぎらせるシロエの前で、くすくすという笑い声の中で身をくねらせた美女は、指先で空中に小さな印章を描く。

　シロエの魔法の灯火マジックライトの明かりを吸い込むように、その美しい黒髪から無数の闇小鳩が飛び立つ。宙に舞うはしから空気に溶け込むそれらは未知の魔法のエフェクトなのだろう。

　妖しいまでに蠱まじのある美貌はそのままに、鴉からすの羽根で作ったような漆黒のゴシックドレスに姿を変えた美女は、先端を雪の白で染めた耳と尻尾を備えていた。

「ふふふっ。うふふっ。……どうしてわかったのですか、シロ様は。〈情報偽装オーバーレイ〉については、どこにも情報なんて出ていないはずなんですけれど」

「勘です」

　シロエは強がりをいった。

　確かに地下室にいた女は、〈大地人〉であり名前はダリエラ。レベルは10にすぎなかった。シロエはそれをステータス画面で確かめている。〈エルダー・テイル〉の常識によればそれは確定した事実であり、覆しようがない。シロエがそれを疑うことができたのは、大嶋とは別系統ソースからの情報と、直感にすぎない。

　シロエは濡羽が今この瞬間、アキバの街のどこかにいることは確信していた。自分の目の前に現れたのは予想外だったが、あれだけの美貌の主が「ただの〈大地人〉の物書き」だと信じるよりは、悩みの種がお出ましだといわれたほうが、まだ頷ける。

「勘……ですか。でもわたしの名前を知っていてくれたのですね」

　目の前の美女、濡羽は艶やかに笑う。シロエは相手の正体を知りつつも、視線が引きつけられるのを止められなかった。

「──お座りになってはいかがです？」

　濡羽は濡れた瞳でシロエを見上げる。その角度だと、濡羽の白い喉が無防備に見えてしまって、シロエは口をへの字に引き結んだ。そうとでもしなければ、じっと見つめてしまいそうで怖かったのだ。

「そう、警戒しないでください。わたしは……ほら。荷物マジツク・バツグすらもっていませんし、もちろん武装もしていません。今日は、この身体ひとつですよ。シロ様に会うためだけにきましたから」

　警戒しながらもドアの横にある事務椅子に腰を下ろすシロエに、濡羽は柔らかく言葉を続ける。




「西の総領ともあろう人が、不用心じゃないですかね」

「わたしは総領なんかじゃありませんよ」

　濡羽は微笑む。

　秘密めかして人差し指をそっと自らの唇に当てる仕草が、少女めいていて可憐だった。年齢はシロエと大差がなさそうに見えるが、美しさはそのままに、仕草によって雰囲気がゆらゆらと安定しない。妖艶な女性かと思えば、無邪気な少女のような横顔も見せる。

　魅惑的だけど怖い。シロエはそう思った。

　漆黒の闇の中で咲き誇る白い花のように、甘く痺れるような狂った美しさがそこにはある。

　なにしろこの女性は〈Planthwyadenプラント・フロウデン〉のギルドマスターなのだ。

　もはや知らぬものはいない、そのくせ実体不明の巨大ギルド〈Plant hwyaden〉の頂点に君臨する美女。それが〝西の納な言ごん〟濡羽だった。

　ことの起こりは、シロエが〈円卓会議〉を発足させた頃にさかのぼる。

　シロエはそのころ、〈大災害〉ですっかり意気消沈し治安の乱れたアキバの街に再び活気と秩序を取り戻そうと考えていた。




　その同じ時期、西のプレイヤー・タウンであるミナミでも、似たような状況が発生していた。混乱と消沈と治安悪化である。そしてシロエと同じように、その状況を改変しようとしたひとりの〈冒険者〉がいたのだ。

　それが、シロエの目の前にしどけなく座る美女、濡羽である。

　しかし、濡羽が立てた自治のビジョンも、選択した手段も、シロエの取ったそれとはまったく異なっていた。




　濡羽は斎宮家に近づいたのである。斎宮家は古くヤマトを治めていた〈ウェストランデ皇王朝〉の血を引くヤマト貴族社会の序列１位を誇る家柄である。〈自由都市同盟イースタル〉が治める東方と違い、〈神聖皇国ウェストランデ〉はキョウの都に住まう斎宮家および執政公爵家によって中央集権的に統治されている。

　もちろんこの統治は〈大地人〉のそれであり、本来〈冒険者〉に関わりのあることではない。西に住む〈冒険者〉は大災害が起きてからも、〈大地人〉やその貴族にはなんの関心ももっていなかったと聞いている。

　しかし濡羽だけは違った。貴族と斎宮家に近づき、取り入った。その手法は明らかにされていないが、とにかく、濡羽は、その〝魅惑〟で〈大地人〉に取り入り、毒を撒いたのだ。

　シロエたちがススキノへ赴いていた頃、ミナミの街の〈衛兵〉は、すべて濡羽の私兵となっていた。そしてさらに濡羽は〈大地人〉の財力を用い、ミナミの大神殿ゾーンを購入したのだ。

　強大な武力と生殺与奪の権利。このふたつを得た濡羽は、しかし人前に立つことはせず、あくまで静かに、穏便に、密やかに計画を進めていった。彼女の立ち上げたギルド〈Plant hwyaden〉は徐々に賛同者を集め、いつの間にやらかなりの規模に達していた。しかも、そのメンバーは西の誇る強つわ者ものや古参ばかりだったのだ。




　そしてある日、濡羽は宣言をする。

　──ミナミの街に住むすべての〈冒険者〉は〈Plant hwyaden〉に所属するように、と。

『単一ギルドによる、ギルド間差別のない街』。

　それが濡羽の出した新しい自治の形だったのだ。




「お言葉を返すようですけど、やはりあなたが西の総領ですよ。いくら実務をインティクスやミスハ、ゼルデュスに任せているとしても」

「任せている訳じゃないんですよ？　皆さんは皆さんの好きなようにやっているだけなんです。わたしは皆さんを束縛するつもりはありませんもの。ただ、わたしは皆さんに居場所を差し上げているだけ。……代わりにわたしのことを守っていただいているんです。わたしが望んでいるのは、それだけですから」

　滑らかな口調の言葉は、セイレーンの歌のように響いた。甘やかな囁き声は睦むつ言ごとのようで、男だったらいつまでも聞いていたいという気分にさせられる誘惑だ。

「──用件を伺いましょう」

「せっかちですね。シロ様は」

「身の程をわきまえているんです」

「……うふふ。わかりました。シロ様がそういうならば、殿方に合わせましょう。わたしは──」

　シロエの促しに従い、濡羽は言葉を続けた。




「シロ様を誘いにきたんです。〈Plant hwyaden〉へ。──わたしの隣へ。わたしと共に歩き、わたしを守ってもらうために」

「なぜです」

「いったままですわ。シロ様のことが欲しいのです。……恥ずかしい話ですけれど、シロ様のことはずっと以前から存じ上げていました」

　それは、驚くような話ではなかった。

　シロエも濡羽も〈付与術師エンチヤンター〉だ。〈付与術師エンチヤンター〉は〈エルダー・テイル〉においては人気のない職業で、そのプレイ人口は平均的な職業の半分程度でしかない。

〈エルダー・テイル〉がまだ普通のゲームだった時代、日本サーバーにはアクティブなプレイヤーが８万人やそこらはいたと思うが、シロエが知る限り90レベルの〈付与術師エンチヤンター〉は２０００人程度しかいなかったはずだ。

　ＭＭＯ‐ＲＰＧにおいて、同職の〈冒険者〉は気になるものだ。どんな装備を付けているのか？　どんな育て方をしているのか？　どんな戦い方をしているのか？　ゲームである以上、テクニックや育成方針などは自分と似た境遇のプレイヤーが一番参考にしやすい。欲をいえば、自分より腕がよい人の方がより学べる。

　これはゲーマーとして常識に近い考え方だ。

　大規模ギルドなどに所属していて大規模戦闘で良質な装備を集めている〈冒険者〉、そして戦い方の研究をしているような〈冒険者〉は、ほんの一握り。〈付与術師エンチヤンター〉でいえばその人数は１００人程度になってしまう。そして１００人程度だったら、名前を覚えることは可能なのだ。

　現にシロエは日本サーバーのランカークラス〈付与術師エンチヤンター〉の名前をある程度把握している。だから濡羽のことも知っていた。

　濡羽もシロエと同じように、ギルドに属さない道を歩んできた〈付与術師エンチヤンター〉である。大ギルドに属さず、それでも大規模戦闘に参加して腕を振るう〈付与術師エンチヤンター〉ともなれば、イリオモテヤマネコよりも希少な絶滅危懼種なのだ。顔を合わせたことも二度や三度はあるはずだ。古参プレイヤーであるシロエにとって１００人という業界は、けっして広くはない。

「……シロ様が何を考えているかはわかります。でも、それは違うんですよ？　シロ様が〈付与術師エンチヤンター〉だから知っていた訳じゃありませんし、〈付与術師エンチヤンター〉だから欲しい訳じゃありません」

「どういうことですか」

　濡羽は視線をそらさない。

　シロエの中になにかを注ぎ込むように、うっとりとした眼差しで見つめながら、ナイフのような言葉を紡ぎ続ける。




「ザントリーフで、新しい概念魔術を発現させましたね？　その具体的な手法はわかりませんが。大規模な改変魔術を。──シロ様は特別ですから、それくらいのことは、すると思っていました」

「それをいうならば、濡羽さんもでしょう？　どうやったかはわからないけれど、〈都タ市ウ間ン転ゲ移ー門ト〉を再起動させた。まだ自由にとはいかないみたいですけれど」




　手でふれることが可能なほど張り詰めた空気の地下室で、シロエと濡羽は見つめ合う。

〝契約術式〟の件が漏れているとは思わなかったが、それをいうならば、シロエも西の新技術の情報は押さえている。向けられた言葉の刃を切り返し、シロエは濡羽をにらみつけた。

「シロ様はやはり特別ですね。なんでもご存じです。──私の帷とばりの中さえも知られているかと思うと、頰が燃えそうです」

「お世辞はよしてください。……西の情報遮断はあなたの指示でしょう？」

〈Plant hwyaden〉は厳しい統制をしく単体ギルドだ。その内側は細かい編成が行なわれ、非常に高度な組織化が行なわれている。

　濡羽の唱えたお題目はわかる。

　大ギルドが中小ギルドに行なう差別をなくし、ミナミの治安を回復させ、現実世界への帰還を目指して一致協力する。そのためには、単一ギルドによる組織化がもっとも効率がよい。そんなミナミの主張はある側面真実だろう。シロエもその利点は認める。

　だが、それらのために作られた〈Plant hwyaden〉は、その理念ゆえ高い組織力を有し統制の利く組織となった。

　すなわち、排他的で情報を漏らさない組織になったのだ。

〈円卓会議〉が自由なギルドの自治会議という体裁を取っている以上、そこでの議論はオープンな形で行なわれる必要がある。情報の公開は議論の基盤なのだ。それゆえ、その動向は外部から見れば完全に筒抜けだろう。

　一方、執行部によって運営される単体ギルド〈Plant hwyaden〉はその中枢の実態がはっきりとは摑めない。シロエはアキバにおいては有数の事情通だ。そのシロエから見ても〈Plant hwyaden〉の全容については謎ばかりだ。ましてやアキバの街の〈冒険者〉たちからみれば、たったひとつのギルドが支配する不気味な地域である、という程度の情報しかないだろう。

　今日の本来の目的、大嶋との待ち合わせも、そもそもミナミの新しい情報を聞き、いくつかのアイテムを受け取るためだったのだ。




「いえ。先ほどもいったでしょう？　わたしは放任主義者ですもの。情報遮断もミスハが勝手に行なったこと」

「では、アキバの〈円卓会議〉に対する処理飽和攻撃も？」

「ええ。あれは考えの浅い貴族院、マルヴェスの独断による暴走ですわ」

　そんなこと信じられるものか。それを『黙認』と呼ぶのだと口を開きかけたシロエの言葉を遮るように、濡羽はその白魚のような指先でシロエの唇にふれる。

　いつの間に近づいたのか、意識できなかったシロエは濡羽の腕を振り払う。

「シロ様を誘いにきたんです。わたしのところへきてくださいませんか？」

「そういう願いは、ソウジロウにすべきです。僕の専門外です」

「ソウジロウさん、ですか」

　濡羽の瞳にちらりと剣けん吞のんな光が点るが、それは次の瞬間、少し困ったような表情に代わる。

「わたしは、ソウジロウさんよりも、シロ様がよいです。ソウジロウさんよりも、シロ様が特別だと思います。シロ様だけを誘いに、シロ様だけを乞いに、この街まできました」















　シロエはその言葉に目の前が真っ白になるような気分を味わった。

　目の前の女に、シロエはなんの誠実さも感じてはいない。

　この女性は噓と罪でできていると、シロエは本能的に感じ取っていた。でも、わかっていてさえも、それは目がくらむほどの誘惑だった。女性に免疫がなさすぎるよな、とは自分でも思う。

（それでも、ソウジロウより特別だなんていわれたこと、なかったからな……。ほんと、情けないなぁ）

「……ダメ、ですか」

「本当のことが、ないですからね」

「……そう、でしょうか」

　濡羽は視線を伏せたまま、低い声をだした。

　今までのシロエを絡め取るような気配が消えて、儚はかなくて脆い気配が取って代わる。

「では、真実を話せば、わたしのところへきてくれますか？」

「真実のところを聞かないと判断できません」

「真実なんて、よいものじゃありませんよ？」

　歳を経た土器のように脆いままの表情で、濡羽は掠かすれた笑い声を立てる。

「……よろしいでしょう。シロ様ですから。特別ですから。特別なのですから。ただひとりなのですから。わたしも、それ相応の覚悟を見せないといけないでしょうね。ええ、わかります。ずっとずっとこの時を待っていたから──」

　濡羽の言葉は、呪いのように続く。




「わたしはね、シロ様。……不器量な女です」

「え──？」

「驚いてもらって光栄ですけれど、そうなんですよ。とにかく目がぎょろりと大きくて、瘦せっぽちで、貧相な──物欲しげに周囲を見上げることしか知らない、醜い子どもでした」

　シロエが驚いたのも当然だ。目の前の美女は、確かに瞳の力が強過ぎる嫌いはあるが、誰に聞いても妖艶と答えるだろう容貌をしていたからである。

　しかし、話はシロエが考えてもいない方向に進んだ。

「小学生の頃は、本当に瘦せぎすで。あばらが浮かぶというレベルではありませんでしたね。腕も足も骨が浮いて。髪は伸び放題、服は垢じみていましたし。醜いというよりは、汚い娘でした。

　中学に入り、背は伸びましたが、体重はさほど増えず、相変わらずがりがりで、前髪の隙間から大きいばかりの目で周囲を見上げる、そんな気持ちの悪い女だったかと思います。

　それが変わったのは──中学二年生でしたか。ひょんなことで、多少の元手を手に入れたわたしは、まともな食事にありつけるようになりました。はじめはそれでもなかなか受け付けなかった身体ですけれど、じわじわと体重が付いて……でも、やせっぽちなのは相変わらずでしたね。骨が見える気持ちの悪い身体から、細身の身体になっただけです」

　それは……。

　ある種の虐待なのだろうか、とシロエは考える。

　そしてその話は真実なのだろうか？　……と。

　たとえ濡羽が『これから真実の話をします』と語りはじめたところで、今更信用することはできない。なぜなら、この場には大嶋がいないからだ。濡羽はなんらかの方法で大嶋からシロエとの合流情報を聞き出し先回りをした。その事実は動かせない。

　そしてこの女は、たとえ今どんなにしおらしい声を上げていようと、ミナミを支配する単一ギルド〈Plant hwyaden〉のギルドマスターなのだ。

　だが一方で『この話は噓です』といわれたとしても、額面通りに受け取ることはできない。もし、噓つきが噓しかつけないとすれば、それは正直であるのとなんら変わりがないからである。

　噓つきとは真実を語りうる存在なのだ。




「身なりに構うようになったわたしは、それでも、どこにでもいる、貧相な女でしたよ。薄い胸、ただ細いだけの手足。十人並みの、ただ瞳だけが大きい顔。当時いわれていたもっとも多い評価は〝不吉な娘〟でした。ふふふっ。たぶんね、容姿だけではなかったんでしょうね。わたしの中になにか、そう呼ばれても仕方のない部分があったのでしょう。……それでもね。中学生だという理由だけで、幼いというだけで、わたしを求める人はいるのです。生きるためだとか、仕方なくなんていう言い訳はしません。ちやほやされるのが嬉しくて、わたしは舞い上がりました」

　ざらりとした不快感がシロエを襲う。それは、この話の内容にだった。

　真実なのだろうか？

　真実ならばそんなことが身近にあることが不快だった。

　噓なのだろうか？

　噓だとするならばそんな話をわざわざ聞かせるこの女が不快だった。

「シロ様？」

　気がつけばびっくりするほど近くに濡羽の瞳があった。濡羽は見上げるようにシロエの瞳をのぞき込んで、昏くらく微わ笑らう。

「ほら、真実なんてつまらないでしょう？　こんな話がなんの役に立ちます？　そもそもこの世界のなにが真実なんです。この身体も、この身体に宿る技も、すべて〝噓〟以外のなにものでもないこの世界で、真実なんて塵ちり芥あくたほどの価値もない。シロ様。シロ様がわたしの元へきてくださるのならば、わたしはシロ様の恋人を務めましょう。おいやですか？　今のわたしにはこの身体がある。誰もが賛美してくれる、白くて温かいこの身体が。それともお嫌いですか？　こんな女は」

　シロエは口中に潮辛い味を感じて、はじめて自分が唇を嚙んでいたことに気がついた。

　体温は上昇して、頰が熱い。

　黒いサテンのドレスから覗く白い胸の谷間。絶えず誘うように動く細い指先。甘えるような表情と、とろけるような声色。毒入りのショートケーキだとわかっていても食べたくなるほどの、甘やいだ香。

「貧相な身体で殿方を喜ばせなければなりませんでしたから、修練は積んでいます。……わたしは噓をつくのが上手ですよ？　噓だということにさえ目をつぶっていただければ、シロ様を幸せにしてあげられると思います。ええ、それは、満足いただけるまで。日が昇り、日が沈み、世界が黄昏たそがれるまで、あなたの傍らに侍りましょう」

「なぜ」

「──理由なんて必要なんですか？」

「本当だと思えなきゃ意味ないだろっ」

「ですから噓だと納得してくださればいいんですよ。……どうせ作り話なんですから」

　桜色の水菓子のように魅力的な唇から、蜂蜜にまみれたような甘言が、とろとろとシロエに注ぎ込まれる。視界にはすがるようなからかうような、得体のしれない濡羽の微笑みと、ゆらゆらと揺れる狐尾族の尾。

「……作り、話？」

「ええ。作り話ですよ。そう。架空の話。──わたしの友達の、お姉さんの話。……その女は、ある日、〈エルダー・テイル〉に出会ったんです。彼女の住んでいた世界からはほど遠い娯楽ですよね。それでも彼女は夢中になりました。なぜだかわかりますか？」

　シロエにはわからない。

　答えることができない。

「そのゲームの中では、彼女は理想の身体を手に入れることができるからです。それさえもっていれば守ってもらえて、求めてもらえて、与えてもらえる。彼女が血を吐くほどに願っても得られなかった幸福が手に入るから。美しい顔と、異性を魅惑する身体を、彼女はその世界では手に入れられるからですよ。でもね。──所詮ゲームなのに、おかしいですよね」

　粘つく舌が口内に貼り付き、喋ることができないシロエに濡羽は続ける。

「彼女……もてないんですよ。ゲームの中でも、醜いみたいにね。絶世の美貌と身体を手に入れても、望むものは得られないんです。──それはＭＭＯですから。女性であるというだけで、ある程度はもてなしてもらえます。もてはやしてもらえます。でも、それでも彼女が望んだほどには得られないんです。彼女が欲しいと願う相手は、手に入れたいと思う相手には、なぜか相手にはされないんですよ。──どうしてでしょうね？　彼女よりも普通の容姿のくせに、彼女よりもずっと人気を得る女はいるんですよ。ただ明るくて、能天気なだけで、みんなに守ってもらえる。そんな女の子は、いるのに」

　今や漆黒の洞ほらとなったかのような濡羽の瞳は、シロエを飲み込もうとしていた。




「がんばったんですよ、これでも。……男の人に気に入ってもらおうと、淑しとやかな言葉遣いも身につけました。男の人が好むような仕草も研究しました。髪も服も整えました。ばかげた話ですが、着飾ってオフにだって出かけたのですよ。みっともない話ですね。ふふふっ。うふふふふっ。──でもね。ダメでした。……いえ、そんな顔をしないでください。それらはまったく無駄ではないんです。だってそうやって身につけた技術で、わたしはシロ様をもてなして差し上げることができますからね。……悪い話ではないでしょう？」

　それは甘く、かぐわしく、耳に優しく、蠱惑的なまでに美しかったが──腐っているのだ。シロエはその病に魅せられていた。

　濡羽の申し出は、どこかが致命的に歪んでいるにもかかわらず、くらくらするほどに魅力的で、シロエの魂を虜にするほどの魔力を備えていた。

「彼女はね。……それでも、そんなある日、絶望の底にいたある日、いわれたんですよ。『よい腕をしている』って。『ソロでやっているのに、敬意をもてる』って。……同じ〈付与術師エンチヤンター〉からそういってもらえたんですよ。ね、シロ様？　いかがですか。こんな『作り話』で納得してもらえますか？」

「それは……」

　本当のことなのか？　とシロエは聞けなかった。シロエの記憶には、そんな会話はない。しかし作り話だとも断定できなかった。こうやって再会するまでは忘れていたが、濡羽とは確かに何回か組んで戦ったことがある。

　シロエは〈茶会テイーパーテイー〉の知名度があったから、大規模戦闘において外部からの助っ人として呼ばれることがたびたびあった。おそらく濡羽も同じだったのだろう。〈付与術師エンチヤンター〉は通常の冒険においてはさほど必要とされないが、大規模戦闘の長なが丁ちよう場ばにおいては、そのＭＰ回復能力は有用性が高い。

　そうして顔を合わせたとき、そのような会話がなかったとはいえない。

　もちろん、覚えていないということは、もし仮にそんな台詞をいったにせよ、特別な意識などなかったのだということは断言できる。そんな言葉で女性を口説こうとすることは、シロエの性格の中にはない。自分はそこまで芸のある男ではないとシロエは思う。しかし、だからこそ、なんの気なしにただの本音としてそれを告げた可能性はあるのだ。

　シロエは真偽を尋ねることができなかった。

　忘れているというのは、それは手ひどい裏切りのように思えたからだ。




「シロ様。わたしの近くへきてください。〈Plant hwyaden〉にシロ様の席を用意いたしましょう。斎宮家にいって〝外げ記き〟の名をシロ様に下賜させる手続きも整っています。斎宮家は、もはやわたしたちのいいなりですから。──シロ様も、摑みかけているのでしょう？　変転フラクシヨン。現実への、帰還を」

　その言葉に、シロエは思わず息を飲んでしまう。

「あはっ。やっぱり反応してくれました。……やっぱりシロ様は特別なのですね。わかるのですから……。帰還の、方法が」

　濡羽はどこまでシロエのことを読んでいるのか、そんなことを囁いては、紅い唇をちろりと舌先で舐める。蠱惑的な仕草にシロエが視線をそらすと、くすくすと少女めいた笑い声さえ立てるのだ。

「現実世界への帰還方法は発見されました」

「それは帰還方法だとは証明できない……。証明できない以上、ただの人体消去にすぎないでしょう」

「シロ様が協力してくれればそうでなくすることだって、できるのじゃありませんか？」

　正直、シロエはこのとき、濡羽の言葉に頷きかけていた。

　濡羽に魅惑されたからではない。

　濡羽が手に入れた技術と情報に興味があったからだ。西をまとめ上げた濡羽の元にいれば、アキバにいるよりもはるかに多くの情報を手に入れることができる。情報の入手にしても、新技術の開発にしても、濡羽の創り上げた巨大組織の力を用いれば、今よりずっと何もかもが容易に手に入るだろう。現実世界への帰還を考えれば、それは効率的な道なのだ。あるいは「すべての〈冒険者〉のためになる」道だといってよいのかもしれない。

　いや、そんな理屈は言い訳だ。

　濡羽の差し出したものはあまりにも魅力的だった。

　彼女自身の美貌と身体が、という意味ではない。だが自分を「特別」と呼んでくれる誰かは、今まで忘れていた寂しさをシロエの中に強く呼び起こしたのだ。求めてくれるというのは、シロエにとっては弱点だった。その弱点ゆえに、かつて多くのギルドの客分となり、同時に傷ついた。

　濡羽が狂っていて危険だということは火を見るよりも明らかだった。だがしかし、だからこそ、シロエは濡羽の誘いに頷きかけた。彼女の話が偽りだったにせよ真実だったにせよ、濡羽を止められるのは自分しかいないのではないか？　それはまさに危機感ではあったけれど、同時にシロエの自意識をくすぐる甘い誘惑だった。

　シロエは責任を感じていた。

　たとえシロエ個人に責任がないとしても、シロエが感じている罪悪感にも似たうずきは、まさに責任感に端を発する感情なのだ。罪の存在を抜きにした罪悪感のように。そして最悪なのは、濡羽もそれを理解していることだった。




「──そもそも、シロ様には理由がないでしょう？」

「理由？」

　熱に浮かされたようにシロエだけを見つめる濡羽に、シロエは問い返す。

「ええ、理由です。シロ様は……理由をもたない人でしょう？　アキバの街に肩入れをする理由も、〈大地人〉に肩入れをする理由も、ご自身の内側にはもたれていないでしょう？　あるのは漠然とした倫理観だけではありませんか？　いえ、いいんです。そんなことはわたしがシロエ様を欲しいという気持ちに関わりありません。でも、シロエ様はそれでは辛いと思います。だから……」

　もうふれあうほどに近くなった、ぬくもりさえ伝わる距離で、濡羽はシロエの耳元に唇を寄せた。

「わたしを、濡羽を、シロ様の言い訳にしてください。濡羽を理由にしてください。──それでシロ様は、シロ様の力を完全に解放することができるでしょう？　制約や規制に囚われず、その知謀のすべてを縦横無尽に振るうことができるでしょう？　わたしはシロ様だけを望みます。だからシロ様は、濡羽を理由に、言い訳に、ありとあらゆる我が儘なことをしても、よろしいのですよ？」

　決定的な誘惑の言葉は、そのまま決別の言葉だった。

　知謀のすべてを縦横無尽、と。その誘惑は大きかった。ある日気が付けばこの異世界に巻き込まれ、治安の悪化とトラブルに巻き込まれ、危難続きのパニックを切り抜けてきたシロエにとって、その方向性を仮託して力を振るいたいという欲求は、眼前のこの美女にふれたいというひりつく欲望と同じほどに巨大だった。

　この世界にきたのはシロエの責任ではない。

　その非難の気持ちは、この世界に招かれた〈冒険者〉全員の魂の叫びなのだ。その理由を知りたい。正当性を保証してほしい。戦うということの意味をどこかに用意してほしい。どんな〈冒険者〉でさえ、理不尽に対する怒りは魂の底で燃え盛っていただろう。

　濡羽の言葉は、正しい。

　正しい意味で誘惑だった。

　しかし、理由を言い訳と同一視することなどできるわけがなかった。それは行動の結果そのもの貶おとしめることに他ならない。

　触れ合った指先を、感謝の微笑を、あんなに楽しかった夜通しの宴を、左右からつきつけられた甘味を、皆ででかける広大な原野の冒険を──貶めることになる。

　もし濡羽に好意を感じるのならば、ほんの少しでも愛情めいたなにかを感じるのならば、けっして彼女を〝言い訳〟に使うべきではないのだ。

　それは〝理由〟を得たシロエがはじめて断言できることだった。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉を得たシロエだからこそ言い切れることだった。

「あ……」

　自分を押しはがしたシロエを見て、濡羽は困惑したように黒髪を飾る狐耳を動かす。

「貴女が話した『作り話』は全部真実だということにしました。──けれどご一緒はできません」

　凍り付いた濡羽は、諦めきれないようにシロエの瞳をのぞき込み、失意し、それでもなおすがるように、わななく唇で「なぜです？」と問いかけた。




「貴女の味方になるよりも、貴女の敵でいた方が、貴女の願いに添えるでしょうから」

　はじめて自分の意思で濡羽の瞳を凝視したシロエは、自らの意志を確認するように、一語一語明瞭に口にした。その言葉が剣のように濡羽に刺さるのを痛みと共に感じながら、シロエは濡羽のひんやりとした頰にふれる。




「いずれ貴女が理由を探すときのために、敵でいることにします」




　シロエの言葉は濡羽とシロエをつなぐ見えない鎖となった。

　その鎖は、やがてアキバとミナミを『インブリウムの空中迷宮』へ、さらには〈神酒ソーマの海〉へと導くことになる。





〈ログ・ホライズン５　アキバの街の日曜日　了〉





























































































































　　［あとがき］




　２ヶ月ぶりのこんにちは。橙乃ままれです。

　今回は『ログ・ホライズン５　アキバの街の日曜日』をお買いあげくださってありがとうございます。これが今年最後の『ログホラ』であります。あー、今年は長かった。これで一段落です！　といいたいところですが、もはや出版業界的には２０１２年であります。しかも季節は春。

　お仕事されてる方は頷けるところもあるでしょうが、モノを作る時期と店頭に並ぶ時期はずれているのが普通なわけで、この本を手にとってくださった方はもはや12月でしょうが、現実の橙乃の肉体は10月の国に目下幽閉中であります。

　日々じんわりと寒くなってゆき、日向がうれしくなってゆき、毛布が恋しくなってゆくわけです。そう。季節は昼寝を要求しております。食欲の秋、スポーツの秋などともうしますが、橙乃的には睡眠の秋。作家として一番重要な読書の秋すら昼寝には勝てません。




　さて４巻において家族に出版バレしてしまった橙乃、せいせいしたとばかりに家でのニート生活を開始しました。今までもニートみたいなものでしたが本が出た今やプロニートですよ。天下御免の社内ニート（国際一級）、既婚ニート（国際二級）につづくプロニート（国内一級限定解除）です。

　ニートライフはムーミン谷のようにのんびりした毎日。実際、橙乃も毎日毎日書き続けるというハッピーライフなんて思っていたのですが、四方からの圧力に耐えかねて、この際だからと家の大掃除とかさせられています。ニートに力仕事をさせるなんて国際ニート憲章に違反してますよ。──もちろんこの「四方からの」という言い回しはポリティカル・コレクトネスな発言であって、その意味するところは「橙乃（妹）からの暴力的な強制」であります。げふんげふん。

　炊飯器。ぼちゃーん。レンジ。ぼちゃーん。冷蔵庫。ぼちゃーん。

　と始末しまして、大掃除というよりは引っ越し、引っ越しというよりは夜逃げな印象で、家財道具を始末。ハゲの人を「さっぱりした髪型」というならば、橙乃の家は大変さっぱりしましたよ。どうしてこうなった。

　冷蔵庫がなくなってしまったので橙乃（妹）のアイスクリーム備蓄は消滅。これから冬だってのにアイス備蓄もなにもないもんですが、橙乃（妹）はご立腹です。（妹）は中学校に入るまで「ハーゲンダッツは大人用のアイスクリームなので免許証がないとたべられない」と思ってました。いや、うちの母親がそう教育してたからなんですけれどね。

　そんな我が家では、レディーボーデンはハーゲンダッツの年齢認証をパスするための代だい替たい品ひんアイスだというあつかい。レディーボーデン様には本当に申し訳ない。

　そういう比較でいえば、我が家では、しらすおろしはイクラおろしのグレードダウン食品とされてきました。このしらすについても「こんな小さな魚を食べてしまう罪深い人類の小話」なんかをしてくれた母です。食事中非常に気まずいですよ。おまけに、しらすはししゃもの赤ちゃんだと思ってましたよ。橙乃も橙乃（妹）もです。

　こうやって考えてみるとひどいやつですね母。

　橙乃が納豆食べられないのは、母の話した「千葉の奥地に豆を腐らせる培養プールがあり、そこには強制労働させられている人たちがたくさんいる」という話を聞いたせいですよ。いやあれは悲惨な小話だった。10年後くらいに問いただしたら、「ただの嫌がらせよ。あんた生意気だから」と笑っていました。

　あの時は本当にどうしようかと思いましたが、考えてみれば橙乃も橙乃（妹）にさんざん噓トリビアを仕込んでいるので同罪です。一族の血ですね。

　つい先日も「これから印刷の最終的な工程を確認するために印刷所にいって、インクの色を調整してくる。作者の大事な仕事だ」と出かけました。橙乃（妹）は素直に「他人様に迷惑かけないように」と送り出してくれましたが、その足で焼肉パーティーにいったとは思うまい。

（結局バレてパンチ食らったりしたんですが）




　そんな事情で、このあとがきのヒロイン枠も担当Ｆ田さんにお願いしたいところです。これ以上この路線で続けると、橙乃（妹）からの社会的な圧力が高まってしまいます。その示すところは橙乃の肉体的な負傷です。さてあとがき恒例の橙乃家家庭事情レポートはそこそこに、お届けしたのは『ログホラ５』です。

　前巻までの緊迫した大規模戦闘からほっと息を抜く、アキバの街のお祭を舞台にした日常編であります。シロエをめぐる恋愛事情もだんだんと進行してくるわけで、アカツキ、ミノリのふたりの少女が自分自身をスタートするお話となっております。

　レディーボーデンがハーゲンダッツの代替品でないように、しらすおろしがイクラおろしのダウングレードでないように、ふたりはただ単純に別の存在です。そんな当たり前が当たり前に思えない、自分と自分以外を比べてしまうどうしようもない気持ちの動きがこの巻のテーマです。でもその苦さと闇がないと夜明けはこないのでしょうね。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで２０１１年９～10月に公募させていただきました。545454248さん、IGM_masamuneさん、YoshiSondermannさん、hige_mgさん、hpsukeさん、iron007dd22さん、kane_yonさん、kuroyagi6さん、roki_aさん、sawame_jaさん、shibachiさん、shisei_ssiさん、vaisoさん、yamaneeeeeeさん、zrk_さんのものを採用させていただきました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。『ログホラ』は皆様の応援でできております。




　詳しい、そして最新のニュースはhttp://www.mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。『まおゆう魔王勇者』ドラマＣＤつき外伝も好評発売中。コミカライズ情報もこちらへ！

　最後になりましたが、今回もプロデュースしていただいた桝田省治様、イラストのハラカズヒロ様（改稿遅れてごめんなさい）、アジトイラストマップの橋本モチチさん、お祭マップの田村記久恵さん、グルメイラストの24さん、デザインしていただいた椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様っ！　今回もお世話になりました大迫様！　ありがとうございました！

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝なめこおろしを仲間はずれにしちゃダメ〟橙乃ままれ
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